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　陽ひ射ざしが照りつけ、観覧車の窓やメリーゴーラウンドの木馬たちを、キラキラと宝石のように輝かせている。

　真まっ青さおな空には入道雲がわき上がり、白い巨大なカンバスのようだ。

　あのカンバスに描かれるのは、きっと楽しい遊園地の思い出。夢のような宝石箱で遊んだ笑顔の一日。

　そんな夏の日の真ん中に立っているのは、白いシャツがまぶしい一人の少女。

　黒い髪が揺れている。幼い彼女は広場の先で足を止め、振り返ってニコッと笑った。

「将しよう悟ごさ～ん、次は何に乗るの？」

「心こ乃の枝えちゃん、待ってよー」

　彼女を追いかけていた将しよう悟ごは、膝ひざに手をつき、はぁはぁと呼吸を整えた。小学一年生の彼らに、この遊園地はとても広い。

「どうした、将悟。彼女に置いていかれるぞ」

　男の声が聞こえ、将しよう悟ごの肩にポンと大きな手が乗せられた。

　振り返ると、口ひげをたたえた四十歳前の男性が立って見下ろしている。

　将悟の父、帝みかど野の熊くま五ご郎ろうだ。

　優しく物静かな雰囲気ながら、広い肩幅に落ち着いた威厳と貫かん禄ろくをまとわせた男。

　それでも、ポロシャツにジーンズのラフな服装で子供たちを連れて歩く姿は、どこから見ても子煩悩なお父さんにしか見えない。

「置いてかれてないよ」

　将悟は口をとがらせながら、父親の手を払いのけた。

「お願い、写真を撮って！」

　心こ乃の枝えが広場に立ち、遠くに見える観覧車を背に、大きく手を振っている。

「よし、任せなさい」

　熊五郎はカメラケースから大きな一眼レフカメラを取り出した。

「将悟さんも、こっちこっち！」

「お、俺おれも？」

「せっかくおんなじシャツを着てるんです。記念に撮らなきゃ」

　将悟と心乃枝が着ているのは、白を基調としたデザインのＴシャツだった。以前、デパートの子供服売り場で、二人一緒に買ってもらったものだ。

　心乃枝の隣に並んで立つと、将悟は少し気恥ずかしくなった。

「なんか俺たち、兄妹みたいだ……」

「き、兄妹……？」

　心乃枝もちょっと恥ずかしそうに、ほおをほんのり赤く染める。

「よーし、二人とも、撮るよ！　こっちを見て！」

　振り向くと、熊五郎がカメラのレンズを向けていた。

「はい、チー……」

　その瞬間、心乃枝は体を振り向かせ、将悟に顔を寄せて……

　将悟のほおに、かわいいキスをした。

「ズ！」

　パシャリ、と軽快なシャッター音が青空に響いた。



　ふと、将悟は目が覚めた。

　いつの間にか眠っていたらしい。ベッドに潜ったまま、小学生の小さな体をもぞもぞ動かす。毛布から頭を出して、部屋の中を見まわした。

　白い壁に囲まれた清潔な部屋だ。

　窓は開いて、ベージュ色のカーテンが揺れている。病院の五階にあるこの部屋からは、町並みが見渡せた。空は夕焼けで赤く染まっていた。

　棚の花瓶の花が新しくなっている。寝ている間に看護師が変えてくれたのかもしれない。

　花瓶のそばには、テレビ番組のヒーローのフィギュアが飾られていた。父が買ってくれた『グランベリオン』のおもちゃだ。

「う……」

　鈍痛を感じ、将しよう悟ごは額ひたいを押さえた。頭に巻かれた包帯の、ザラザラした感触が手のひらに伝わる。今朝、看護師に替えてもらったばかりの清潔な包帯なのに、べっとりした血で濡ぬれている気がした。

　数日前、父に連れられて一人の女の子がお見舞いに来た。きれいな髪をした、同じ年とし頃ごろの女の子だった。確か……『コノエ』という名前だった気がする。

　けれど将悟は、その子のことを知らなかった。彼女の顔を見ても、初めて会った相手としか思えなかった。将悟の友だちだよ、と父に紹介されてもわからなかった。女の子は悲しそうな顔をしたまま、病室を出て行ってしまった。

　将悟は記憶を失っていたのだ。

　仲のいい友だち、担任の先生、近所に住む人々……。名前を聞いても、誰だれの姿もが影のように暗く、ぼんやりと揺らめいている。遊園地へ遊びに行った帰り、彼は車に跳ねられて頭を打ち、多くの記憶を失ってしまったらしい。

　それでもかろうじて、両親の顔や名前は覚えていた。

「父さんは、帝みかど野の熊くま五ご郎ろう。母さんは、帝野鹿か野の子こ」

　確認するように両親の名前を口にした。大丈夫。忘れてない。

　コン、コン、と病室の扉がノックされた。

　扉が開き、厳格そうな顔をした、七十歳ほどの老人が入ってきた。

　黒い羽織に灰色の袴はかま。古風な和装で、右手に木製の杖つえを握っている。腰は少し曲がっているけど、足取りは健康そうだった。

「どうだね、将悟。腹は減ってないかな？」

　老人はベッドのそばの椅い子すに腰掛け、優しく話しかけた。

　ううん減ってない、と、将悟は首を横に振った。

　将悟は老人の記憶もなくしていたけど、祖父だと教えられた。

　名前は帝野虎とら之の助すけ。若いころに『帝野商事』という小さな会社を作った人だ。会社が大きくなった今も社長を続けていて、彼の息子である熊五郎も、その帝野商事で働いている……と教えてもらった。

　言われてみれば、祖父と父の顔は似ている。たとえ記憶が失われても、消えることのない血のつながりが見えた。

　将悟は祖父に、病室のテレビで見た『グランベリオン』の話をした。事故の前から、将悟が好きだった番組らしい。記憶をなくしたあとも、すぐその番組に夢中になった。

　楽しそうに番組の話をすると、祖父はニコニコと聞いてくれた。

　話していると、再び扉がノックされた。

　入ってきたのは父の熊くま五ご郎ろうだ。

「お父さん。来ていらしたんですか」

　突然、虎とら之の助すけは睨にらむような目を息子に向けた。

「熊五郎か。責任は痛感しているのか？　お前の不注意が、将しよう悟ごをケガさせたのだぞ」

「……申し訳ありません。心から反省しています」

　熊五郎は辛つらそうな顔でうつむいた。

「まぁいい。社の件で話がある」

「でしたら、将悟の見舞いのあとすぐ……」

「今すぐだ。お前は今後、帝みかど野の商事の代表取締役となる。無駄な時間は許さん」

　祖父は厳しい顔で立ち上がった。

　熊五郎はベッドの将悟に向かって笑顔を向けた。

「悪い、将悟。また来るからな。それと、お客さんだよ。――ほら雅みやびちゃん、恥ずかしがってないで出ておいで」

　扉の陰から一人の少女がひょこっと顔を出した。将悟と同じくらいの歳の女の子だ。

　熊五郎と祖父が病室を出て行くと、入れ違いに女の子が入ってきた。縛った髪をぴょこぴょこ揺らし、駆け寄ってくる。

　ベッドの隣に立って将悟の顔を覗のぞきこみ、「えへへ～」と照れ笑いを浮かべた。

「今日もね、お父さん病院に来てるんだ。診察が終わるまで暇だし、こっち来ちゃった」

「えっと……雅ちゃん、だよね？」

　確認するように聞く。

　記憶を失ってリハビリ中の将悟は、新しく人の顔や名前を覚えるのが苦手だった。

　すると少女は、ムッとした表情でほおを膨らませた。

「まだあたしの名前覚えてないの!?　そうよ、あたしは、か・ん・な・ぎ・み・や・び！　今度こそ覚えてよねっ！」

「ご、ごめん」

「今のおじいさん、誰だれ？」

「俺おれのじいちゃんだよ」

「あの人がそうなんだ。おばあちゃんは？」

「来てない。……俺が生まれる前にいなくなったって、父さんが言ってた」

「死んじゃったの？」

「よくわからないけど……。俺は会ったことがないんだって」

　聞いて、雅みやびは神妙そうな顔でうつむいた。

「あたしも、いつかお母さんに会えなくなっちゃうのかな」

「お母さんに？　どうして？」

「あたしのお母さんね、お父さんと離婚して、家を出ちゃったの。だからあたし、お父さんが病院に来るとき、つき添ってるんだから」

「へぇ……。雅ちゃんって偉いんだな」

「えへへ～」

　褒められて、雅は嬉うれしそうに笑顔を浮かべた。

　雅の父にしてみれば、幼い雅を一人で家に残すのが不安で連れて来たのだけど、彼女はそんなことは考えなかった。



　やがて将しよう悟ごは退院し、傷も癒えて日常の生活へと戻っていった。

　けれど、一緒に遊んだ心こ乃の枝えのことを思い出すことはなかった。病院で出会った雅のことも、記憶の底に埋もれてしまっていた。

　十年後、深み流りゆう院いん学園で二人に再会するそのときまで。



    

  
    
      １章　妹と、ガラスの城の魔女





　帝みかど野の熊くま五ご郎ろうが、父の設立した通信機器の販売会社『帝野商事』を受け継いで約十年。

　百人ほどの社員を抱えた熊五郎は社長として猛烈なまでに働き、世界中を飛びまわり、帝野商事を社員二十万人を超える世界的な大企業『帝野グループ』へと成長させた。

　都心の中央から少し外れた場所にある私設公園の中央に、数十階建てのビルがそびえている。秋の日光を受けて、外壁を覆う無数のガラス窓がまばゆく反射していた。

　著名な建築デザイナーに設計を依頼したというその建物は、まるで巨大なガラス細工かと思う美しさだ。

　この帝野グループの新本社ビルが完成したのは、まだ数年前のことだ。

　新社屋の落成式に出席した熊五郎は、こうスピーチしたという。

『初代社長である亡き父も、この素晴らしき社屋を天国から見守っているでしょう』

　だがそのとき熊五郎は、わずか数年後には自分自身も天に召されるとは、思ってもいなかったのだ。

　そして今、秋の風がビルの周囲に広がる公園を吹き抜けていた。

　立ち並ぶイチョウの葉は黄色く染まり、落ち葉が乾いた音を立てながら、石畳の道を吹き飛んでいく。

　十月に入ったある日の放課後。日に日に涼しくなって、制服のシャツも長なが袖そでの季節だ。

　帝みかど野の将しよう悟ごは公園の入り口に立って、ガラス張りのビルを見つめていた。

「うわぁ、あんな大きいんだね」

　将悟の隣で、神かん凪なぎ雅みやびがぽかんと口を開けながらビルを見上げている。

「雅、見るの初めてか？」

　聞くと、今にも後ろに倒れそうなほど背をのけ反ぞらせていた雅が、

「くしゅっ！」

　と、くしゃみをした。

「テレビとか新聞でなら知ってるけど、本物を見たのは初めて。あれ全部帝野グループのオフィスなの？」

「最上階は展望台になっていて、一つ下はレストランフロアなんだってさ。一般向けの新製品ショウルームもあるらしいぞ。俺おれも行ったことないけど」

　レストラン、と聞いて雅が目を輝かせた。

「いいなー！　ディナーおごってよ～」

「なんで俺がおごるんだよ……」

「いーじゃん。どうせ社長の息子パスで食べ放題なんでしょ！　おごってくんなきゃ、一生ケチ呼ばわりしてやるから！」

「そんなパスないんで……。ていうか雅、遊びに来たんじゃないぞ」

「わかってるわよっ！　ちょっと腹ごしらえしたいな～って思っただけ！　腹が減っては戦ができぬって言うし」

　今日、将悟たちがやって来たのには理由がある。

　将悟の母、帝野鹿か野の子こに会うためだ。

　母に雅が将悟の妹であることを話し、家族だと認めてもらうためだ。

「将悟さん、神凪さん……」

　後ろを振り返ると、鶴つる眞ま心こ乃の枝えが不安そうな表情で見つめていた。

　隣には水みず谷たに衣い楠くすもいる。二人は将悟の直じか談だん判ぱんを見届けるため、一緒に来たのだ。

「認めて、もらえますよね。家族だって」

「そうだな。必ず、認めさせないとな」

　将悟の妹は、熊くま五ご郎ろうが鹿野子とは別の女性との間に作った異母兄妹だ。鹿野子にとっては夫に裏切られた証しのようなものだ。簡単に認めたくはない存在だろう。

　けれど、いつまでも隠しているわけにはいかない。雅が堂々と生きていけるように、母に真実を認めさせなければならない。

　雅みやびと家族になり……そして、心こ乃の枝えとも家族になる。妹と、そして恋人……。

　三人でそんな関係を築けることが、将しよう悟ごの目標だ。

「しかし本社ビルで直じか談だん判ぱんとはね。将悟くんもなかなか大胆なことをする」

　衣い楠くすが少しあきれ顔をした。

「しょうがないだろ。大切な話があるから休日に会ってくれって言っても、忙しいから今度にしろってさ。休日出勤ばかりみたいだし。なら、こっちから乗り込むしかない」

「なるほどね」

「ところで衣楠。養育費の新たな証拠が手に入ったってのは本当か？」

　衣楠は鞄かばんから白封筒を取り出して将悟に渡した。

「鹿か野の子こ氏を説得するなら、それなりの証拠が必要だ。これを持って行きたまえ」

　将悟は封筒を開けて、中に入っていた数枚の紙を取り出した。

『ミカドノ　クマゴロウ』の名前と、印刷された数字の列が書かれている。数字は日付と、五～七桁けたの数だ。日付は十年ほど前から始まり、記載されただけでも三年は続いている。

「これって……父さんの銀行口座か!?」

「そう。口座の入出金記録のコピーさ。熊くま五ご郎ろう氏の私的口座から半年に一度ほど、百万円単位の金額が引き出されている」

　紙をめくっていくと、もう一つ、別の口座の入出金記録が記載されていた。

　口座の名前は『カンナギ　カズマ』となっている。

「カンナギ……？　もしかして雅の……」

「うん。これ、お父さんの名前。一に馬って書いて一かず馬まって読むの」

　雅が覗のぞきこんで言った。

「こっちは神かん凪なぎくんの父親の私的口座さ。彼が養育費を受け取っていたことの実証を得るため、詳しく調べていたんだ」

「よくこんな記録が手に入ったな。これ大手銀行の口座だろ？」

「ボクたちの組織力なら、このくらいは簡単……とはいかなくとも、不可能じゃない。金融業界に強い仲間を頼り、どうにか手に入れられたよ」

「なんか、衣楠の組織もおっそろしいぜ……」

「見たまえ。毎回、熊五郎氏の口座から引き出された直後、同じ額が振り込まれている」

　将悟は二つの口座の記録を照らし合わせた。

　間違いない。例えば熊五郎の口座から百万円が現金引き出しされた場合、その翌日か遅くとも数日後には、雅の父の口座に同じく百万円が現金振り込みされている。

　そんなやりとりが定期的に、数年間に渡って続けられているのだ。

「おそらく熊五郎氏は現金を引き出し、神凪くんの父親に手渡した。それを神凪くんの父親は自分の口座に入れたんだ」

「手渡しか。口座上で雅みやびのお父さんと取り引きした記録が残るのを隠していた……。どっちにしろ、普通の仕事上の取り引きとは考えにくいな」

　雅は幼いころ、熊くま五ご郎ろうが彼女の父に現金を手渡している場面を目撃している。養育費と思われる大金だ。

　目の前の記録は、そんなやりとりが何年も続いていたことの証明だった。

「これなら……養育費の証拠として説得力が増すな。助かるよ、衣い楠くす」

　将しよう悟ごはあらためて、これから向かう帝みかど野のグループの本社ビルを見上げた。

　これだけの証拠があれば、母も雅を妹と認めざるを得ないはずだ。

　怒ると雷が落ちるように激高する母だ。もし雅の存在を目の当たりにしたらどんな反応をするか、想像もできない。

　あの高層ビルの社長室にいる母の姿が、暗黒の塔に潜む魔女のようにすら思えた。

　足がすくみそうになる。

　――でも今は戦わなければならないんだ。

　まさに今、将悟は、悪の魔女に立ち向かう勇者の心境だった。

「ボクたちはここで待っているよ。将悟くん、鹿か野の子こ氏をしっかり説得してくれたまえ」

　心こ乃の枝えが将悟と雅の鞄かばんを預かってくれた。

「大丈夫ですよ、神かん凪なぎさん。鹿野子さんって厳しそうに見えても、本当は優しい人だと思います。前に会ったとき、そんな気がしました」

「そうだね。あたし、夏にホテルのパーティーに招待されて、間違えてワイン飲んで倒れちゃったでしょ。あのとき鹿野子さん、すごく心配してくれたんだ」

　雅も同意したようにほほ笑んだ。

「……だから、あたしのことで鹿野子さんが怒ったり、悲しんだりしないといいな」

「行こう、雅」

　将悟はビルに向かって足を踏み出した。

　雅も意を決した顔でうなずき、将悟のあとについて歩き出す。

　将悟と雅は横に並び、晴れ渡った秋空の下を無言で歩き続けた。

　兄妹が皆に認められる兄妹となるための、小さな戦いに向かうために。



　帝野グループ本社ビルの正面玄関は、半円形のガラス扉になっている。

　中に入ると、そこは三階分が吹き抜けになった大きな玄関ホールだ。壁面に張り巡らされた窓からの陽ひ射ざしが降り注ぎ、巨大な温室のようだった。

　中では数十人のスーツを着た人々が行き来していた。帝野グループの社員や、商談に来た別会社のビジネスマンたちだ。彼らの中で、制服姿の将悟と雅はちょっと浮いている。

　二人は玄関ホールをまっすぐ歩いて、正面にある受付へと向かった。

「いらっしゃいませ。帝みかど野のグループへようこそ」

　薄いピンクと白の、清潔そうなデザインの制服を着た受付嬢が、おじぎをしながら出迎えた。このビルにはレストランやショウルームもあるから、一般客も訪れるのだ。

　彼女の前に立ち、将しよう悟ごは生徒手帳を開いて差し出した。

「帝野鹿か野の子こ社長の息子で、帝野将悟と言います。母に用があって面会したいのですが」

　意外な訪問者に驚いたらしく、受付嬢は開いた口を手で覆った。

「少々お待ちください」

　受付嬢は手元の受話器を取って、内線番号をプッシュした。

「社長。息子さまがお見えになっております。お通ししてよろしいでしょうか？」

　しばらく内線でやりとりしたのち、受話器を置いて再び将悟に目を向けた。

「忙しいのでまた今度にと、おっしゃっておりますが……」

「そこを、なんとか！　お願いできませんか!?　大切な用事なんです！」

　将悟は受付嬢に頼み込んだ。こんな、戦いすら始まる前に引き下がるわけにはいかない。

　受付嬢は少し困惑した顔で、もう一度受話器を手に取った。

「おかけになってお待ちください」

　言われて将悟と雅みやびは、大きなガラス窓の近くにある待合席のソファに腰掛けた。すぐ隣のテーブルでは、日本人と欧米人の二人が英語で商談している。

「社長の息子なら顔パスで入れるって思ったけど、違うんだね」

　雅が玄関ホールを眺めながら言う。

「そりゃそうだ。ここで働いてるわけじゃないし」

　しかし将悟は、いずれこの帝野グループの社長になるかもしれない。

　そのためには生涯の伴はん侶りよとなる女性に出会わなければならない。それが、亡き熊くま五ご郎ろうの遺言だ。

　心こ乃の枝えと恋人になって、雅を妹にする。みんなが家族になれるためには、負けるわけにはいかない。

　チーン、と、近くにあるエレベーターが到着する音が聞こえた。大きなエレベーターの扉が開き、中から社員の男女が数人出てきた。忙しそうに腕時計を見たり、携帯電話で話したりしながら、正面玄関に向かって歩いている。

　黒いハイヒールの靴音を響かせ、モデルのように背の高い女性が玄関ロビーに現れた。

　髪を頭の後ろでまとめ、細いメガネをかけている。女性用スーツを着てさっそうと歩く姿は、まさにやり手のキャリアウーマンそのものだ。

「……瀬せ利りさん!?　雅、隠れて！」

　突然現れた瀬利吏り沙さの姿に、将悟はとっさに両腕で顔を隠した。

　かつて鹿か野の子この秘書として働きながら、鹿野子や将しよう悟ごを裏切った女の姿がそこにある。

「えっ、えっ!?」

　急に言われて、雅みやびは背中を曲げて頭を抱え、顔を隠した。

　瀬せ利りは将悟たちに気づかないままロビーを横切り、奥にある別のエレベーターに乗り込んで姿を消す。

「瀬利さん……。母さんの秘書を辞めたって聞いたけど、まだここで働いてるんだな」

　将悟は顔を出し、瀬利の消えたエレベーターのドアを見つめた。

「帝みかど野の将悟さま！」

　さっきの受付嬢に呼ばれ、将悟たちは再び受付の前に戻った。

「社長が会われるそうです。十分後、社長室までお越しください」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　礼を言い、将悟と雅は言われとおり十分後、玄関ホールの奥にある社長室直通のエレベーターへと向かった。



　　　　§



　木目調の壁に囲まれた、二十畳ほどある広い部屋。入り口の両りよう脇わきにはそれぞれ応接室と秘書室がある。どちらの部屋も戸が開いていて、中には誰だれもいない。

　部屋の正面の壁が、一面のガラス窓になっていた。地上三十階の窓の向こうには、午後の青空と都会の街並みが広がっている。

　窓の手前には広々としたＬ字型のデスクがあり、電話機や卓上時計、電気スタンドにパソコンモニターが置かれていた。壁際には書物やファイル類の詰まった棚が設置され、マガジンラックには世界各国の雑誌が並んでいる。

　室内はきちんと整せい理り整せい頓とんされていた。飾り物はほとんど見当たらず、機能美を感じさせる部屋だった。

　ここが帝野グループの社長室だ。

　社長・帝野鹿野子はデスクチェアに座っていた。少しばかり派手なスーツを着て、長い髪のあちこちをカールさせている。写真写りを意識しているらしい。

　鹿野子は真剣な目つきで手に持った書類に目を落としている。人前ではめったに見せない、社長としての顔だ。

　生前の熊くま五ご郎ろうもこの部屋ではあんな厳しい顔をしていたのかな、と将悟は思った。

「母さん」

　将悟はデスクの前に立って話しかけた。

　しかし鹿野子は返事もせず、次の書類を手に取る。

「母さん！　話があるんだ」

　鹿か野の子こはようやく目を上げて、不機嫌そうに将しよう悟ごを見た。それから彼の後ろに立つ雅みやびに気づき、けげんそうに眉まゆをひそめる。

「将悟。何度も言ったとおり、わたしは暇ではないのですよ。瀬せ利りが辞めて、代わりの秘書も決まっていないのですから。――なのに会社にまで押しかけてくるとは……あなたには常識がないのですか？」

「仕事をジャマしたのは謝る。どうしても、知らせなきゃならないことがあってさ。電話じゃなく、直接会って言いたいんだ」

「それと、言葉づかいに気をつけなさい。親子とはいえ、ここは社内なのです。公の場にふさわしい態度を忘れてはなりません」

「これは家族の話なんだ」

　しかし将悟は口調を変えなかった。今の彼は、社長・帝みかど野の鹿野子ではなく、一人の母親としての彼女に話しかけているのだ。

「母さんに紹介したい人がいる」

　雅のことをどんなふうに説明しようか、何度も悩み、考えた。

　けれど結局、伝えたいことはただ一つ。単刀直入に言った。

「彼女が、俺おれの妹なんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　沈黙が流れた。鹿か野の子こは息子の顔を見つめたまま、微動だにしなかった。

「……なんと、言いました？」

「隠さないでほしい。俺おれはもう知ってる。父さんは……帝みかど野の熊くま五ご郎ろうは、母さん以外の女性との間に子供を作った。まぁ……不倫、ってやつだよな。その子供は女の子で、つまり、俺の妹ってことになるんだ。その子が彼女……神かん凪なぎ雅みやびなんだ」

　話しながら、胸がキュッと痛む思いがした。

　母にとっては聞きたくもない話だろうし、雅にとっても、不倫の子などという生々しい現実を突きつける内容だ。

　けれど今は、言うしかない。

　しばらく黙ったのち、鹿野子は小さくため息をついた。

「将しよう悟ご。そのような噂うわさを信じているのですか？　――確かに帝野グループ社内に『熊五郎には隠し子がいる』という噂があることは否定しません。ですがそれは、根も葉もない噂です。熊五郎は不倫などしておりませんし、ましてや隠し子など……バカバカしい！」

　なるほど、と将悟は思った。母が簡単に隠し子の存在を認めるとは思わなかったけど、すべて『単なる噂』で流そうとするとは。

「だったら、どうして父さんは雅の父親に大金を渡したんだ？」

「大金？」

「十年くらい前に雅は目撃したんだ。彼女の家で、帝野熊五郎が雅のお父さんに大金……養育費を渡している場面を」

「なぜ養育費だとわかるのです？」

「大金を渡しながら、父さんは言ってた。『どうか娘を、幸せにしてやってほしい！』って。『娘』って誰だれだ!?　帝野熊五郎の子供は、息子の俺一人のはずじゃないか!?　どこから『娘』なんて言葉が出てくるんだ!?」

　鹿野子は雅に目を向けた。

「神凪……雅さんね？」

　優しい口調で話しかける。

「あなたがお父さんと熊五郎のことを見たのは、本当なの？」

「は……はい。昔、将悟が入院してたとき、あたしのお父さんも通院してたんです。そこで熊五郎さんと仲良くなって……。ある日あたしが家に帰ったら、熊五郎さんが来てて、お父さんにお金を渡して土ど下げ座ざしてたんです」

「十年も前の話でしょう？　記憶違いじゃない？」

「そんなことありません！　あたしその日のことショックで、なんで『娘を頼む』なんて言われるのか理解できなくて、悩んでて、一日も忘れることなかったんです」

「そう……。でも、ただの思い込みかもしれないわ」

　将しよう悟ごは黙って、衣い楠くすから受け取った口座記録の用紙をデスクに置いた。

　紙に目を落とした鹿か野の子こは、すぐには何かわからなかったらしい。

　やがて、その目が険しく見開かれた。

「これは……！　将悟、なぜあなたが、このようなものを持っているのです!?」

「これでも雅みやびの言葉が嘘うそや思い違いって言えるか？」

「…………」

　反論の言葉をなくし、鹿野子は黙り込んだ。

「母さん。俺おれは別に、父さんの過去を糾弾したいんじゃない。俺は雅を家族だって認めて、迎え入れてほしいんだ」

「話はわかりました。ですが、認めるわけにはいきません」

「なんでだよ!?　雅の存在がスキャンダルになることは、よくわかる。だけど今のままじゃ、俺たちは兄妹ってことを秘密にし続けなきゃいけない！」

「将悟っ!!」

　鹿野子は怒鳴り、両手でデスクを叩たたいた。

「なんのために、あなたを深み流りゆう院いん学園に通わせていると思ってるのですか!?　次期帝みかど野のグループ社長となることを期待しているのですよ！　妹捜しなどしてないで、勉学に励み、伴はん侶りよとの出会いに邁まい進しんしなさい!!」

　もはや、話題を反らそうとする強弁でしかなかった。

　しかし激高した鹿野子の迫力を前に、将悟は口を閉じるしかできない。

「え……。あ……、え……？」

　またも静まりかえった室内に、戸惑う声が響いた。

　振り返ると、雅が目をパチクリさせながら将悟の顔を見ている。

「将悟が……帝野グループの社長……？　伴侶との出会い……？」

　あちゃー、と将悟は額ひたいに手を当てた。

　将悟が社長候補であることは、社内でも一部の人間にしか知られていない極秘事項だ。それを、社長自ら明かしてしまったのだ。

　さすがの鹿野子も失態に気づき、バツの悪い顔をしている。

「あ、あの……よくわからないけど、あたし……ずっと、将悟と結婚しようとしてたんです。妹だって知ってたのに……」

「結婚……ですって？」

「はい。小さいころに出会ってから、ずっと将悟が好きで……あたしが将悟の妹だって気づいたあとも、そのこと隠してて、将悟の恋人になって結婚できたらいいなって……。兄妹で結婚なんて無理ってわかってたけど、でも、気持ちを抑えられなくて……」

　その言葉は、まるで懺ざん悔げのようだった。

「だから、将しよう悟ごが妹を捜してたのはあたしのせいなんです！　将悟を怒らないで、あたしを怒ってください!!」

　鹿か野の子この口元がわずかに震えていた。必死で怒りを抑えているように見えた。

　怒りの矛先を将悟に向け、鹿野子は怒鳴った。

「将悟っ!!　くだらないことばかり言うのはよしなさい!!」

「もう、雅みやびは俺おれと結婚なんて考えてない！　ちゃんと妹になるって決めてくれたんだ。だからこそ雅を家族と認めてくれって、こうして頼みに来たんだよ！」

「認めないと言ってるでしょう!?」

「……そこまで言うなら、ＤＮＡ鑑定をしよう」

「なんですって？」

「ＤＮＡ鑑定だよ。もしも鑑定の事実が外部に漏れたらスキャンダルになるかもしれないと思って、今まで控えてたんだ」

「賢明な判断です。そのような行為は控えるべきです」

「けど雅の言葉を信じられないなら、やるしかないだろ？　母さんには帝みかど野のグループ社長として、万一にも情報が漏れないよう、対策を練ってほしいんだ。スキャンダル対策さえされていれば、俺たちも安心して鑑定できる」

「あなたに妹などいません。ＤＮＡ鑑定など不要です」

「母さんが協力してくれないなら、俺たちで勝手にやる。……それでもいいのか？」

「……いいですか。勝手に鑑定などしてスキャンダルを引き起こしたら、それはあなたの責任になるのですよ」

「せ、責任？」

「たとえ小さなスキャンダルであろうとも、自ら社のイメージダウンを引き起こした人間など、帝野グループの社長としてふさわしくありません」

「なっ……!?」

「そのときは深み流りゆう院いん学園に通わせる必要もありません。即刻退学していただきます」

　将悟は絶句した。とても息子に向けているとは思えない、冷徹な言葉だ。

　脅しだ……と感じた。これはＤＮＡ鑑定をするなと、脅してるんだ……。

「なんでそんな頭ごなしに否定するんだ!?」

「当然です!!　家族でない者を、家族などと認めることはできません!!」

「母さ……」

　反論しようと叫びかけて、将悟は口をつぐんだ。

　隣に立つ雅が大きく目を見開き、呆ぼう然ぜんと宙を見据えている。大きな目がわずかに充血していた。今にも涙をこぼしそうに震えていた。

　鹿野子は言い切ったのだ。『家族でない者』と。

　――このままじゃ、雅みやびを傷つけるばかりだ……。

　怒鳴り返したい気持ちをぐっと飲み込んだ。

「妹の存在を認めたくない気持ちはわかるさ。父さんが裏切ったことを認めるようなものだからな。……でもさ、子供を作ったのは父さんだ。雅の責任じゃない。そんな頑固に否定したって、なんにもならない」

　鹿か野の子こは黙って聞いていた。将しよう悟ごが言い終わると、ポツリと一言、

「……将悟に妹などおりません」

　とだけ言った。

「雅、今日は帰ろう」

　将悟は雅の肩をポンと叩たたいて、社長室の扉へと向かった。

　部屋の中ほどまで戻って、一度振り返った。

「母さん。そんなだから瀬せ利りさんに裏切られるんだぞ」

「瀬利が、どうしたのです？」

「瀬利さんは俺おれの妹の存在を利用してスキャンダルを引き起こし、俺の社長就任を阻止しようと画策してたんだ」

「寝ぼけたことを。瀬利は今まで、わたしの秘書としてよくやってくれました。将悟も深み流りゆう院いん学園への編入時に世話になったではないですか」

「そうやって俺の世話をしてくれたことも、俺を監視する目的だったんだよ！」

　鹿野子は将悟を睨にらみつけた。

「……いいでしょう。そこまで言うのなら念のため瀬利の周辺を調査し、社に不利益な行動がないか確認します。それで満足ですね？」

　将悟を信用していない口調だ。

　考えてみれば彼女は、夫に裏切られ、そして部下に裏切られたのだ。大人でも心が傷つくだろう。人間不信になってもおかしくない。

「急に押しかけて、悪かった。仕事が暇になって落ち着いたら、いろいろ話そうぜ」

　将悟は母に向かってほほ笑んで見せた。

　――俺は母さんの敵になりたいわけじゃない。

　そう伝えたかったのだ。

「社長に暇などありません」

　だが鹿野子は笑いもせず、不機嫌に答えただけだった。
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「はぁーっ、しっかし母さん、あそこまで意地を張るとはなぁ……」

　本社ビルを出た将しよう悟ごは公園のベンチに座り、深々とため息をついた。

「話にもならない。プライドの高い性格だってわかってたけど、想像を超えてたぜ」

　心こ乃の枝えが将悟の前に立ち、心配そうに見下ろしている。心乃枝の隣には衣い楠くすもいて、黙って直じか談だん判ぱんの結果を聞いていた。

「鹿か野の子こさん、そんなに怒ってたんですか？」

「徹頭徹尾『将悟に妹はいない、熊くま五ご郎ろうの隠し子など存在しない』の一点張りだ。口座記録の証拠を見せても、聞く耳すら持たない。おまけにＤＮＡ鑑定もするなってさ」

　雅みやびはベンチの隣に腰掛け、膝ひざの上で握り拳こぶしを作ってうなだれている。

「鹿野子さん、そこまであたしのこと嫌いなのかな……」

「雅を憎んでるんじゃない。父さん……つまり夫が他ほかの女の人と子供を作ったって事実を認められないんだよ」

「あたしだって、鹿野子さんの立場だったら許せないって思うもんね……」

「諦あきらめることないよ、雅。想像より強硬だったけど、母さんが簡単に認めるとは最初から思ってなかった。むしろ、いかに妹の存在を認めることを恐れているか、わかりやすい反応だったじゃないか」

「うん……」

「やっぱり、ＤＮＡ鑑定をして動かぬ証拠を突きつけるしかないか……」

　こうなったら、反論を許さない確固たる証拠を見せるしか、鹿野子を説得する方法はなさそうだ。

　けれど……社長候補から外すとまで言った母の怒りの形相が頭をよぎる。

「もし鑑定したことバレたら、将悟、深み流りゆう院いん学園を退学させられちゃう……」

　雅が不安そうに言った。

　退学と聞いて、心乃枝が「えっ……」と小さな声を上げる。

「俺おれを脅してるだけだよ」

　とはいえ、もし鑑定の事実を知られて隠し子疑惑の報道などされたら、鹿野子の怒りを買うのは必至である。

「衣楠、どう思う？　鑑定するべきかな」

　彼女は腕を組みながらしばらく考え、小さくうなずいた。

「そうだね。物事を明確にするためにも、鑑定はしたほうがいい。しかし鹿野子氏が強固に反対したとなると、一考の余地はあるよ。社長を怒らせることが得策かどうか……」

「俺は、母さんの目を覚まさせたい」

「……将悟くんが鑑定するというのなら、ボクは情報が漏れないよう、全力でマスコミ対策に当たる。――けれど何事も百パーセント完かん璧ぺきとはいかない。イレギュラーは常に存在する。将悟くんにも、万が一の事態に対する覚悟が必要だよ」

　将しよう悟ごは目を閉じ、考えた。

　ＤＮＡ鑑定の事実がマスコミに知れ渡り、スキャンダルに発展する可能性は否定できない。何より、瀬せ利りのような人物に知られたら、悪意で情報を漏らされる危険がある。

　そうなれば鹿か野の子この怒りを買い……将悟は社長候補から外されるかもしれない。

　深み流りゆう院いん学園を去ることになるかもしれない。

　けど、このまま何もしなければ、何も変わらない。

　社長への階段も大切だ。しかし兄妹の絆きずなはもっと大切だ。

「……雅みやび。鑑定しよう」

「いいの？　もし鹿野子さんにバレたら……」

「母さんを恐れてたら、それこそ向こうの思うツボだ。あんな脅しには乗らないって見せつけてやろうぜ」

　雅はうつむき、嬉うれしさと申し訳なさが入り交じった複雑な表情をしていた。

「退学なんてしないさ。もし母さんが学校を出ろって言い出したら、俺おれは自分でバイトして学費を稼いでやるよ」

　雅を安心させるように、将悟は明るく笑った。

「うん……。あたし、鹿野子さんに認めてほしい……。将悟の妹になりたい……」

「決まりだな。――世話になるよ、衣い楠くす」

「将悟くんが決めたのなら」

「それから心こ乃の枝えも雅も、このことは誰だれにも話さないでくれるかな？　情報が漏れることは絶対に避けたい」

「わたし、何も聞かなかったことにします」

　コクコクとうなずきながら、心乃枝は両手で耳をふさいだ。

「心配するな、雅。まだ少し時間がかかりそうだけど、いつか必ず、俺たちが兄妹だって認められるときが来る」

　将悟と心乃枝と衣楠。三人に見つめられ、雅はちょっと恥ずかしそうに「うん」とうなずいた。

　それから雅は、思いついた顔で言った。

「そうだわ。あたしたちだけの秘密ってことはさ、作戦名が必要じゃない？」

「作戦名？」

「この先、鑑定のことを相談するのに、人に聞かれちゃマズいでしょ。だからなんの相談をしてるかわからないよう、秘密の作戦名を決めとくのよ！」

「うっかりＤＮＡ鑑定なんて口走れないもんな。いい作戦名あるかな」

「そうねぇ……。『Ｄ作戦』ってのはどう？」

「そのまますぎないか？」

　雅みやびは腕を組み、う～ん……と考え込んだ。

　また考えついたように立ち上がり、ポンと手を叩たたく。

「こんなのはどう!?　名付けて『行け行けハイグレード大作戦』!!」

「……なぜにハイグレード？」

「将しよう悟ごってば気づかないの？　ニブチンねぇ。決まってるでしょ」

　ちっちっち、と雅は人差し指を振りながら携帯電話を取り出し、メモ機能の画面に英文字を打った。

「ＤＮＡと言えばヒトゲノム！　ヒトゲノムを英語で書いて略せば『ＨＧ』!!　転じてハイグレードってわけよ！　あたしって頭いい～」

　将悟たちに向けて自信満々に、『Hito Genomu』と書かれた携帯画面を突き出した。

「ヒトゲノムですか、なるほどぉ……」

　心こ乃の枝えが感心した顔で雅の携帯を手に取り、打たれた文字を覗のぞきこんだ。

「ほんとだ、確かに『ＨＧ』になりますね」

　ニコッと笑って携帯電話を雅に返す。

　……画面の文字が『Human Genome』と訂正されていた。

「そそっ、そうよっ！　英語の頭文字を作戦名にするの！」

「あら？　『Genome』ってドイツ語ですけど……」

「し、知ってたもん！」

　雅は真まっ赤かになって、急いで携帯を閉じてポケットにしまった。

「とにかくこれからはハイグレード作戦！　こう呼ぶんだから！　わかった!?」

「わ、わかったよ。よし、それじゃあ……」

　将悟はあらためて目の前の三人を見まわした。

「みんなで『ハイグレード作戦』成功させようぜ！」

　雅は「お～っ！」と拳こぶしを振り上げ、心乃枝は「何も聞いてませんから」と耳をふさぎ、衣い楠くすは今後のマスコミ対策に備えて表情を引き締める。

　今こそ、兄妹の絆きずなが試される戦いが始まったのだ。



「それじゃ将悟さん、また明日」

　夕日に照らされた交差点の前に立って、心乃枝は手を振った。

「今日は一緒に来てくれてありがとうな」

　将悟も手を振り返し、女子寮へ帰宅する彼女を見送る。

「神かん凪なぎさん、行きましょう」

　しかし雅は、将悟の横に立ったまま歩こうとしない。

「先に戻ってて。あたし、将悟と話があって」

「そう……ですか？　ふ～ん、二人だけのお話なんだぁ」

　心こ乃の枝えはわざとらしく拗すねた声を出す。

「いいでしょっ。兄妹の話なんだから、鶴つる眞まさんはシッシッ！」

「ふふっ。神かん凪なぎさんってば、すっかり甘えんぼな妹になっちゃって」

　くすっと笑われて、雅みやびはカーッと顔中を赤くした。

「あ、甘えてんじゃないもんっ！　将しよう悟ごに甘えるわけないでしょっ!!」

　ペシッと突き飛ばすように、手のひらで将悟の肩を叩たたいた。

「いてっ！　なんで俺おれが叩かれるんだよ……」

　そんな兄妹を見ながら心乃枝は「ふふふっ」と楽しそうに笑った。

　もう一度二人に向かって手を振り、心乃枝は横断歩道を駆け足に渡っていく。

　見送ってから、隣にいる雅のほうに振り向いた。

「どうしたんだ？　話って」

　雅は言いづらそうにうつむいて、横目で将悟を見返した。

「本当なの？　将悟が帝みかど野のグループの社長になるって」

「そのことか。母さん自らバラしちまうとはなぁ。よほど動揺したんだろうけど」

　将悟は渋々認めるように、小さくうなずいた。

「黙ってて悪かった。隠したかったわけじゃないんだ。会社の経営に関かかわることだから、人に話してはいけなくて……」

「怒ってるんじゃないわよ。ちょっと、びっくりしちゃったの……」

「父さんの遺言でさ。俺に、帝野グループの社長を継いでほしいって。そのために条件を出されたんだ。一つは社長になるための特訓をこなすこと。もう一つは……生涯の伴はん侶りよとなる女性と出会うこと」

「生涯の伴侶って……結婚相手ってこと!?」

「父さんはこう考えてたと思うんだ。社長になったら忙しくて、ろくに恋愛もできなくなる。だから今のうちに心から愛せる人を見つけろって。それに結婚していれば、若くても貫かん禄ろくあるように思われそうだろ？　――俺は、そんな相手に出会えるために、深み流りゆう院いん学園に通うようになったんだ」

「それで将悟、鶴眞さんと……」

「あ、誤解しないでくれよ!?　俺は何も、社長になるために心乃枝に告白したんじゃない。本当に、彼女と一緒にいたいって思ったんだ」

　しばらくの間、雅はじっと将悟の顔を見つめていた。

「そっか。そうだよね。将悟ってな～んか頼りないし、鶴眞さんみたいなしっかり者がついてないと、社長なんて務まんなさそうだしぃ」

「頼りなくて悪かったな。――このこと、心乃枝には秘密にしていてくれな」

「わかってるわよ。それにしても、いいなぁ。鶴つる眞まさん、社長夫人かぁ」

「いや、まだ結婚するって決まったわけじゃ……。付き合ってすらないし」

　雅みやびはまたしばらく黙り、不安そうな表情でうつむいた。

「ね、将しよう悟ご……。将悟が社長になっても……あたし、そばにいていいのかな……」

　将悟は、そんな彼女の頭にポンと手を乗せた。

「当たり前じゃないか。兄妹が離ればなれになる理由なんかない。――そのために、母さんに俺おれたちのこと、認めさせるんだから」

「…………うん」

　雅は甘える子供みたいにニコッと笑う。

「あたし、将悟の妹でよかった」

　夕焼け色に染められながら、雅の笑顔は輝いていた。
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　家に帰ると、将悟はベッドに寝転がりながら携帯電話でネットを見た。

　調べているのは、ＤＮＡ鑑定業者のサイトだ。検索すればいくつも業者のサイトが見つかる。普段は縁のない世界だけに、どれも聞いたことのない企業ばかりだ。

「うぅーむ……。しかし、結構高いよなぁ……」

　一番の問題は鑑定料金だ。しっかりＤＮＡ鑑定するには、一度で十万円近くかかる。

　あいにく、先日エアコンを修理したばかりで、貯金もほとんど残ってない。

　将悟は携帯を閉じて、机に置いてあったサイフを開いた。

　まだ月初めなのに、どんなに食費を切り詰めても今月自由に使えるお金は、一万円くらいしかない。この調子では、鑑定料金が貯まるまでに一年はかかりそうだ。

　むろん、母に鑑定料金の援助を依頼するなど言語道断である。

「バイトするか……」

　将悟はサイフを閉じて、小さくため息をついた。

　兄妹の絆きずなを守るための戦いは、地道な労働からのスタートだった。



　同時刻、帝みかど野のグループの本社ビルから数百メートル離れたビルの谷間の路地を、一人の人物が歩いていた。頭からすっぽりかぶる黒装束と大きなサングラスで顔の半分が隠れている。凜り々りしく結んだ唇は、少年のものを思わせた。

　夕刻の中、足音も立てず、ビルの影を縫うように忍び歩く姿に気づく人は少ない。

　その人物――衣い楠くすは、古いビルの裏路地に面した、錆さびた金属扉の前で足を止めた。

　左右を見渡して人のいないことを確認し、扉を押した。錆びついた姿に似合わず、スッと音もなく開く。

　中は、床も壁も天井も、むき出しのコンクリートに囲まれたエレベーターホールだ。あちこちで鉄骨が向き出しになっていて、まるで廃ビルだった。

　奥のエレベーターに乗ると、操作パネルの階数ボタンを『２』『４』『９』『３』の順に押した。それが衣い楠くすに与えられた識別番号だ。

　音もなく動き出し、エレベーターは地下に向かって下降した。行き先は入力した識別番号によって決定される。識別者のブースのある階へ自動的に運ばれる仕組みだ。

　やがてエレベーターが停止して、再び扉が開く。

　一歩外に出ると、まばゆいほどの白壁に覆われた小部屋に出た。何も置かれていない部屋で、右手に金属扉がある。扉の上には横長の額が掲げられていた。

　額の書には、漆黒の力強い毛筆で『清せい流りゆう会かい』と書かれている。

　ここが衣楠の所属する組織『帝みかど野の清流会』だ。

　今や世界的な企業となった帝野グループに襲いかかる大小様々なトラブルを解決するための組織である。

　衣楠は扉の前に立ち、横にある指紋認証センサーに中指を触れた。静かにモーター音を響かせ横開きの扉が開くと、さらに奥へと進む。

　扉の先は、洞どう窟くつのように暗い通路が延びている。床も天井も真っ黒だ。足元を両側から細長いランプが照らし、通路の先までぼんやりと光の筋を作っていた。

　左手の壁には、等間隔に扉が並んでいる。扉の前の床には、『Ｚ』『Ｙ』などのアルファベットが大きく書かれている。『Ｘ』まで歩き、衣楠は足を止めた。

　扉のほうを向いてサングラスを額ひたいの上にずらし、中央に設置された虹こう彩さい認証カメラを覗のぞきこむ。扉のロックが外れ、衣楠はようやく自分の勤務ブースへと入った。

　六畳部屋ほどの広さのブースが、衣楠に与えられた空間だ。中は殺風景で、奥に小さなデスクが置かれている。壁にはデータ表示用の薄型モニターが数台ほど設置されていた。

　この清流会の本部だけでも百名を超える人員が勤めているが、彼らの座席はすべてブース分けされ、互いに素顔を見せることは少ない。組織の人間は皆、互いの素性を知らぬままに活動する。他者に正体を知られることは、本人の弱点にもなるからだ。

　衣楠は将しよう悟ごのＤＮＡ鑑定計画を思い返した。

「マスコミ対策か。スキャンダルなど許されない。確実に情報漏ろう洩えいを防がなければ。将悟くんの未来のためにも、決して鹿か野の子こ氏を怒らせてはいけない……」

　衣楠はデスクに座り、卓上に置かれたデスクトップＰＣの電源を入れた。

　素性を知らぬとはいえ、当然ながらチームプレイは必要だ。そのための連絡は組織内の電子ネットワーク上でおこなわれる。

「今回ばかりは失敗は許されない。瀬せ利りの正体もつかまなければならないし……やはり応援を頼むべきか……」

　ＰＣが立ち上がると、コマンドラインから専用ブラウザの実行コマンドとパスワードを打ち込んだ。モニターにネットワークブラウザが表示される。

　ネットワークの機能自体は、一般のオフィスで使用される社内ネットワークシステムとさほど変わらない。掲示板やメール、メッセンジャーなどだ。

　掲示板の画面に移動すると、組織員からの業務報告が一覧となって表示された。今、帝みかど野のグループの内外でどのようなトラブルが起きているかが一望できる。

　目立ったトラブルは、新製品の設計図を狙ねらう産業スパイの情報や、社内で発覚した横領未遂事件だ。敵は外部にいるとは限らない。内部にいるかもしれない。

　衣い楠くすはターゲット『Ｓ』、すなわち瀬せ利りの黒幕の手がかりとなりそうな情報を探したが、それらしきものは見つからなかった。

　確認を終えるとメールの画面に切り替えた。新着メールが一通あった。

　差出人の名は『Ｍｒ．Ｊ』、宛あて先さきは『Ｍｒ．Ｘ』となっている。

『Ｍｒ．Ｘ。キミに任務の依頼が来ている。戻り次第コンタクトをくれたまえ』

　簡素なメールだった。任務のためだけに働く彼らの間では、これが日常だ。

　Ｍｒ．Ｊは清せい流りゆう会かい本部のボスだ。組織が受けた依頼を総括し、各員に割り振っている。

　衣楠は、この男に関してある程度の素性を知っている。なぜなら衣楠が組織に入ったとき、仕事の指導をしてくれたのが彼だからだ。

　とはいえ衣楠が知っているのは、身長二メートル以上の大男であることと、低い声で話す寡黙な男であること程度だ。サングラスに隠された素顔も知らないし、ましてや本名など不明である。

　それでも互いに素性を知らせない組織内では、信頼のおける相手だった。

　Ｍｒ．Ｊにマスコミ対策の応援を頼もうか考えながら、衣楠はメッセンジャーを立ち上げた。Ｍｒ．Ｊもオンラインだ。キーボードを叩たたいてコンタクトを取った。

『Ｍｒ．Ｘだ。今戻った。依頼について確認したい』

　メッセージを送信すると、数秒後、返信があった。

『いいだろう、Ｍｒ．Ｘ。依頼内容は、帝野将しよう悟ご氏の監視だ』

　ピタ、とキーボード上の手が止まった。

　――将悟くんの監視……？　どういうことだ？

　戸惑いながら次のメッセージを送る。

『よくわからない。クライアントは誰だれだい？』

『帝野鹿か野の子こ社長だ。彼女は、将悟氏が妹を捜すことを阻止するよう希望している。依頼の詳細は鹿野子氏から直じき々じきに聞いてくれたまえ』

　衣楠は返信も忘れ、考え込んだ。

　将しよう悟ごはＤＮＡ鑑定をして、雅みやびが妹だという事実を鹿か野の子こに突きつけようとしている。

　鹿野子はそれを恐れ、こんな依頼をしてきたらしい……。

「バカな……。約束したんだぞ。将悟くんに協力すると……」

　だが社長である鹿野子の命令は絶対だ。将悟よりも間違いなく優先される事項だ。

『どうした、Ｍｒ．Ｘ？　何か不都合が生じるのかね？』

　衣い楠くすは大きく息を吐き、キーボードを打った。

『不都合はない。至急、鹿野子氏にコンタクトを取る』

『了解。任務の成功を祈る。Good Luck!』

　Ｍｒ．Ｊとの通信は切れた。

　衣楠はサングラスをかけ直し、椅い子すに深々と腰掛けながら天井を見上げた。

「鹿野子社長はボクに、将悟くんを裏切れというのか……？」

　しかしそれが命令なら、従わねばならない。

「ボクはＸ。この帝みかど野のグループを守るために存在する、名もなきＭｒ．Ｘだ……」

　衣楠の言葉は誰だれにも聞こえることなく、地下に存在する暗いブースの中にかき消えた。
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　ある日の昼休み、将悟は心こ乃の枝えや雅と一緒に生徒会室に向かった。

「天てん導どう会長、いるかな？」

　生徒会室の戸を開けると、生徒会長の天てん導どう愛ま菜なと副会長の国くに立たち凜りん香か、それに副書記の滋し賀がさんがいた。ちょうど昼食時で、みんなそれぞれの席に座ってお弁当を食べている。

「もうっ、将悟く～ん、お昼休みなのに忙しそうにしてたらダメなんだ～」

　生徒会長の席に座った愛菜が、手に持った箸はしで将悟を指しながらぷりぷり怒っている。

「え、忙しそうって？」

「ごはん食べたあとに動いちゃ体に悪いんだよ。食べたあとは、ごろ～んって横になって、デザートのミルクプリン食べなくちゃ～」

「牛さんになっちゃひそうです……」

　滋賀さんの言葉に、愛菜は箸をビシッと天に向けて突き上げた。

「そうっ！　お昼ごはんのあとは、みんなでお昼寝して牛さんになろ～っ!!　もぅ～!!」

　気合いのかけ声を入れて立ち上がると、愛菜の胸がぽよんと揺れる。

　滋賀さんがなぜか、じ～っと真剣な目つきで愛菜の胸を見ていた。

「う、牛さんですか？　やっぱり牛さんにならなひとダメでひょうか？」

「そうだよ、滋賀さん！　牛さんになっておやつ食べなきゃ、人は成長しないの！」

「は……はひっ！　わたし、ひっしょうけんめい牛さんになりますっ!!」

　……という二人の会話を聞きながら、将しよう悟ごは持ってきたアルバイトの申請書を愛ま菜なに手渡した。将悟と雅みやび、そして心こ乃の枝えの三人分だ。

「みんなでアルバイトするの～？」

「嵯さ峨が良らセンパイに頼んで、短期のバイトさせてもらうことになったんだ」

　箸はしを持つ手を止め、凜りん香かはちょっと呆あきれた顔で将悟を見た。

「また三人であのメイド服を着て『お兄ちゃ～ん』などと猫なで声を出すのですか？」

「いや俺おれはメイド服なんて着ないから……」

「申請があれば、アルバイトは構いません。ですがなぜ、みなさんそろって……」

　戸惑った顔の凜香の前で、雅が勢いよく拳こぶしを振り上げた。

「これは作戦なの！　あたしたちの行け行けハイグレード大作戦よっ!!」

「なになに～!?　なんの作戦～？　なんか面白そう～！」

　愛菜が目をキラキラさせながら身を乗り出した。

「すごいでしょ～。ハイグレードってのは『ＨＧ』の略でぇ、ヒトゲ……」

「み、みんなでお仕事して、ハイグレードに自分を磨こうって作戦なんです！」

　うっかりＤＮＡ鑑定のことを話しそうになる雅を、あわてて心乃枝がさえぎった。

　――雅、自分で作戦名とか言い出したくせに……。

　思わず、じとーっとした目を向けずにいられない将悟である。

　愛菜や凜香たちになら、鑑定のことを話しても大丈夫だと思う。けれど、わざわざ秘密を抱えさせる必要はない。これは将悟と雅と心乃枝、そして衣い楠くすの四人だけの作戦だ。

「みなさん、アルバひトなんて偉ひです～」

　滋し賀がさんが尊敬のまなざしを向けてきた。

「い、いや～それほどでも」

「わたしは、その作戦とやらに加われないのですね……」

　ぼそりと、聞き取れない声で凜香がつぶやいた。

「え、国くに立たちさん、なんて言ったの？」

「なんでもありませんわ！　……ま、どのようなアルバイトであれ、己を磨くとは素晴らしいことです。帝みかど野のセンパイ、決してサボったりせず仕事に精を出してくださいませ」

　ニッコリと笑って、また弁当を食べ始める凜香だった。



　そうして将悟たちは、さっそく嵯峨良芽め依いが経営するカフェ『りりかる☆しすたぁず』でアルバイトをすることになった。

「くぅおおおおぉぉ……。またも神かん凪なぎと鶴つる眞まがそろって『しすたぁず』になってくれるとは、生きててこれほど嬉うれしいことはないぞおおぉぉ。えぐっ、えぐうぅっ……」

　店内にある更衣室の前で、魔ま女じよっ娘こコスプレ姿の芽依が、ボロボロ涙を流しながら感涙にむせんでいた。

「せ、センパイ。何もそんな泣かなくても……」

「帝みかど野のにはこの感激がわからんのかっ!?　あの二人がネコ耳いもうとになってくれる奇跡など、二度と起こらんと絶望しとったのだ！」

「はぁ……」

「なんだ？　帝野だって鶴つる眞まや神かん凪なぎの『しすたぁず』姿が見られて喜んでるんだろ～。鼻の下伸びてるぞ、このっ、このぉ～」

　ニヤニヤ笑いながら、芽め依いは指先で将しよう悟ごの胸をつんつんと突っついた。

　――うむむ……。心こ乃の枝えと雅みやびのメイド姿か……。

　将悟の頭に、彼女たちのネコ耳メイド姿が思い浮かんだ。

『将悟お兄ちゃん。心乃枝がオムライス食べさせてあげるにゃん』

『もう将しよう兄にぃってばぁ。あたしの肉球ふにふにしちゃダメなんだにゃぁ』

　ハッ……として、将悟は頭を振りながら妄想を追い払った。

　――いかんいかん。俺おれたちはそんな目的じゃないんだ。

「何言ってるんですか、鼻の下なんか伸ばしませんよ。これはハイグレード大作戦なんです。己を磨くためです！」

「ほほ～ぉ？　己を磨く、なぁ」

「と、とにかく俺もバリバリ働きますから！」

　将悟はウェイター服の蝶ちようネクタイを整えながら、ビシッと背筋を伸ばした。

「覚悟しろよ、帝野。ビシバシこき使うからな～。ふふふふ～」

「遠慮はいりませんって。……ところで俺、男だから『おとうと』になるのかな？　執事カフェみたいに『お帰りなさいませ、お姉さま』って感じかな。なんか照れくさいな～」

「心配無用だぞ、帝野。お前が洗う皿は無限にあるからな！」

「やっぱ皿洗いですか。そうっすか……」

　たちまち背筋を丸め、しょんぼりうなだれる将悟である。

　カチャッと鍵かぎを開ける音が聞こえ、更衣室の戸がゆっくりと開いた。

「お、雅も心乃枝も着替え終わったか……って」

　二人の姿を見た瞬間、将悟はピシイイィッと全身が固まった。

　心乃枝と雅が着ているのは、バニーガールが着るようなオレンジのボディスーツ。しかも網タイツはなく、素足がむき出しだ。

「こ……このコスチューム……」

　心乃枝が頭につけたネコ耳を揺らしながら、両腕で胸や太ももを覆い、モジモジと腰をくねらせている。

「着ないと、ダメなんでしょうか……？」

　雅みやびは恥ずかしそうに背を向けて、両手でふっくらしたおしりを必死に隠していた。

　二人の腰からネコのしっぽが生えて、クネクネと波打っている。

　それだけじゃない。

　胸元の切れ込みの間からはくっきりと谷間が見え、何より刺激的なのは……ウエストから股こ間かんにかけて伸びる、突き刺さりそうなほど鋭い超鋭角なＶ字ライン！

「って、なんですかっ、この服はっ!?」

「驚いたか帝みかど野の！　これぞバニーガールならぬ、にゃんにゃんガール！　このスーパーコスチュームで、今こそ『りりかる☆しすたぁず』が世界に羽ばたくのだっ!!」

　芽め依いは自信満々に両腕を広げて宣言した。

「はぅ……く、食い込んでるよぉ……」

「こ、これ、おしりほとんど見えちゃってますぅ……」

　……芽依の後ろで、雅みやびも心こ乃の枝えも真まっ赤かな顔で涙目になって、へなへなと床にへたり込んでいた。

「っていうかセンパイ！　高校生にこんなの着せたら営業停止になりますから！」

　むぅ、と芽依は不満そうに口をとがらせた。

「なんで怒るんだ。言っとったじゃないか。『ハイレグ大作戦』なんだろ？」

「「「ハイレグじゃなーいっっ!!」」」



    

  
    
      



    

  
    
      　将しよう悟ごと心こ乃の枝えと雅みやびが一斉にツッコんだ。



「……ったく、一時はどうなるかと思ったぜ」

　深々とため息をつきながら、将悟たちは帰りの夜道を歩いていた。

「嵯さ峨が良らセンパイ、相変わらずですね」

　あはは、と心乃枝が苦笑いを浮かべる。

「もぅ……。将悟ってば、あんな服のこと忘れなさいよね」

　雅はまだ恥ずかしそうに赤くほおを染め、将悟を横目で睨にらんでいる。

　結局二人とも普通のメイド服に着替え直し、今日一日のアルバイトを終えたのだ。

「まぁがんばろうぜ。雅、二人のバイト代を合わせれば、すぐにお金も貯まるって」

「十万円だよね。一ヶ月あれば、貯められるかな」

「放課後のバイトだし、もう少しかかるかもな……」

「あたし、水泳部もあるから毎日バイトできないし……」

「少しずつ貯めよう。……にしても、心乃枝まで一緒に働いてくれることないのに」

「わたしだけ作戦の仲間はずれなんて寂しいです」

「でもさ……」

「わたし、お金を出すなんて言ってませんよ？　自分の貯金のため。――でも、もし何かの用で必要になったときは、遠慮なく相談してくださいね」

「心乃枝……ありがとう。もし……もしも本当に困ったら、心乃枝に協力を頼むかもしれない。……いいかな？」

「はい！」

　心乃枝が笑顔でうなずいた、そのとき……。

「ねぇ鶴つる眞まさん。あたしのことより、自分はどうなの？」

　雅が少し不機嫌そうに言った。

「え……。自分のことって……」

「将悟に告白されたのに、どうして付き合わないのよ」

　どこか責める口調で心乃枝に詰め寄った。

　将悟は文化祭で心乃枝に告白した。全校生徒の前での派手な告白だ。

　だけど二人は、まだ恋人になっていない。振られたわけでもない。返事を保留してもらっている状態だ。

「わたしは昔、将悟さんの大切な記憶を失わせてしまったんです。わたしの代わりに自動車に跳ねられて……。なのにわたしが、恋人だなんて名乗っていいんでしょうか？」

「そんな十年も前のことをクヨクヨしてたってしょうがないでしょ？　とっとと忘れて、先へ進まなきゃ！」

　言われて、心こ乃の枝えはかわいそうなくらい縮こまってしまう。

　……が、将しよう悟ごも本心では同感だった。

　いつまでも昔のことを引きずらないでほしい。過去に捕らわれないでほしい。

　けれど、心乃枝だって好き好んで罪悪感を抱いているわけじゃない。消そうとしても消せない心の傷は、自分ではどうしようもない。

「雅みやびには雅の事情があるように、心乃枝には心乃枝の事情があるんだよ」

「む～。そうかもしんないけどさぁ……」

　心乃枝がしょんぼりした声で、雅にペコリと頭を下げた。

「わたし、出しゃばりでしたよね。勝手に神かん凪なぎさんのお手伝いするなんて……」

「あーもう、そうじゃなくってぇ！」

　言いたいことが伝わらないのか、雅はちょっとイライラした様子で頭をかきむしる。

「あたしのことより、自分のことを気にしてって言いたいの！　もっと、堂々と恋人になれるよう、がんばって！」

「が、がんばる……ですか？」

「そう！　そんな罪悪感に負けないように、楽しい思い出をたくさん作ればいいのよ！　将悟もよ！　あたしのこと気にかけてばかりいないで、鶴つる眞まさんを心配しなきゃ！」

　まるでお説教みたいに言われて、将悟と心乃枝は思わず顔を見合わせた。

「雅の言うとおりだな。――俺おれ、約束したんだ。心乃枝が罪悪感を抱かなくて済むように、失った過去を取り戻そうってさ。どうすればいいのか、まだ方法は見つからないけど……少しでも前に進めるよう、努力しないとな」

「わたしも、もっと前向きにならないとダメですよね。将悟さんを待ってばかりじゃなくて、自分から、罪悪感なんて吹き飛ばせるように」

　二人の言葉を聞いて、雅はようやく納得したようにうなずき、腰に手を当てた。

「わかればいいのよ、わかれば」

　これも一つの戦いだ、と将悟は感じた。

　雅を認めさせることが母との戦いなら、心乃枝と恋人になることは、過去との戦いだ。

　傷ついた過去を乗り越え、新しい二人として前に進むために避けられない戦いなのだ。

「よし、じゃあこれから、心乃枝も雅も一緒にがんばろうぜ！」

　将悟は再び歩き出そうとした。

「将悟くん」

　呼び止めるような声が背後から聞こえた。

　街頭の下に深み流りゆう院いん学園の男子制服を着た人物が立っている。

　今回の作戦のもう一人の仲間である、衣い楠くすだ。将悟は彼女のそばに駆け寄った。

「衣楠！　例の作戦なんだけどさ、まだ時間がかかりそうなんだ。今日からバイト始めたところで、お金が貯まったら必ず実行するから、少し待ってて……」

「そのアルバイトだが、即刻中止してもらえるかな」

「……どうしてだよ？　例の作戦にはお金がいるだろ」

「お金は必要ない。作戦は実行しなくていい」

「言ってる意味がわからないぞ。これは母さんに雅みやびのことを認めてもらうために……」

「その鹿か野の子こ氏から、直じき々じきに命を受けたんだ」

　その瞬間、無表情だった衣い楠くすの顔に、わずかに苦渋の色が浮かんだ。

「母さんが……？　どんな命令をされたんだよ？」

「本日、鹿野子氏に直接会って意向を確認した。――将しよう悟ごくん。ボクはこれから、キミを監視しなければならない」

　衣楠はまるで敵を見るような視線を向けた。

「今後、一切の妹捜しの活動を停止してもらうためにね！」

「な……なんだって……？　それじゃ雅はどうなるんだ……」

「将悟くんに妹はいない。――それが、キミが取るべき答えだ!!」



    

  
    
      ２章　ホリデーを奪え！　妹の誘惑大作戦!?





　ピピピピピ……と目覚ましが鳴っている。将悟はぼんやりした頭で手を伸ばし、枕まくら元もとの目覚まし時計を止めた。

「んん……ん……」

　少し冷たい朝の空気が漂っていた。もうすっかり秋だ。

　体を起こして生ぬるい毛布を剥はぐと、暖かい夢の心地も消えてしまう。

　目覚めながら、将悟はぼんやりと考えごとをした。

「過去を取り戻す、か……」

　失われた過去の記憶は、どこにあるんだろう。

　ベッドから出て机の引き出しを開けると、一枚の写真がしまってある。色のあせかけた写真だ。遠くに観覧車の見える遊園地の光景で、広場に立った二人の子供が写っている。白いシャツの子供服を着た、幼い少年と少女。

　女の子はカメラに背を向け、男の子のほおにキスをしている。

　深み流りゆう院いん学園で心こ乃の枝えと再会したばかりのころ、彼女から送られた写真だ。

　写真を手に取り、裏返してみた。

　そこには父の筆跡で、当時の日付に加え、『根ね古こ屋やファンタジックパークにて』と書かれている。

　少年は将しよう悟ごで、少女は心乃枝。十年ほど前、熊くま五ご郎ろうに連れられて遊びに行った遊園地での一コマだ。

　そしてその日の帰り道――将悟は事故に遭い、記憶を失った。

　――あの日なくしたものを、取り戻さなきゃ。

　将悟はしばらく写真を眺め、再び引き出しの中に戻した。

「ふあ、ぁ……。しかし、まだ眠いなぁ……」

　あくびをしながら卓上に置かれた時計を見ると、もう八時半だ。

　始めたばかりの、芽め依いのカフェでのアルバイト。夜に帰宅したあとも溜たまっていた宿題を片付けていて、寝たのは深夜すぎだ。

　今日は土曜日。学校も休みだし、一日ゆっくりと休んでいられる……と言いたいところだけど、そうも行かない。

「休日こそ、バイトして稼がないと」

　一日も早くＤＮＡ鑑定に必要なお金を貯めて、雅みやびのことを母に認めさせたい。

　さっそく服に着替え、顔を洗い、トーストをかじりながら朝の準備を整える。

　準備が終わると、時間もちょうど九時になった。そろそろ出かける時間だ。

「よし、今日も張り切って働くか！」

　気合いの声と共に、玄関の扉を開けて外に出た。

「やぁ将悟くん。勇ましいビジネスマンの顔をしているね」

　……アパートの前の道ばたに立って、衣い楠くすが白い歯をキラリと輝かせていた。

　休日だというのに男子制服を着て、ずっと家の前で待っていたらしい。

「……朝から何をやってんだ」

「将悟くんこそ、こんな時間からどこに行くつもりだい？」

「もちろん嵯さ峨が良らセンパイのカフェでアルバイトだ」

「ボクの言葉は聞かなかったのかい？　将悟くんには、妹捜しの活動を中止してもらいたい。アルバイトも辞めてくれたまえ」

「辞めてくれって、そんなことできるかよ！　今月いっぱい働くって言ってるんだぞ」

　すると衣楠は、諭すように将悟の手を取った。

「将悟くん。ボクはキミを労働地獄から救いたいのだよ。いいかい？　現在のビジネスマンは日々の過労に疲弊している。サービス残業に休日出勤、寝る間も惜しんで働いたあげく、夏のボーナスは減額だ。このようなことが許されるはずがない。よく聞きたまえ。今や個人が二十四時間滅私奉公する時代は終わったんだ。アフターファイブはカルチャースクールで自己研磨し、ホリデーは休息とレジャーで心身ともにリフレッシュしてこそ現代人にふさわしい生き方なのさ」

「……どこでそんなセリフ覚えたんだよ」

「昨夜のビジネスニュース『エコノミッカー』で言っていた。世界経済の動向を把握するのに非常にためになる番組だから、将しよう悟ごくんも忘れずに視聴してくれたまえ」

　ペシッ、と将悟は握られた手を払いのけた。

「ていうか俺おれ、ビジネスマンじゃないし！　バイトだし！　そんな過労してないから！」

「にしては、眠そうな顔をしているね」

「う……。ね、眠くなんかないぜ」

　将悟はほおをパンと叩たたき、顔をキリリとさせた。世界を駆けるスーパービジネスマンにも負けない引き締まった表情だ。

「さぁ～て、今日はバリバリ働くぞぉ！」

　意気揚々と歩き出し、衣い楠くすの脇わきを通り抜けようとする。

「待ちたまえ」

　彼女は引き留めるように将悟の腕をつかんだ。

「離せってば！　いくら母さんに言われたってな、鑑定を止める気はないぞ！　あんな一方的な命令、納得できるか!!」

「……考え直す余地はないのかい？」

「ない」

　きっぱり言うと、衣楠はつかんでいた腕を緩め、しばらく考え込んだ。

「ならば将悟くん！　ボクとデートしよう！」

　突然、衣楠は将悟の腕にガバッと抱きついた。

「はぁ!?　なんだよ、いきなり!!」

「こんな秋晴れの休日に労働などもったいない！　ボクが一日キミとデートして、二人で学生生活をエンジョイするんだ！　それこそ現在のビジネスマンらしいスマートな生き方ではないか！」

「だからビジネスマンじゃないって!!」

　腕を振り払っても離れない。さすが、正体は特殊部隊員。細い体なのに相当な力だ。

「いやぁ～っ！」

　と、道の先から女の子の黄色い悲鳴が聞こえた。

「見てみて、男の子どうしよね、あれ！」

「あの抱きついてる男の子、かわいい～っ。あれなら男どうしでもアリ！」

　通りかかった二人の女の子たちが、顔を真まっ赤かにしながらきゃーきゃー騒いでる。

「衣い楠くすっ、離れてくれって！　見られてるから!!」

「なぜだい？　男女が密着することのどこが恥ずかしいのかな？」

「男女に見えないからっ！　いろいろ誤解されるからっ!!」

「ふむ……」

　と、急に衣楠は離れて、あごに手を当てて考え込んだ。

「なるほど、将しよう悟ごくんがボクとのデートを拒む理由はそれなのか」

「はい？」

「これは盲点だった。すまない、将悟くん。少し待っていてくれたまえ。キミが望むデートを実現できるよう、惜しまぬ努力をしよう」

　シュタッと敬礼のように手先を額ひたいに当て、衣楠は将悟の前から駆け去った。

「な、なんだ、あいつ……？」

　女の子たちが赤い顔でジロジロ見ながら通り過ぎていく。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、地面のアスファルトを蹴けりつける不機嫌そうな音がした。

　アパートの前に宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なが立ってジロリと睨にらんでいる。玄関から出てきたらしい。

「なんなの、朝から騒々しい！　わたくしを寝不足で憔しよう悴すいさせるつもり!?」

　人形のように美しい少女の口から、とても似合わない怒声が飛び出した。

「悪い、そんなに騒がしかった？　ていうか九時だし、起きたほうがいいと思うけど」

「よけいなお世話。『エコノミッカー』を最後まで見てたから眠くてしょうがないの。勉強もせず寝てばかりの帝みかど野の将悟には縁のない話でしょうけど」

「お、俺おれだって宿題やってたし……。にしても柚璃奈もビジネスニュースか。みんな勉強熱心だな」

「番組のおかげで目覚めさせられたわ。自分がいかに世の中を理解していなかったか」

「そんなすごい番組だったのかよ」

「えぇ。世の中は金よ、金、金っ!!　金さえあれば世界の支配者になれる！　株よ、為替よっ！　売り！　買い！　デイトレを制するものが世界の頂点に立つんだわ!!」

「あ、あの～、柚璃奈さん？　なんか騙だまされてない？」

「さっそくデイトレ用のＰＣを購入しなければ。世界の頂点に立つのだから、世界最速のスーパーコンピューターが必要ね。貯金を全額ぶち込めば足りるかしら……」

　なぜ同じ番組を見てこんなに違う結論に達するのか、不思議でならない将悟である。

「ところで柚璃奈は、もう体の調子はいいのか？」

　柚璃奈は長いこと、心の中に二つの魂を抱えて生きていた。けれども虚構の演技に捕らわれていた魂は長い芝居から目覚め、魂は一つに統合されたのだ。

　そんな状態だから、まだ少し、彼女の体が心配だった。

「……そうね。日ごとに、この体が自分のものだって思いが強くなる。生まれて、子役女優となって、今にいたる自分の人生がわたくし自身のものだったと、心の底から実感できるわ。檀だん埜の那な百ゆ合りの魂と統合されたなんて、不思議なものね」

「よかった。うまくいってるんだな」

　柚ゆず璃り奈なはちょっと鼻白んだ目を向けた。

「よけいなお世話。そんなことより、『ふうちゃん』の正体は突き止めたの？　今のわたくしに関心があるのは、彼女は何者だったのかということだけよ」

　柚璃奈は幼いころ、熊くま五ご郎ろうの別荘に住んでいた少女と出会っている。

『ふうちゃん』と名乗った、正体不明の少女。柚璃奈は長い間、謎なぞの少女の記憶に魂を侵食されながら生きてきたのだ。

「忘れてるわけじゃないよ。でも『ふうちゃん』が誰だれか知るためには、まず父さんの過去を調べるしかないと思うんだ」

「で、調べは進んでるのかしら？」

「それが、今ちょっと母さんと……ケンカみたいになっててさ。父さんの過去なんて聞ける状態じゃなくて……」

「ケンカぁ？　バイトがどうとか騒いでたわけね。仕送りを絶たれたんでしょ」

「ま、まぁそんなとこかな」

　すると柚璃奈は、何か思いついたように口の端を曲げてニヤッと笑った。またロクでもないことを考えたような笑みだ。

「なら任せなさい。労働などせずとも、好きなだけお金を儲もうけさせてあげる」

「本当か？　どうするんだよ？」

「あなたの全財産をわたくしに預けるの。一週間で十倍に増やしてあげる。ふふふ、デイトレの練習には最適だわ！」

「……絶対預けないから」

　どう考えてもスッカラカンにされるとしか思えない将しよう悟ごだった。
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「お帰りなさい！　お兄ちゃん!!」

　カフェの入り口で、客を出迎える来くる実みの声が響く。

　心こ乃の枝えや雅みやびもエプロンつきの制服を着てトレイを持ち、注文を取ったりテーブルに料理やドリンクを運んだり、忙しそうに立ち働いている。

　土曜日のお昼過ぎ、店内は八割ほどの席が埋まっていた。それなりに盛況で、厨ちゆう房ぼうに立つ将悟の横にも、次々に下げられた食器が積まれていく。

「なんのバイトかと思って見に来れば、皿洗いとはね。お似合いだわ」

　食器返却棚の向こうから覗のぞきこみ、柚ゆず璃り奈ながニヤニヤと嫌みったらしく笑っている。

「そんなとこに立ってないで席に座ってくれよ」

「あら、それが客に対する態度？」

「お客さま。お席について、ごゆっくりご飲食ください」

　からかって満足したのか、柚璃奈は上機嫌そうに鼻歌を歌いながら自分の席に戻る。

　皿洗いを続けていると、厨ちゆう房ぼうに芽め依いが入ってきた。カフェでも相変わらずの魔ま女じよっ娘こコスプレ服だ。

「どうだ～、帝みかど野の。ビシバシこき使われとるか？」

「そういえばセンパイ。そのコスプレ服ってちゃんと洗濯してるんですか？」

「なっ!?　失礼だなっ！　洗ってるに決まってるだろ」

「だっていつも同じの着てるから……」

「ふふふ、聞いて驚け。このコスプレ衣装はな、同じに見えて実は型紙レベルから異なる十六種類ものバリエーション設定があるのだぞ！　違いが見抜けるか!?」

　どうでもいい設定に、ツッコむ気にもなれない将しよう悟ごである。

「しかし帝野。本当になんでバイトする気になったのだ？　鶴つる眞まや神かん凪なぎも一緒に。そりゃウチは歓迎だけどな」

「まぁその、急にお金が必要になったんです」

「ふ～む……」

　芽依は何やら怪しむような目で、じーっと将悟を見つめた。

「な、なんです？　俺おれの説明、納得いきませんか？」

　次に芽依は、テーブル席で注文を取っている心こ乃の枝えを見つめた。

「そうか……。もう、そこまで進んでるのだな」

　芽依はポンと将悟の肩を叩たたいた。

「あの、センパイ？　何を言ってるんです？」

「それでだ。鶴眞は今、何ヶ月なのだ？」

「な……何ヶ月？　何が……？」

「すっとぼけるんじゃないぞ、このこのぉ。出産費用を貯めてるんだろ？」

　将悟は洗っていた皿を取り落としそうになった。

「違いますってば!!」

　将悟の叫びが聞こえたのか、心乃枝がこっちを見ながら目をパチクリさせている。

　お客さんが来たらしく、カランカランと店の扉の鐘が鳴り響いた。

「お帰りなさい、おね……うわぁ！　きれいなお姉さま!!」

　来くる実みの声が聞こえ、思わず入り口のほうを見た。

　目をキラキラ輝かせる来実に案内されて、一人の少女が店内に入ってくる。

　周囲の客たちも、みんな呆ぼう然ぜんとして目を奪われていた。

　すらりと細身な一人の少女だった。

　バレリーナのように優雅な純白のメイド服を着て、頭には白バラの髪飾りをつけている。ハイヒールの下には膝ひざ上うえまでのニーソックスを履いて、フリフリと波打つスカートとの間には、細身の太ももがまぶしく顔を覗のぞかせている。

　腰まで伸ばした長い黒髪が、風のように揺れていた。引き締まった表情は凜り々りしく、高貴な貴婦人と呼ぶにふさわしい。

　まるで美人画に描かれた麗しき少女が、そのまま現実に飛び出してきたかのようだ。

　将しよう悟ごは少女を見つめながら、ピクピクと口元を震わせた。

「ていうか……い、衣い楠くすっ!?　なんだ、あの格好は……!?」

　思わず厨ちゆう房ぼうから飛び出し、すっかり様変わりした衣楠を見つめた。

　すると衣楠も気づいて振り返り、パァッと顔に笑顔を浮かべた。

「将悟くん、そこにいたのか!!」

　将悟の前に駆け寄り、サッと両手を取って握りしめる。

「なな、何しに来たんだよ……」

　つい心臓が高鳴るほどドギマギしながら、将悟は聞いた。

「もちろんデートの誘いに来たのさ！　どうだい!?　キミに言われたとおり、女の子の格好をしてきたよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなこと言ってねーって！　今仕事中だから！」

「映画かい？　それともショッピングかな？　二人で休日のレジャーを楽しもう！」

「俺おれの話を聞けってば！」

　騒ぎを聞いて、芽め依いが何事かと駆けつけた。

「こらこらこら、どうしたのだ二人とも。騒がしいぞ」

「申し訳ないが、将しよう悟ごくんは今からボクとデートしなければならない。今日の仕事は引き上げさせてくれたまえ」

「なっ、なんだとっ!?」

　突然言われて、芽依は目を白黒させた。

「さては引き抜きかっ!?　当店の従業員を引き抜くとは営業妨害だぞっ！」

　衣い楠くすの前に立ちはだかり、キッと視線を突きつける。さすがはオーナーの迫力だ。

「営業妨害？　ボクにそのような意図はない」

「意図もハトもないわっ。営業妨害したら訴えるからな」

「ならば営業妨害ではなく、営業を助ければいいのだね？」

「助けるだと？　どーするつもりだ？」

「オーナー、将悟くんの代わりにボクを雇ってくれたまえ。カフェのため、身を粉にして働こう」

　芽依は挑戦者を見るようにニヤッと笑った。

「ほほぅ、言うじゃないか。だが『しすたぁず』としてやっていけるのか？　言いたくはないが、当店は超一流のおもてなしを実践してるからな。求められる作法に厳しいノルマ。基準についてこられない者は情け容赦なく切り捨てられる。それが華やかな業界の裏に隠された焼肉定食の世界だぞ」

「弱肉強食、って言いたいんですよね」

　という将悟のツッコミは見事に無視された。

「ボクもこのようなカフェの知識は得ている。その目で資質を判断してくれたまえ」

　衣楠は近くの棚に置かれていたトレイを手に取ると、サッと華麗に身をひるがえし、テーブル席のほうに戻っていく。

「な、何する気だろ。大丈夫かなぁ……」

　将悟は内心ハラハラしながら、衣楠の背を目で追った。

　衣楠はスカートをふわふわ揺らしながら、優雅な足取りで歩いていく。

　窓際のテーブル席で『サルでもわかる株式入門』という本を読んでいた柚ゆず璃り奈なが、顔も上げずに指先をパチンと鳴らした。

　すぐさま気づき、衣楠は柚璃奈の横に立ってうやうやしくおじぎをした。

「お姉さまがボクを指名してくれるとは、なんという運命のいたずらだろう。お姉さまの魅力がボクを蜘く蛛もの糸のように捕らえて絡みつかせる。だがお姉さまに奉仕できるのなら、たとえこの命が散っても構わない。あぁ月も星も太陽も、すべては麗しき魅力の虜とりこなのさ。世界の万物が貴女あなたの言葉を待ち望んでいる。さぁ、そのメニューを開き、望みを伝えてくれたまえ」

　はぁ……？　という顔で、柚ゆず璃り奈なは衣い楠くすのほうを見た。

「だ、ダージリンをちょうだい。ホットのレモンで。それとチーズケーキの五百円セットを頼むわ」

「あぁ……」

　衣楠は感激したように恍こう惚こつと顔を上げ、軽やかにくるりと一まわりした。

「なんという美しきセイレーンの歌声。その柔らかな唇に触れたレモンの甘酸っぱい香りそのものだ。しかもセット価格で濃厚なチーズケーキまで所望するとは、お姉さまはかぐや姫にも勝るわがまま者なのか！　でもボクはそんなお姉さまの奴隷さ。ほら、見てごらん。お姉さまの授けてくれたワンコインが星ほし屑くずの金貨のように輝いている」

「……一万円札しか持ってないのだけど」

　ガシッ、と衣楠は柚璃奈の両手を握った。

「ボクは今からお姉さまの希望を叶かなえるため旅に出よう。別れは辛つらいがどうか待っていてくれたまえ。必ずやお姉さまの望む至高の宝を得て帰ってくるだろう。どんなに辛い旅路も、貴女の愛を得るためなら耐えられる。願わくば、どうかお姉さまを慕い続ける愚かなボクがいたことを、記憶の片隅にとどめてほしい」

「そ、そりゃ注文は忘れないわよ」

「キミの笑顔に、乾杯」

　衣楠は白い歯を輝かせ、ニコッと笑った。

　ポッ……と、柚璃奈が柄にもなくほおをほんのり赤く染める。

　――柚璃奈、ああいうのが好みなのか？

　ついジトッと見てしまう将しよう悟ごである。

　注文を取り終えた衣楠は、指先でトレイをくるくる回転させながら軽やかな足取りで厨ちゆう房ぼうの前に戻ってきた。

「三番テーブル、ダージリンのホットレモンティーとチーズケーキのセットだ。至急用意してくれたまえ」

　注文を伝え終わると、衣楠は芽め依いのほうに振り返った。

「どうだったかな？　『エコノミッカー』のメイドカフェ特集を見よう見まねで実践したから多少の不備はあるかもしれないが、ツボは押さえていたと思う」

　……どんな特集だったんだか、ぜひ見てみたい将悟である。

　芽め依いは腕を組んで唇を真横に結び、むぅっと渋い顔をしていた。

　――やっぱセンパイ、怒ったかな。カフェを舐なめるなとか怒られそうだ……。

　将しよう悟ごは両手を合わせ、ペコッと頭を下げた。

「センパイ！　悪気があるんじゃないんです！　衣い楠くすも案外世間知らずなところあるし、大目に見てやってください！」

　芽依はメガネをキラリと反射させて衣楠に鋭い視線を向け、ビシッと親指を突き立てた。

「採　用　決　定　!!」

「いいんですか!?　あんなんで!?」

「むぅ、しかし困った。当店もそう何人も人を雇う余裕はないぞ……」

　言いながら芽依は、冷たい目で将悟を見た。

「帝みかど野の。代わりにクビだ」

「は……はあああああぁっ!?　そ、そんなっ!!」

「……冗談だぞ。店内で大声を出すなっ」

「せ、センパイこそ驚かさないでくださいよっ」

　芽依はあらためて衣楠のほうに向き直った。

「いいかな、水みず谷たに。帝野はこれでも役に立つことはあるのだぞ。皿洗いだけでなく、カフェの準備には力仕事も必要だ。雇った以上、理由もなく辞められては困るのだ。帝野を辞めさせるという理由で水谷を採用することは、残念だができんぞ」

　うーむ……と衣楠は眉み間けんにしわを寄せて悩める顔になった。

「営業妨害で訴えられては、帝野グループの名に傷をつけてしまう……。やむを得ない。別の方策を考えよう」

　衣楠は背を向け、カフェの扉に向かってスタスタと歩き出す。

　苛いら立だちを隠せない早足が、純白のメイド服とミスマッチだった。



「はぁ。なんか疲れる一日だった……」

　やっとアルバイトから帰った将悟は、すっかりくたびれた声を出した。いつもの倍は疲れた気分だ。一日充実して忙しく働いたから……じゃない気がするのはなんでだろう。

「まぁいいや。早く風ふ呂ろ入って寝よ」

　将悟がリビングの明かりをつけると同時に、ベッドのほうから声がした。

「どうしたんだい、将悟くん。商談にことごとく失敗して疲弊したビジネスマンみたいな顔をしているよ」

「って、なんで衣楠がいるんだよっ!?」

　将悟のベッドに衣楠が寝そべって、ストローで優雅に栄養ドリンクを飲んでいる。しかも昼間と同じ、純白のメイド服姿だ。

　衣い楠くすは体を起こし、栄養ドリンクの小こ瓶びんをビシッと突き出した。

「将しよう悟ごくんもどうだい？　これぞ新世代滋養強壮ドリンク、ビジネスメンＥＸ！　これさえ飲めば朝だろうと夜だろうと頭はスッキリ気力は充実、ワールドワイドにバトルロイヤルを繰り広げるビジネスマン必携の一本だ！　二十四時間バトられますか!?」

「バトりたくねーよ！　休みたいんだよ！　なんで衣楠がいるんだってば!?」

「もちろん将悟くんが妹捜しをしないよう、監視しているのさ」

「だからって、勝手に人の部屋に入るなっ」

　衣楠はメイド服の裾すそから鍵かぎを取り出して掲げた。

「ちゃんと合い鍵を作ったから安心したまえ」

「安心しねぇ！　むしろよけい不安だ!!　無断で合い鍵を作るとか犯罪だろっ!?」

「心配無用。鹿か野の子こ氏の許可は取ってある」

「母さんかよ……。くそっ」

　将悟は舌打ちしながら床にへたり込んだ。

　衣楠はベッドから立って将悟の前に歩き、じっと見下ろした。

「な……なんだよ」

　純白メイドな衣楠が胸の前で両手に拳こぶしを作り、くいっ、と腰をくねらせた。

「ご主人さま、この衣楠がぁ、ご奉仕しちゃう……にゃんっ！」

「なっ、な、な……っ!?」

　将悟は尻しりを引きずりながら後ずさりした。

　――か、かわいい……!?　今、一瞬、かわいかった!?

「ふむ。やはり将悟くんはこういうのが好きなのだね。好みがわかってきたよ」

「ここっ、好みじゃねえっ！」

「顔が真まっ赤かじゃないか。これからつきっきりでご奉仕してあげるから喜びたまえ」

「喜ばねぇっ！　勝手にしろっ!!」

　将悟はぷんすかと立ち上がり、服も着替えないままベッドに倒れ込んだ。

「俺おれは寝る！　もう寝る！　相手しないからっ！」

　かけ布団ぶとんを頭までバサッとかぶり、目を閉じて体を縮こまらせた。

　衣楠が何か言っても答えず、耳をふさいだ。

　横になっていると、疲れのせいか睡魔が押し寄せる。

　頭がぼーっとしてきた。ベッドがふわふわ揺れている気がした。

「将悟くん」

　ぼんやり眠い頭に衣楠の呼び声が響く。

　――夢でまで監視しやがって。無視だ、無視……。

　将悟は目を閉じたまま寝返りを打った。

「将しよう悟ごくん」

　うるさいなぁ、と夢うつつに思いながら、将悟はぼんやりと目を開けた。

　すぐ隣に衣い楠くすの顔があった。

　添い寝するみたいに布団ふとんに潜り込んで、じーっと将悟を見ている。

　寝かかっていた将悟の頭がパッチリと目覚めた。

「なななっ、な、なんだっ!?　衣楠、何してるんだよっ!?」

　ガバッと体を起こそうとした将悟の体を、衣楠が両腕で押さえる。

「もちろん監視だ。将悟くんが妹捜しをしないようにね」

「ベッドの中でするわけないだろっ!?」

　すると衣楠はフッと笑った。

「甘いな。そんな言葉でボクをごまかせると思うのかい？」

「ごまかすって、何を」

「男性は夜な夜なベッドの中で、一人で生命の元となる物質を排出するそうではないか」

「せ……生命の元!?」

「当然遺伝子情報も含まれているだろう。ＤＮＡ鑑定のサンプルには最適だ」

　衣楠は将悟の両腕をつかみ、ぐいっとのしかかってきた。毛布の中で彼女の髪が乱れ、将悟の顔や首筋に触れてくすぐったい。

「なっ、何するんだよっ」

「将悟くんが生命の元を排出しないよう、行動を束縛しなければ」

　衣楠は全身を密着させ、将悟の体を足で挟んだ。

　メイド服のスカートから伸びる華きや奢しやな両足が、がっちりと腰にはまって離れない。

　抜け出そうともがくうち、彼女の太ももが股またの間に入り込んで押さえつけた。

「は、排出って、意味わかってんのか!?　こ、こんな状態じゃ、むしろ排出しそうなんですけど……」

「なんだと……。これほど拘束しても、なお排出しようというのか。生命の神秘とはそれほど強力な行為なのだね……」

　衣楠は目を細めて考えた。

「そういえば書物で読んだことがある。男性の排出行為はいちじるしく体力を消耗し、一晩で限られた回数しか実行し得ないのだと」

「どんな書物を読んだんだよ。間違ってないけど……」

「よし！　将悟くん、今ここで排出してくれたまえ！　キミがサンプルを入手しないうちに、排出された物質を取り去ってしまえばいいんだ！」

「いやいやいや、そんなことできるかぁっ!!」

「一人ではできないのなら、ボクが手伝おう。将悟くんの排出にご奉仕しようじゃないか！　さぁどうすればいい!?　どこから生命の元が排出されるんだ!?」

　衣い楠くすは両足を絡みつかせたまま、両手を服の中に入れて将しよう悟ごの体をまさぐった。

「ここかい？　それともここか？　案外、こんな場所から排出するのかい!?」

「うあああああっ、や、やめてくれっ、お、襲われるうううううっ!!」



　十数分後、将悟はベッドの端に腰掛け、ぐったりとうなだれていた。

　正面に立った衣楠は、相変わらずメイド服姿のまま不満そうな顔をしている。

「襲われるとは失敬だな。ボクはご奉仕してあげようと思ったのに」

「た、頼むからご奉仕とか言わないで……」

「将悟くんがそれほどまでに隠したがるとは、生命の神秘とはまさに、安易に触れてはならない神の領域なのか……」

「と、とにかくベッドの中でサンプル採取とかしないから……。したくないし」

　はぁ……、と将悟はため息をついた。

　こんなんじゃＤＮＡ鑑定どころか、身を休める暇すらない。

「なぁ、ずっと俺おれを監視し続けるつもりなのか？」

「ボクには任務がある。このまま将悟くんのＤＮＡ鑑定を認めさせるわけにはいかない」

「俺たちの作戦に反対なのか？　協力してくれるって言ってたじゃないか」

「……反対などしてないさ」

　つぶやくように、衣楠は本音を漏らした。

「けれど鹿か野の子こ氏は中止を望んでいる。ボクはその鹿野子氏から直じかに命を受けたんだ」

「そりゃ社長の命令となったら、逆らえないんだろうけど……」

　将悟も悩んだ。

　母に雅みやびが妹であることを認めさせたい。かといって、このままでは衣楠と敵同士になってしまう。

　ＤＮＡ鑑定の事実は、万一にもゴシップ系のマスコミに知られてはならない。それを防ぐには、衣楠の協力が不可欠だ。

「……衣楠はさ、どうして帝みかど野のグループでトラブル解決なんて仕事を始めたんだ？」

　ふと、聞いてみた。

　彼女と知り合ってから半年ほど経たつ。けれど考えてみれば、彼女の素性も目的も、それどころか本名や実年齢すら知らないままだ。

「ボクたちは自らの素性を明かさない。それが組織の掟おきてだ」

「そうなのか。無理には聞かないよ」

　しばらく黙り込んで、衣楠は口を開いた。

「昔、ボクの父は格闘家だった」

「……か、格闘家？」

「全国を巡回しながら格闘技のショーを公演する団体に所属していた、売れない見世物格闘家さ。いつも人気レスラーの引き立て役として登場した。悪役でね、覆面をかぶってリング上で雄お叫たけびを上げていたよ」

「悪役レスラーか。やっぱり恐こわそうな人なのかな」

「それが実際に話してみると、滑こつ稽けいなほど不器用で口べたな男なのさ」

　衣い楠くすは宙を見上げ、少し懐かしそうな顔で笑った。

「母は父とは対照的に、細い体ですぐにも折れてしまいそうな女性だった。まさに美女と野獣という言葉がピッタリでね。ボクたちの一家は、父の興行に合わせて全国を転々としながら生活していたんだ。

　ある日のことだ。幼かったボクは、父の試合を見ようと一人で会場へ走っていた。すると突然、数人の男たちに囲まれた。ボクは逃げ出そうとしたが、腕をつかまれライトバンに連れ込まれた。手当たり次第に子供をさらっては身代金を要求する、誘拐団だったんだ。ボクは恐怖のあまり、声も出せなかった。このまま殺されるんだと怯おびえていた。

　車が走り出そうとしたとき、ライトバンのドアがこじ開けられた。ドアの向こうに大男が立っていた。試合前だったのか上半身裸で真っ黒な覆面をかぶって、うなり声を上げる父の姿は、ボクですら悪魔かと思ったよ。――あとから聞いた話では、ボクが男たちに取り囲まれる現場を目撃した人が通報してくれたんだそうだ。

　父はライトバンに押し入り、誘拐犯たちを引きずり下ろして投げ飛ばした。やつらは反撃すらできず、恐怖に怯えて腰砕けになったよ。すぐに警察が駆けつけて全員逮捕され、父は地元の警察署長から感謝状をもらった。覆面をかぶったまま新聞に写真が載ったときは、ボクも母もおかしくて笑ったさ。その日、悪役の覆面格闘家は英雄になったんだ」

「へぇ……。なんかカッコいいな。やっぱり衣楠の父親だけあって強いんだ」

「ところが、ほどなくして父は格闘家を辞めた。理由は、どんな相手であれリングの外で手を上げたことだ。誰だれ一人父を責めなかったのに、彼は自分を許さなかったんだ。そして父は、ボクと母の前から姿を消した。口べたな男らしく、何も言わずに消えたんだ。

　しばらくして家族の口座に、父から定期的にお金が振り込まれるようになった。格闘家時代よりもずっと大きな額だった。きっとどこかで、新しい仕事を見つけたんだろうね。――けれど父からの連絡は一切なかった。どこで何をしているのか、ボクも母も知らないままだ。そして今も、彼がどこにいるのか誰もわからない」

「……もしかして衣楠、お父さんを捜しているのか？　帝みかど野のグループの情報網を使って」

「そんなところかな」

　肯定なのか否定なのか、衣楠は肩をすくめてほほ笑んだ。

　そして時計を見ると、玄関のほうに歩き出した。

「今日はもう、キミが妹捜しをすることはなさそうだ。本部に戻り、将しよう悟ごくんの行動を鹿か野の子こ氏に報告しよう」

　帰っていく衣い楠くすの背に、将悟は声をかけた。

「お父さん、見つかるといいな」

　一度立ち止まり、衣楠は背を向けたまま小さくうなずいた。
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　芽め依いのカフェでは、アルバイトも週に二日は休む決まりになっている。将悟たちの場合、カフェの定休日と日曜日の二日が休日というわけだ。

　そんなわけで休みとなった日曜の朝、将悟は色づく並木に囲まれた駅前の広場で、一人の少女を待っていた。

「お待たせしました！」

　声がして、落ち葉を踏み鳴らしながら心こ乃の枝えが駆け寄ってくる。

　短いチェックのスカートに、白い毛糸のカーディガン。まるでショートケーキみたいな色のファッションは、彼女のウキウキした気持ちを表しているようだった。

「俺おれも今来たところだよ」

　将悟は心乃枝の前に立って出迎えた。

　ＤＮＡ鑑定のためのアルバイトも大切だけど、他ほかにもするべきことはある。

　雅みやびにも言われたとおり、心乃枝との距離を少しでも縮めていきたい。

　だから今日、将悟は心乃枝をデートに誘ったのだ。

　走ってきた心乃枝は息を切らせながら、少し恥ずかしそうに視線を落とした。

　思えば将悟が心乃枝に告白して以来、こうして二人きりで遊びに行くなんて初めてだ。学校やアルバイト先で一緒に過ごしても、そのときは単なる友だちと変わらない。

　けれどこうして向かい合うと、目の前にいるのが好きな女の子なんだと意識せずにいられない。彼女の吐息や白い肌が、とても柔らかく心地よさそうだった。

「あ、あの……今日は、どこへ行くんですか？」

「心乃枝は行きたいところある？」

「いっ、いえ！」

　心乃枝はぶんぶんと首を横に振った。

「……どこも行きたくないとか？」

　すると今度は、顔の前であたふたと両手を振った。

「ちっ、違いますっ！　行きたくないんじゃなくて、どこでも行きたいっていうか！」

「どこでもいいの？　どーんなとこでも……？」

　心こ乃の枝えはちょっと怒った顔で睨にらみながら、ムスッと口をへの字に曲げた。

「将しよう悟ごさんにお任せしますっ！」

「怒らないで。――実はさ、遊園地に行きたいって思ってるんだけど、どう？」

「遊園地ですか？　はい！　わたし、しばらく行ってませんし」

「よかった。それで、その遊園地なんだけど……」

　将悟は少し言いづらい思いをしながら、遊園地の名を言った。

「根ね古こ屋やファンタジックパークに行かないか？」

　聞いて、心乃枝は「え……」と一瞬声を詰まらせた。

　それはこの地域の郊外にあるテーマパーク型の遊園地で、個性ある数多くのアトラクションで人気のスポットだ。もちろんデートスポットとしても最適な場所だけど……。

　その遊園地は、かつて将悟と心乃枝が遊びに行き、帰りに事故を起こした場所である。

「い、いいですね。わたしも遊びに行きたいです」

　心乃枝は無理に作ったような笑顔を浮かべた。

「……俺おれもわかってる。事故の場所だってこと」

　将悟は真顔に戻って言った。

「でも逃げててもダメだと思うんだ。言っただろ？　失った過去を取り戻すって。だけど、どうすれば取り戻せるかわからない。だから一度、失った場所に戻ってみたいんだ」

「…………」

　心乃枝は迷った顔でうつむいている。

「心乃枝が嫌ならやめとく。せっかくの休みなんだし、楽しい場所に行きたいもんな」

「いいえ。わたしも、もう一度行ってみたいです。事故の場所ですけど、同時にあそこは……今でも楽しい思い出の場所ですから」

　幼いころの記憶は決して辛つらいものばかりじゃない。

　心乃枝は少し陰のある笑顔を浮かべた。



「将悟さ～ん、こっちこっち～！」

　遊園地の広場で小学生みたいに声を上げ、心乃枝はソフトクリームを片手に大きく手を振っている。

　広場を取り囲んで、ヨーロッパの城や巨大な渓谷を模したアトラクションが並んでいた。人気の巨大アトラクションには、どれも行列ができている。ぐるぐるまわる宇宙船の乗り物からは、悲鳴のような叫び声が響いていた。

「待ってくれよ、心乃枝。走りすぎ……」

　ヨタヨタと足を運びながら追いつき、将悟はベンチにドカッと座り込んだ。

「はぁ……。なんだあの『ロッククライミング・ザ・マウンテン』ってのは……。マジでエベレスト並みの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登らされたぞ。吹雪ふぶきは舞うしつららは落ちるし、足場がボロボロ崩れるうえにイエティにまで襲われるとか、ロッククライミングじゃねーって……」

「見栄張ってプロ専用コースなんて選ぶからですよ。初心者コースにすればよかったのに。お花畑やおしゃれな山荘もあって、るんるん気分で山頂まで登れましたよ」

「俺おれもう、足も動かない……」

　ずっと二人で遊びまわり、将しよう悟ごはすっかり足腰がクタクタだった。

「将悟さんってば、疲れたお父さんみたい」

　心こ乃の枝えはソフトクリームをペロッと舐なめて、将悟の横に腰掛けた。

「そういう心乃枝は、はしゃいでる子供みたいじゃないか。ほら」

　将悟は目の前の広場をあごで示した。

　小学校低学年くらいの女の子がいる。父親らしき男性がしゃがみ込んで、ソースで汚れた女の子の口の周りをハンカチで拭ふいていた。

　けれど女の子の目は風船を配っている着ぐるみのウサギを見ていて、今にも走り出しそうに手足をパタパタと打ち鳴らしている。

「わたし子供っぽくありませんっ」

　ぷいっとそっぽを向きながら、はむっとソフトクリームを口にくわえた。やっぱり拗すねた子供みたいだ。

　二人でデートする遊園地の午後。秋晴れの休日で園内は人も多く、両親に連れられた子供たちの姿をたくさん見ることができた。

　走りまわったり手をつないだり、あるいはぐずって泣いてたり……。

　十年前、将悟や心乃枝もあの子供たちのように、この場所で遊びまわっていた。

　記憶を失った将悟にも、その日の雰囲気は想像できる気がした。

　きっと子供の心乃枝も、楽しそうに両手を振っていたに違いない。将悟は、そんな心乃枝を追いかけるのに必死だったのかもしれない……。

「でも、ここに来てよかったな。心乃枝がこんなに楽しんでくれるなんて」

「そうですね。童心に帰っちゃいました」

　ソフトクリームを食べ終わると、心乃枝は空を見上げた。澄んだ秋空にうろこ雲が広がっている。もう十月だけど、晴れ晴れとした陽ひ射ざしに照らされて暖かかった。

「……あの日も、こんなふうに楽しかったなぁ」

　懐かしむように心乃枝がつぶやいた。

「ねぇ将悟さん。この広場を、もう少し奥に行ったところ。何があると思います？」

「何があるんだ？」

「行ってみませんか？」

　心乃枝は立ち上がり、将悟の手を取った。遠い過去へ誘うような手つきで。

　彼女に引かれ、将しよう悟ごは大勢の親子連れが遊ぶ広場を横切って先へと歩く。

　広場の終点に来ると、心こ乃の枝えは立ち止まり、歩いてきた方角を振り返った。

「ほら、この景色、見覚えありませんか？」

　将悟も振り返り、心乃枝の視線を追った。

　広場の向こうにメリーゴーラウンドの屋根が見え、その先では、大型観覧車がゆっくりと動いている。

「あ……。写真の場所……」

　頭の中で、目の前の光景とあの写真の場所が一つに重なりあった。

　心乃枝が送った、幼い男の子と女の子の写真。女の子は男の子のほおにキスをしている。

　それはずっと昔の色あせた光景だ。

　今、目の前には派手な最新アトラクションが立ち、スピーカーからはリズミカルな音楽が鳴り響いている。

「あの写真、ここで撮ったんだな……」

「もう一度、あの日みたいにしてみません？」

　ふふっ、と笑いながら、心乃枝は数メートル前に歩いていく。将悟のほうを振り返りながら、大きく手を振った。

「将悟さんも、こっちに来てください！」

「な、なんでだよ？」

　戸惑いながら、将悟は心乃枝の隣に駆け寄った。

「そこに立って、ほら、並んでください」

　言われるまま心乃枝の隣に立った。写真に写った男の子と女の子のように。

「昔も、俺おれたちこんなふうに写真を撮ってもらったのかな」

「熊くま五ご郎ろうさん、とても楽しそうにわたしたちのこと撮ってたんです。写真だけじゃなくてビデオカメラまで持って、そりゃもう張り切ってましたから」

　前を見ていると、その誰だれもいない場所に熊五郎がいるような錯覚におちいった。熊五郎は腰をかがめてカメラを向け、シャッターを切る……。

　そのとき、将悟の横顔でふわりと空気が揺れた。

　産うぶ毛げがざわめき、拭ふきかかる吐息の気配が肌をなで、柔らかな感触が押しつけられる。

　心乃枝の唇が、そっと将悟のほおに触れていた。

「あ…………」

　その瞬間、広場のざわめきも遊園地の音楽もかき消えて、空気が静止した。

　写真の中に入り込んだように。

　自分は小さな子供で、遊園地で仲のいい女の子にキスをされている……。

　静かな風が吹いて静止した時が動き出し、人々のざわめきと遊園地の音楽が戻ってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　心こ乃の枝えはそっと将悟から離れた。

　ゆっくり振り返ると、心乃枝は照れ笑いを浮かべていた。

　将しよう悟ごはただ呆ぼう然ぜんと、くすぐったい感触の残るほおを指先でなでていた。

　あの日の自分も、突然キスされて、こんなふうに驚いたのかもしれない。



　そうして将悟と心乃枝は、夕方まで一日中遊園地で過ごした。駅に戻るシャトルバスは長い行列で、二人は夕日を背に浴びながら、駅までの道のりを歩いていた。

「すっかり楽しんじゃいましたね」

　心乃枝は思い出を噛かみしめるように、大きな歩幅で一歩一歩足を運んでいる。

「どうだった？　十年前と比べて」

「新しいアトラクションがたくさんできてて、別の遊園地みたいでした。でも昔のままの遊具もあって、懐かしかったです」

「俺おれも、十年前もこんなふうに疲れるまで遊んだんだろうなぁって気がするよ」

　自分は、失った過去を取り戻したんだろうかと考えた。

　別に遊園地で過ごしても、当時の記憶を思い出したわけじゃない。あのときを想像し、幼い日の光景を思い浮かべただけだ。

　それでも、置き去りにされた記憶の一端に触れた気がした。広場で心乃枝にキスをされたとき、一瞬だけ封印された過去にタイムスリップしたような気になれた。

「俺おれも今日、心こ乃の枝えと来てよかった」

　二人は歩き続け、小さな横断歩道に出た。周囲には住宅やアパートが建ち、家々に明かりが灯ともり始めている。

　道路を数秒おきに車が走り抜け、大型トラックが目の前を横切っていく。

　横断歩道の青信号が点滅していた。

「心乃枝、急いで渡ろ……」

　信号に向かって駆け足になったとき……。

「ダメ……」

　突然後ろで心乃枝が立ち止まり、将しよう悟ごの腕を取った。

　目を見開かせて正面の道路を見つめ、唇がわなないている。息が止まったように顔が張り詰め、カクカクと首を横に振った。

「ここ……です……」

　将悟はまた前方を向いて、心乃枝の視線の先を追った。

　横断歩道の白い格子模様が、夕日に染まって赤く見える。

　信号が切り替わり、赤になった。

　止まっていた乗用車がエンジン音をうならせて走り出した。

「く……うっ!?」

　将悟は額ひたいに鈍い痛みを感じ、手のひらで押さえた。

「ここが……将悟さんが事故に遭った場所……」

　心乃枝の声が凍っていた。顔が青ざめていた。悪寒に襲われたように体が震えていた。

「い……や……」

　一歩、心乃枝は地面を擦すって後ずさった。

　鉛の足を引きはがすように、もう一歩。

「いやあああああぁっ!!」

　彼女は悲痛に叫び、両手で頭を抱えてうずくまった。

「心乃枝っ!!」

　将悟は心乃枝の前にかがんで、壊れそうなほど震える彼女の肩を支えた。

「や……。いや……いやっ!!　将悟……さん……死んじゃう……」

「落ち着け！　俺は無事だから！」

　心乃枝は将悟の胸に顔をこすりつけ、泣き声を押し殺しながら何度も首を横に振った。

　押しつけられた彼女の頭がずしりと重い。泣いてイヤイヤをする子供の姿そのものだ。振り乱れる長い髪の上から手を当て、そっと落ち着かせるように頭をなでた。

「俺は大丈夫だ。ほら、こうして無事でいる。ケガ一つしてない」

　心こ乃の枝えの震えは少しずつ治まり、泣き声は消えていく。

　将しよう悟ごの胸に額ひたいを当て、大きな吐息を漏らしながら肩を上下させていた。

「急に、あの日のことを思い出しちゃって……」

　心乃枝は将悟から離れ、手で涙を拭ふきながら立ち上がった。

「すみません、突然……。わたし、恐こわいんです。わたしが好きになったら、また、あの日みたいに……将悟さんを傷つけて、大切なものを失わせるんじゃないかって……」

「昔の事故は運が悪かっただけだ。心乃枝が悪いんじゃない」

　しかし心乃枝は悲しそうに目を閉じて、首を横に振った。

「将悟さんがわたしをかばったから……。また、同じことが起きてしまうかもって……」

　心乃枝はただ、過去に対して罪悪感を抱いているだけじゃない。今も、あの日の再来の恐怖に怯おびえている。

　将悟は心乃枝の手をそっと握った。細い指先が、体温を失ったように冷たい。

「心乃枝、やり直そう」

「やり直す？」

「俺おれたちは今、子供時代の俺たちだ。父さんに遊園地に連れて来てもらった帰り道だ。俺は事故になんか遭ってない。――あの瞬間から、やり直すんだよ」

　道路を走る車が停止し、横断歩道の信号が青に変わった。

「行こう。家に帰らないと」

　将悟は車が止まっていることを確認すると、心乃枝の手を引いて歩き出した。

　心乃枝は少し足をよろめかせながら、引っ張られるように将悟の後ろについて歩く。

　足が横断歩道を踏むと、ズキ……と、将悟の額がうずいた。

「く……」

　歩みが鈍り、もう片方の手で額を押さえる。

　心乃枝は両手で将悟の手を包み、彼の腕に寄り添った。

　そのまま二人で、無言のまま横断歩道を渡った。一歩一歩、吊つり橋ばしを渡るような足取りで。そこに地面があり、立っていることを確認しながら。

　反対側の歩道にたどり着き、将悟は立ち止まった。心乃枝はすぐ後ろにくっついて、将悟の腕にしがみついた。

　背後で再び車が走り出した。信号が変わったらしい。車は将悟たちに触れることもなく通り過ぎて、遠ざかっていく。

　心乃枝はホッとしたように、大きく息を吐いた。

「無事に渡れたな」

　将悟は心乃枝を振り返ると、彼女の肩に両手を置いた。

「こんなふうに、一歩ずつやり直そう。なくした時間を取り戻そう」

　お互いの息がかかりそうなほど近くで、将しよう悟ごと心こ乃の枝えは見つめあった。心乃枝の目が、迷子の子供のように不安に揺れていた。

　将悟はそっと彼女に顔を寄せた。

　気配が近づいて、心乃枝は少し驚いた顔で目を見開いた。

　そして、静かに目を閉じた。

　将悟はさらに顔を寄せて……心乃枝に唇を重ねた。

　心乃枝の肩がピクリと縮こまり、それから少しずつ力が抜けていく。

　そっと重ねるだけの、静かなキス。

　高鳴る心臓を落ち着けさせるために、鼻先で深呼吸をした。

　短い時間ののち、どちらからともなく二人の唇は離れた。心乃枝はほおを赤く染めながら、少し戸惑った顔をしている。

「遊園地でのキスのお返し」

　言って、将悟はちょっと照れながら笑顔を浮かべた。

「もう……。突然なんてずるいです……」

　心乃枝はちょっとふくれっ面をしながら、恥ずかしそうに足先で円を描いていた。

「あのね……わたし、もうすぐ誕生日なんです。そしたら生まれ変わって、将悟さんと一緒にやり直せたらいいなぁって……」

「そうなんだ。――誕生日、お祝いしてもいいかな」

　指し出された将悟の手のひらを見つめ、心乃枝はそっと自分の手を重ねた。

　幼い子供たちのように、二人は手と手をつなぎあった。



　手をつなぎながら歩く将悟と心乃枝を、離れた街路樹の陰から、そっと見つめている人物がいた。

「まったく、妬やけてしまうね。こんな街まち中なかで口づけとは」

　将悟を監視していた衣い楠くすはハンチング帽を目深にかぶり、見守るように微笑した。

「今日も将悟くんは妹捜しなどしなかった……と。報告しなければね」

　きびすを返して歩き出し、衣楠はその場を立ち去る。

　清せい流りゆう会かい本部の自分のブースに戻ると、いつもと同じようにＰＣ端末の電源を入れた。

　Ｍｒ．Ｊからのメールが一通届いている。

『Ｍｒ．Ｘ。鹿か野の子こ氏より任務報告の催促が来ている。至急コンタクトを取りたまえ』

　衣楠はメッセンジャーを立ち上げ、オンライン状態のＭｒ．Ｊにメッセージを送った。

『今戻ったところだ。任務は順調に遂行している。今日一日将悟くんを監視していたが、何一つ特筆すべき行動は見られなかった』

『了解。ご苦労だった。鹿野子氏への報告はキミに任せよう』

　メッセンジャーからログアウトしかけたとき、再びＭｒ．Ｊからのメッセージが届いた。

『Ｍｒ．Ｘ。私は驚いている』

『何をだい？』

『我々の仲間となって間もないキミが、帝みかど野のグループ社長から直じき々じきに任務を受けたことだ。これは非常に名誉なことだ。おめでとう』

　わざわざ祝いのメッセージを送るとは珍しい。

　ふと、衣い楠くすは思い出した。子供時代の記憶に残る父の姿を。

　ある日、父は珍しく衣楠の通う小学校へ運動会を見に来た。徒競走で一位になった娘に、父は照れてぶっきらぼうな口調で言った。

『一等賞とは立派だぞ。……おめでとう』

　身長二メートルを超す大男。低い声で話す寡黙な男……。

　彼は今、どこでどんな仕事をしているんだろう。人に言えない、陰の組織ででも働いているのか？

「まさか……ね」

　衣楠は苦笑して、父の記憶を頭から追い出した。

『Ｍｒ．Ｊ。ボクにはわからない』

『どうしたのかね？』

『将しよう悟ごくんを監視し、妹捜しを妨害する任務だ。これは社長の息子に対する裏切りではないか？　このような任務が帝野グループのためになるのか？』

　しばらく間があって、Ｍｒ．Ｊから返信があった。

『忘れてはいけない。我々が仕える相手は個人ではない。将悟氏でもなければ、鹿か野の子こ氏でもない。我々は一個人のために働く組織ではない』

『では、何に仕えるんだい？』

『我々が仕える相手は帝野グループだ。我々の使命は、帝野グループがこの社会で活動し、人々の暮らしを豊かにできるよう、支えることだ』

　衣楠はメッセージも返さないまま、考え込んだ。

『Ｍｒ．Ｘ。今後のさらなる健闘を祈る。Good Luck!』

　Ｍｒ．Ｊとの通信が切れても、衣楠は考え込んでいた。

「では、誰だれのために働けば、帝野グループのためになる？　ボクが任務を受けるべきは、鹿野子氏なのか？　それとも……」
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　金曜日。今週は定休日以外、ずっと芽め依いのカフェでバイトしていた。今日も家に帰ったのは、すっかり暗くなってからだ。

「一週間、よく働いたぜ……」

　あれから衣い楠くすはアルバイトのジャマはしてこない。学校で顔を合わせても、いつもの様子でニコッと笑みを返すだけだ。

「俺おれの立場、わかってくれたのかな」

　そうだと嬉うれしい。が、一方で彼女の立場が心配にもなる。

「母さんに怒られてなきゃいいけど……」

　それから卓上のカレンダーを見た。

　気がつけば十月も半ばだ。もう少ししてバイト代が貯まれば、ＤＮＡ鑑定ができる。

「絶対に成功させて……頑固な母さんに、雅みやびを妹だって認めさせないと」

　そして、大切なことはもう一つ。

　もうすぐ心こ乃の枝えの誕生日だ。

「お祝いのプレゼント、買わないとな」

　これは単なる誕生日のお祝いじゃない。過去を失った将しよう悟ごと、心に傷を残した心乃枝。そんな二人が新たに歩き出す、記念のお祝いだ。

　プレゼントを考えていると、机に置いていた携帯電話が鳴った。母からだ。

　今度は何を言ってくるのやら、少し警戒しながら将悟は電話に出た。

「もしもし。将悟です」

『こんばんは、将悟。なんですか、覇気のない声を出して。帝みかど野のグループの代表となる者、常に活気あふれる態度を心がけなさい』

「はいっ！　将悟です！　何かご用ですか!?」

　ちょっと投げやりにハキハキした声で聞き返した。

『日曜日、予定を空けておきなさい。いいですね？』

「日曜ならバイトも休みだけど……予定って、何があるんですか？」

『将悟に縁談を受けてもらうのです』

「へぇ、縁談かぁ……って」

　言いながらハッと気がつき、思わず叫び声を上げた。

「はいいいいっ!?　え、縁談って、お見合いのこと!?」

『それ以外に何があるのですか？』

「ちち、ちょっと待ってくれ。俺、まだ十七歳だぞ!?」

『ですから、婚約の縁談をするのです。縁談がまとまれば婚約を取り交わし、将悟が十八歳を迎えた暁には晴れて結婚となるのです』

　突然降って沸いた話に、将悟は頭がふらつきそうだった。

「俺は生涯の伴はん侶りよを捜すために深み流りゆう院いん学園に通ってるんだ。なんで縁談なんか……」

『学園に通って何ヶ月経たつと思うのですか!?　未いまだに生涯の伴はん侶りよどころか、恋人すら作れていないではありませんか！』

「そ、それは……。けど仲のいい女の子はいるんだ。もうすぐ恋人に……」

『安心なさい。縁談の相手方は、将しよう悟ごと親しくしていただいているお嬢さまです』

　聞いて、将悟は考えた。

　――親しい相手って誰だれだ？　まさか、心こ乃の枝えとお見合いさせてくれるってのか？

「その相手って、もしかして鶴つる眞ま心乃枝って子とか……？」

　ちょっと期待しながら、母に聞いた。

　返ってきたのは意外な、そして確かに将悟のよく知っている名前だった。

『縁談していただく方は、国くに立たち家のお嬢さま、凜りん香かさんです』

「え……？」

　――国立さんと……俺おれが……お見合い……？

　将悟は絶句したまま、何も言うことができなかった。



    

  
    
      ３章　妹と恋人と婚約者？





　日曜日の昼前、将悟は和服で身を整え、母の鹿か野の子ことともにハイヤーに乗って縁談の席へと向かった。行き先は、都心にある老舗の料亭旅館だ。

　――断らないと。

　後部座席で揺られながら、心の中で何度もつぶやいた。

　強引に推し進められた縁談。けれどお見合いはあくまでお見合い。席に出たからと言って、婚約が決定するわけじゃない。

　もちろん凜香のことは嫌いじゃない。才色兼備を絵に描いたような女の子で、彼女と結婚できるなんて、どれだけ幸せだろうと思う。

　でも将悟には、もう心に決めた人がいる。それなのに凜香と婚約だなんて、二人の女の子のどちらも傷つけることだ。だから……。

　はっきり断らないと。

　将悟は拳こぶしを握りながら、もう一度自分に言い聞かせた。

　やがてフロントガラスの向こうに、ビルの谷間に立つ古風な和式建築の建物が現れた。瓦かわら屋や根ねの塀に囲まれた、木造の二階屋が見える。

　門柱に大きな提灯がぶら下がり、『料亭旅館　舞まい嫁か』と墨字で書かれていた。

「ここって、すごい高い料亭だって聞いたんですけど……」

「そうですよ。多くの財界人がお見合いをして良縁に恵まれた、伝統あるお店です。国くに立たち家は由緒正しき旧華族の流れを汲くむご家族。失礼のない場所を選ばねばなりません」

　隣に座る鹿か野の子こは、派手なコートを着て、耳には高価そうな宝石のイヤリングをつけている。いつもより一段と着飾った姿は、縁談に望む気合いそのものだ。

　ハイヤーが料亭の門前に停車すると、運転手が降りて後部座席のドアを開けた。

「帝みかど野のさま。本日はようこそお越しくださいました」

　車を降りると、着物姿の女将おかみと仲居たちが数人並んでいて、一斉におじぎをした。

　ちら、と鹿野子が将しよう悟ごを見た。

「どうですか、将悟。あなたもこのようなお店でアルバイトをすれば、誰だれの前でも恥ずかしくない作法が身につきますよ」

　ついギクッとする、いもうとカフェでアルバイト中の将悟だった。

　……というか、一度働いたら十年くらい修行させられそうである。

　女将に案内されて、将悟たちは料亭の門をくぐった。玄関に向かって、踏み石の並ぶ砂利道が伸びている。

　建物に入って板の間の廊下を歩き、鹿野子と将悟は一番奥の広間に通された。

　ふすまを開けると広々とした座敷だ。中央に黒こく檀たんの座敷机が置かれ、壁には山水画の掛け軸がかけられている。

　縁側の障子が開け放たれていて、庭が見渡せた。

　小さな池があり、鯉こいが泳いでいるのか、時々ちゃぽんと水の跳ねる音がする。

「あら？　池のほとりにあった松の木が無くなってしまいましたのね」

　鹿野子が気づいて言った。

「数年前の台風で折れてしまいましてねぇ。寂しゅうございますが、これも時の流れでございます」

　初老の女将は目を細め、昔を思い出すような顔で答えた。

「ささ、奥さまもお坊ぼつちゃまも、お座りになってお待ちくださいませ」

　女将に勧められ、鹿野子と将悟は座ざ布団ぶとんの上に腰を下ろした。

「間もなく国立さまもお見えになりますので、どうぞ楽におくつろぎくださいね」

　畳に両手をついておじぎをし、女将はふすまから出て行く。

　座敷に母と二人きりにされて、将悟は小さくため息をついた。

　――くつろいで、って言われてもなぁ……。

　ちらっと隣の鹿か野の子こを見ると、出されたお茶を飲んでいる。湯ゆ呑のみを受け皿に戻し、静かに庭を眺めている。

　その視線が、どことなく懐かしそうでもあり……寂しそうだった。

「あの、母さん。前にもこの料亭に来たことあるんですか？」

「一度だけですけどね。もう二十年以上前になるかしら」

　二十年以上前といえば、将しよう悟ごが生まれるより昔だ。鹿野子はまだ二十歳代である。

「わたしと熊くま五ご郎ろうが見合いをした場所なのです」

　何事もないかのように、さらりと言った。

　――え？　母さんって見合い結婚だったんだ……。

　考えてみれば、両親の馴なれ初そめなんて聞いたことなかった。漠然と、どこかで出会って恋愛して結婚したんだと思ってたけど、そうじゃなかったらしい。

　再びふすまが開いて女将おかみが顔を出した。

「国くに立たちさまがおいでになりました」

　将悟と鹿野子は立って出迎えた。

　女将に先導されて、四十半ばの男が座敷に入ってくる。

　その瞬間、室内の空気がピリリと張り詰めた。

　短髪で、口を堅く真一文字に結び、濃紺の着物に身を包む壮健な姿は、明治の武人を思わせる。畳の上を歩く足取りは乱れなく、一歩ずつ文鎮を置くような重々しさだ。

　――うわ、こりゃまた恐こわそうな人だなぁ……。

　少しビクつきながら男を見た。彼が凜りん香かの父親らしい。

　その後に続いて、赤い花柄の着物を着た一人の少女が入ってきた。男の迫力の後ろにあって、まさしく蝶ちようのように小さく美しく、はかなく感じられる。

　凜香はおしとやかにうつむきながら、水面を滑るような足取りで将悟の前に進んだ。

　長い髪を頭の後ろでお団子に丸め、竹のかんざしを刺している。うっすらとした化粧のせいか、顔はいつもより白く、桃色の唇が妙に艶あでやかだ。

　――国立さん、きれいだ……。

　つい彼女の姿に見とれてしまった。

　すると初めて凜香は顔を上げ、細い目で正面から将悟を見つめた。

　思わずたじろぎそうになった。縁談に望む決意を秘めた鋭い視線が突き刺さった。

　胸が圧迫され、押さえつけられたように息が苦しい。

　凜香はすぐまた慎ましやかに目を伏せた。

「本日はお忙しいところご足労くださいまして、誠にありがとうございます」

　鹿野子が国立親子に向かって、深々とおじぎをした。将悟もそれに倣ならって頭を下げた。

　凜香と父親の二人は、鹿野子に負けないくらい深々と頭を下げる。

「こちらこそ、娘のためにこのような席を設けていただき、光栄に存じます」

　謙けん遜そんした言い方だけど、重厚な威厳に満ちていた。まさに歴史ある家柄のオーラが背中からにじみ出ている。

「凜りん香かさんが将しよう悟ごと仲良くしてくださっていることは、かねてより聞き及んでおりました。きっとこの二人なら、愛情に満たされた家庭を育んでくれますわ」

　四人が座ると仲居たちが座敷に入ってきて、卓上に前菜のおひたしや和え物を並べる。

「それでは、自己紹介をいたしましょうか」

　いよいよか……と、将悟は身構えた。縁談の始まりだ。

　縁談の中で、将悟はきちんと伝えなくてはならない。結婚の意思がないことを。

「将悟。ご挨あい拶さつなさい」

　キリッと表情を引き締め、握り拳こぶしを膝ひざに置き、国くに立たち親子に向き合った。

「初めまして、帝みかど野の将悟と申します。現在十七歳で、深み流りゆう院いん学園の二年生に在籍しています。凜香さんには、いつも学校でお世話になっています」

　凜香の父は腕を組み、目を閉じて厳粛な表情で聞いている。将悟が話すたびにおごそかにうなずき、言葉を噛かみしめているようだ。

　一通り無難な自己紹介をして、いよいよ将悟は彼に向かって切り出そうとした。

「一つ、謝らなければならないことがあります。実は、俺おれ……」

　そのとき凜香の父が目を開いて、まっすぐ将悟に向けられた。

　ビクウウウッ!!　……と、将悟の背筋に悪寒が走った。

　どこぞの大親分かってほどドスのきいた目だ。チンピラも裸足はだしで逃げ出しそうな眼力だ。虫くらいなら視線だけで殺せそうである。

「え、えっと俺も、もっといい着物にすればよかったかなーって……」

　ヘラヘラ笑いながら、どうでもいいことを謝ってしまう将悟だった。

「お気になさらず」

　相変わらずの重々しい声で言い、凜香の父はまた目を閉じた。

　――く、国立さんを百倍恐ろしくしたお父さんだな……。

　まだ心臓が早鐘を打っている。冷や汗で背中がべとついている。

　怒らせちゃダメだ。家族ともども、国立さんだけは怒らせちゃダメだ……。

「凜香。お前もご挨拶なさい」

　父に言われ、凜香は鹿か野の子こに向かって自己紹介を始めた。深流院学園の一年生で生徒会の副会長をしていること、将悟とは学校でもよき学友であること……。

　鹿野子はかわいい娘でも見る目で、ニコニコしながら聞いていた。

「本日は、帝野センパイとの縁談の席を用意していただき、大変嬉うれしく存じます」

　自己紹介の最後で、凜香は将悟の顔を見た。

「わたしは今日という日が、よき縁えにしで結ばれる日となることを願っておりますわ」

　え……と、将しよう悟ごは戸惑った。

　――そ、それって国くに立たちさん、俺おれと結婚したいってことか……？

　凜りん香かは、将悟が心こ乃の枝えに告白したことを知っているはず。なのに、どうして……？

　将悟を見る彼女の真剣さが、単なる社交辞令でないことを物語っていた。
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　そのころ、心乃枝と雅みやび、そして愛ま菜なの三人は料亭旅館『舞まい嫁か』の前に立っていた。

「将悟、ほんとにこんな豪華なところでお見合いしてるの？」

　塀に囲まれた日本家屋を見上げながら、雅が聞く。

「うん、間違いないよ。愛菜がこっそり凜香ちゃんから聞き出したマル秘情報だから！」

　愛菜はパパパッと携帯電話のキーを押し、ネットで料亭のホームページを開いた。

「見て！　この『舞嫁』特製、シャーベット大福の機はた織おり風包み！　世界中でこの店でしか食べられないんだよ！　一個三千円もするんだって～。死ぬまでに絶対食べなきゃ！」

「あ、あー、おいしそーだねー」

　雅は思いっきり棒読みで相づちを打った。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな二人の横で、心こ乃の枝えが不安そうに料亭の門を見つめている。

「将しよう悟ごさん、大丈夫でしょうか……」

「そうだね……。国くに立たちさんと結婚しちゃうのかな……」

　雅みやびの声に、心乃枝はビクリと体を震わせた。

「そんな……。でも国立さん、きれいですもんね……。成績もいいし……」

　すっかり自信をなくした顔で、今にも泣き出しそうに目をうるうるさせている。

「だ、大丈夫よ。将悟、断るって言ってたし。とにかく様子を見ないと始まらないわ」

　雅は門の脇わきに駆け寄り、そーっと中を見た。

　門からは踏み石のある砂利道が伸びて、その先に玄関の格子戸が見える。古風で格式張った日本建築が、一般人を寄せ付けない空気を醸し出していた。

「むー、お客さんのふりして入れるかな」

　すると愛ま菜なが、雅の服を引っ張って必死で引き留めた。

「ダメだよ～っ！　このお店、すごく高いんだよ。フルコースを頼んだら三万円くらいしちゃうんだから。お寿す司しなんて食べたら一生借金生活だよ～っ!!」

「困ったわね……。なんとか中の様子を見られないかな……」

　三人で門の近くで頭をひねっていると、風に乗ってかすかに声が聞こえてきた。

「本当に、凜りん香かさんほど理知的で礼儀正しい娘さんを見たことありませんわ。ほほほ」

　聞こえてきたのは、庭の奥に見える縁側の辺りだ。

　耳を澄ますと、断続的に大人の男女の会話が聞こえてくる。談笑しているらしい。

「この女の人、鹿か野の子こさんの声よね。てことは、あそこでお見合いしてるのかな」

　雅は門から首を伸ばして縁側のほうを凝視した。けれど角度が悪く、室内の様子は見えない。会話の内容も、ここからじゃよく聞き取れない。

「何を話してるんでしょうか？」

「聞こえないわ。もっと近づかないと」

　雅は縁談をしている部屋の正面に近づいた。目の前の塀を乗り越えれば、その向こうで将悟と凜香がお見合いをしているはずだ。

「鶴つる眞まさん、肩車して！」

「は、はい？　肩車ですか？」

「そ！　塀の上から見るの！」

「覗のぞきなんてダメですよ」

「それじゃあいいの!?　このまま将悟が結婚しちゃっても!?」

　ひうっ、と泣きそうにしゃくり上げ、心乃枝は壁際に立ってしゃがみ込んだ。

　雅はスカートを押さえながら心乃枝の肩にまたがる。

「オッケー！　鶴眞さん、立って！」

「は、はいっ」

　心こ乃の枝えは左右にふらつきながら、塀に手をついて立ち上がった。

「心乃枝ちゃん、がんばれ～！　ファイトッ！」

　すぐ横で、愛ま菜なが拳こぶしを握りながら真剣な顔で応援している。

　雅みやびは塀の上に顔を出し、庭の向こうを見た。

　そこに、見えた。広い座敷で机を挟んで座っている将しよう悟ごと凜りん香かが。料理のおわんを手に持ち、箸はしを動かしている。

「神かん凪なぎさん、どうですか？　将悟さん、いましたか？」

「しっ！　静かにっ！」

　雅は人差し指を口に当て、室内の会話を聞き取ろうと意識を集中させた。

　鹿か野の子こたちの話し声は聞こえるものの、将悟と凜香の声はほとんどない。黙っているのか小声で話しているのか、雅の位置からはよくわからない。

「雅ちゃ～ん……」

　隣に立つ愛菜が、困惑したような声で呼んだ。

「天てん導どう会長も静かにしてってば！」

「あー、そこのキミ」

「だから、聞こえないからっ！」

「何をしているのかね？」

「もうっ、うるさいって……ば……」

　雅は文句を言いながら愛菜を見下ろした。

「ひ～ん……」

　泣きそうな愛菜の横に、警官が立って、じーっと怪しむ目を向けていた。



　将悟と凜香の縁談は、平穏に進行していた。日本料理のコースが運ばれ、将悟と凜香はほとんど話もせず黙々と食べ続けていた。

　鹿野子と凜香の父は互いの仕事のこと、最近のニュースや経済のこと、そして子供たちの教育などについて話し続けている。将悟や凜香は意見を求められたときに、無難な答えを返しているだけだった。

　そうして食事が終わったころ、凜香の父が不服そうな顔で言った。

「どうした、凜香。なぜ黙っている？　もっと自分のことを知ってもらいなさい」

　しかし凜香はうつむいて答えない。

「恥ずかしがっておいでですのね。わたしたち少々、しゃべりすぎかしら。――どうでしょう、この辺りで二人だけにしては。親の前では話も弾はずまないでしょうし」

　鹿野子が言って、二人の親は立ち上がった。

「それでは将しよう悟ご。しっかり凜りん香かさんをリードして差し上げるのですよ」

　言い残して、鹿か野の子こと凜香の父は座敷を出て行った。ふすまが閉められると、広い部屋に将悟と凜香だけが取り残される。

　親たちの重圧から解放され、将悟は大きく息をついた。

「ほんと母さんって一方的だよなぁ……。いてて、足が痺しびれちまったぜ」

　正座していた足を崩しながら、正面の凜香を見た。

　もう一時間以上経たつのに、平然と涼しい顔で正座してる。今まで一度も、足を崩したり組み替えたりしていないのに。

「足、痺れない？」

「……平気ですわ」

「国くに立たちさんのお父さんって、結構恐こわそうな人だよな」

「そうですわね。あれでも今日は、上機嫌なくらいです」

「あれでかよ……」

　怒ったらどんなに恐ろしいんだと、背中に冷や汗をかいてしまう将悟である。

「わたしの父は、この縁談を喜んでいます。帝みかど野のグループ社長のご子息なら間違いない、などと言っておりますわ」

「さっき言ったことだけど……。よき縁えにしで結ばれる日になることを願ってる、って」

「わたしの本心ですわよ。縁談がまとまることを願う。――おかしなことですか？」

　凜香は湯ゆ呑のみを持って、一口すすっている。

「それって……俺おれと結婚していいってこと……？」

「帝野センパイは、望まぬ婚約に捕らえられていたわたしの心を解放してくれました。ですからわたしは運命を任せてもいい。今回の縁談がまとまってセンパイの元へ嫁ぐのなら、それが運命だと思えるんです……」

「国立さん……。俺は国立さんのこと、嫌いじゃない。むしろ俺にはもったいないほどの女の子だって思う。――けど俺には、もう心に決めた相手が……」

「わかって……おります」

　湯呑みを置く凜香の手が、少し震えていた。顔を伏せ、じっと表情を押し殺している。

「わかっておりますわよっ！」

　突然激高し、凜香は机に手をつき身を乗り出した。

　目を見開いて将悟を睨にらんでいた。非難するようであり、すがるようでもあった。

「ではなぜ、帝野センパイと鶴つる眞まセンパイは恋人にならないのですか!?」

「そ、それは……いろいろと事情があって……」

「……センパイ方のお気持ちは聞いております。理解もしています。ですが現実として帝野センパイに恋人がいない以上、わたしが結婚を断れる理由など……ありません」

　声はしおれて小さくなり、枯れた花のようにまた顔を伏せた。

「わたしの気持ちも……察してください……」

　凜りん香かは耐えるように押し黙った。泣いているのかもしれなかった。

　――国くに立たちさん、そんなに想ってくれてたのか……。

　将しよう悟ごは今ようやく、将悟は凜香の気持ちを痛感していた。

「……ごめん」

　それでも、ただ一言つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　凜香の気持ちは嬉うれしい。だけどもう、将悟は心を決めたのだ。

「いえ……わたしこそ……無茶を言ってすみません……」

　凜香は手の甲で目元をぬぐった。

「帝みかど野のセンパイ、少しの間、失礼してもいいですか？」

「大丈夫？」

「ご心配なく。化粧が崩れただけですわ」

　顔を上げると、凜香は明るくほほ笑んでいた。

　さっきまでの打ちひしがれた震えは治まっていた。いつもの元気な声にホッとしつつ、気高く振る舞ってくれる彼女に、心の中で感謝した。

「うん、直して来なよ。俺おれ、ここで待ってるから」

「えぇ。それでは失礼して…………あっ!?」

　立ち上がろうと腰を浮かせた直後、凜香の体が揺らめいた。足元がおぼつかなく、千鳥足でふらついている。

「あ、足が……痺しびれて……」

　凜香の体が前のめりになり、机に手をついた。

　それでも勢いが止まらず、凜香の体がまっすぐ将悟に向かってきた。

「せっ、センパ……!!」

　ドスッ！　と凜香の頭が将悟の胸に激突し、彼は仰向けになって倒れた。

「いっ……てぇ……。く、国立さん……平気？」

「すす、すみません……。緊張しすぎて、足が痺れていたようです……」

　机の上で、凜香は派手に着物の裾すそをはだけさせていた。ポットのお湯がこぼれ、二人の着物をべっとり濡ぬらしている。

「いかがなさいましたか!?」

　物音を聞きつけたらしく、ふすまを開けて女将おかみが飛び込んできた。



　将悟と凜香は女将に案内されて、料亭旅館の浴場に来た。廊下の突き当たりにのれんが二つ掲げられていて、男湯と女湯に分かれている。

「すぐに着替えをご用意しますから、それまで体を温めてくださいね」

　言いながら、女将おかみがタオルセットを将しよう悟ごたちに渡してくれた。

「このくらいの汚れ、なんともありませんわ。どうかお構いなく……」

「い～え、せっかくの晴れ舞台ですもの。汚れた着物だなんてもったいない。入浴時間前ですから、今なら貸し切りで入れますよ」

　女将が着替えを準備しに去ると、将悟は戸惑いながら凜りん香かの顔を見た。

「……国くに立たちさん、どうしようか？」

「せっかくですし、入らせていただきましょうか。顔も洗いたいですから」

「お化粧を直したいんだよな。……なら俺おれも一ひと風ふ呂ろ浴びるかな。肩が凝っちまった」

「センパイ、ずっと怯おびえてましたものね」

　くすくすと凜香が笑った。

「そ、そうかな？」

「えぇ。父を見ながら怖がってるのが丸わかりでしたわよ」

　反論できず、言葉を詰まらせる将悟である。

　凜香は一足先に女湯ののれんをくぐり、奥の脱衣所へと歩いていく。

　将悟は男湯の脱衣所で服を脱ぐと、タオルを持って風ふ呂ろ場ばの木戸を開けた。

　木造の板壁に囲まれた小さな風呂場だ。床にはスノコが敷かれ、木の香りが漂っている。天井の隙すき間まから外気が吹き込んでいて、ひんやり涼しい空気に白い湯気が充満していた。

「ひゃあ、いいお湯だな～」

　体を流して、さっそくヒノキの浴槽につかった。入浴時間前って言ってたから、一番風呂かもしれない。足をめいっぱい伸ばして肩までお湯につかると、ザザァ……と心地いい音を立てて湯船からお湯が流れ出た。

　ガラッ、と木戸の開く音がした。誰だれか来たらしいけど、湯気でよく見えない。

　――あれ、今なら貸し切りじゃなかったっけ？

　ギシ……ギシ……とスノコをきしませながら、足音が浴槽のそばに近づく。

　湯気の中から人の姿が現れた。

　将悟の目の前に、凜香が立っていた。

　体に一枚、バスタオルを巻いたままの姿で。

「く、く、国立さんっ!?　なんでここにっ!?」

　凜香は両腕でバスタオルを押さえ、すっかり赤く上気した顔で将悟を見つめていた。

「い……いえその、女湯は、ま、まだお風呂が冷たくて……」

「とにかく俺、出るからっ!!」

　将悟はあわてて凜香から目を反らし、浴槽から出ようとした。

「ま、待ってっ！」

　すがるような声を出して、凜りん香かは両手で将しよう悟ごの腕をつかんだ。

「ここに、いてください……」

　将悟はおそるおそる彼女のほうを見た。

　小さく丸まった肩が不安そうに揺れている。

「いいんですの……」

　将悟を見つめる彼女の瞳ひとみが、決意の強さと気弱さの間で揺らめいている。静かに強く燃え上がり、しかし吹けば消えてしまうロウソクの炎のように。

「これが最後の……チャンスかもしれないのですから……」
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　近くの派出所で警官にこってり絞られた雅みやびと心こ乃の枝え、愛ま菜なの三人は、走って料亭の前に戻って来た。

「ひん、怒られちゃったよ～」

「何よもー！　人をドロボー扱いしてさ！　あたしたちより捕まえるべき悪党が世の中にゴマンといるのに！」

　ぷんすかと怒りながら、雅は料亭の塀にもたれかかる。

「塀から覗のぞいてたら、誰だれでも怪しいって思いますけど……」

　むー、と唇を尖とがらせながら、雅は塀の向こうにある料亭のほうに目を向けた。

「お見合い、どうなってるのかなぁ」

　あれからどんなふうに縁談が進んだのか、気になってしょうがない。

　雅は塀の瓦かわら屋や根ねを見上げ、ピョンピョン飛び跳ねながらよじ登ろうと手を伸ばした。

「神かん凪なぎさん、もうやめましょうよぉ」

「なんでよ。鶴つる眞まさんだって、将悟が結婚するかどうか気になるでしょ？」

「そりゃ気になります。でも、将悟さんが誰と結婚するか、それは将悟さんが決めることじゃないですか」

「ふぅん……」

　雅は腰に手を当て、ちょっと冷たい目を心乃枝に向けた。

「さすが優等生。聞き分けいいんだ」

「そんなんじゃありません。わたしはただ、将悟さんの意思を大切にしてほしくて……」

「将悟の意思ははっきりしてるじゃない。文化祭での告白、聞いてなかったの？」

「それは……」

　心乃枝は言葉をなくして黙り込んだ。

「……あたしね、将悟の妹でよかったって思ってるの」

　ふいに、雅みやびは優しい声になって言った。

「妹でよかった、ですか？」

「あたしは最初、将しよう悟ごのこと好きだったでしょ。それで深み流りゆう院いん学園で再会してからずっと、将悟の恋人になりたいって思ってた。――だけど、気づいてたの」

　雅は過去を思い出すように空を見上げ、少し寂しそうにほほ笑んだ。

「将悟、あたしのこと恋人みたいに見てくれない。生意気な妹って感じにしか見てくれないって。しょうがないよね。あたし色気ないし、胸ちっちゃいし」

「そんなこと……」

「でもそれで当たり前だったのよ。兄妹は兄妹。最初から恋人になんて、なれなかったのよ。だからあたしは――将悟と恋人になりたいって気持ちを捨てられたんだ。これが正しいあたしたちだって思えたから」

　それから雅は、心こ乃の枝えをまっすぐ見つめた。

「でも鶴つる眞まさんは、あたしとは違う。将悟は最初から鶴眞さんのこと意識してた。横から見てたらわかるわよ。そして告白もした。将悟はずっと、鶴眞さんのことが好きなの。恋人として。あたしは最初から、鶴眞さんに勝ち目なんてなかったのよ」

「…………」

「だから、将悟を信用してあげて。今も鶴眞さんを待ってるんだから」

「将悟さん、言ってくれたんです。あの事故の日からやり直そうって。もう一度、前に歩き出そうって……」

「そう、歩いて将悟に追いつくのよ！」

「将悟さんに……追いつく……」

　反はん芻すうする心乃枝の声を聞きながら、雅は思った。

　――やっぱりあたし、将悟の面倒見ちゃうんだ。

　つくづく、自分は妹なんだって感じていた。



　ザザァ……と、浴槽からあふれたお湯が音を立てて流れ落ちる。背後で、凜りん香かが少し体を動かしたらしい。

　将悟は浴槽の中で身動きもできず、じっと膝ひざを抱えて座っていた。

　凜香も背中合わせに座っている。

　二人とも、さっきからずっと無言だった。何を話していいのかわからなかった。

「帝みかど野の……センパイ……」

　黙り込んでいると、凜香の声が聞こえた。

「何……？」

「わたし、そんなに魅力ありませんか？」

「そ、そんなことない……。すごく、魅力的だよ……」

「ではなぜ、こっちを向いてくれないのですか？　話しかけてもくれないのですか？」

「み、見られないってば……」

　凜りん香かはバスタオルを巻いてるとはいえ、その下に何もつけていない裸同然の姿だ。

　けどそんなこと口に出して言えない。将しよう悟ごは顔半分をお湯につけ、もごもごと口を動かした。ぶくぶくと泡立ち、鼻先ではじける。

　すると凜香が振り向き、将悟の正面へと移動した。

「見てくれて……いいのに……」

　凜香は膝ひざ立だちになって、胸より上を水面から出した。バスタオルに包まれた胸が眼前に現れる。濡ぬれたタオルが、品のいい胸の膨らみを押し包んでいた。

　将悟はあわてて目を反らし、反対側を向こうとした。

　しかし、凜香の右手が将悟の肩を押さえる。彼女の肌が濡れて水滴がしたたり、髪が丸い肩や背中に張り付いていた。

「……卑ひ怯きようなことをしてると、わかってます」

「だったら、どうして……」

「でも、センパイも悪いんです……。好きな人がいるのに恋人にもならず……わたしを、容赦なく諦あきらめさせてくれない……。わたしは、諦めが悪いんですの。わずかな可能性でもあれば、自分の力で想いが叶かなえられると思わずにはいられないんです……」

「国くに立たちさんは強いんだな」

　凜香は胸元のバスタオルをキュッと握った。

　そのまま、緊張にこわばる手でゆっくり引き下ろしていく。

　胸が見えそうになる直前、将悟は両手で、バスタオルを引く彼女の手を包んだ。

「……わたしには、可能性がないのですか……？」

　凜香はうなだれて、唇を噛かんだ。

「俺おれは一度、心こ乃の枝えの前から消えてしまった。記憶をなくし、彼女のことを忘れて。……だから今度はずっと、彼女のそばにいてあげたい。それだけなんだよ」

「もしわたしがセンパイを奪ったら、センパイは、ずっと後悔して生きるのですか？」

「大切なものを失ったままになってしまう。そんな気がするんだ」

　凜香は将悟の言葉を噛みしめるように黙り込んだ。その言葉の意味を、じっと彼女の中で飲み込もうとしていた。

　やがてこわばっていた手から力が抜け、小さく笑みを浮かべた。

　寂しそうな笑みでもあり、心のどこかで腑ふに落ちた顔でもあった。

「センパイ。この縁談、二人で断りましょう」

「国立さん……ごめん……」

「謝らないでください。わたしは傷ついたのではありませんわ。ただ、センパイの望みを潰つぶしたくない。それだけです」

「そうだね。――ありがとう」

「元々、わたしも急な話で戸惑っておりました。――わたしは強くなんかありません。縁談の話が来てつい心が揺れてしまい、万に一つの希望に賭かけて、こんなふうに迫ってしまったのですから」

「そうか……。母さんも迷惑だよな。俺おれたちの気持ちも考えないで、勝手に縁談なんて」

「いいえ。わたしは鹿か野の子こさんに感謝していますの」

「感謝って？」

「わたしは、父の本当の娘ではない。――そんな噂うわさが流されたことがあるんです。わたしの家系を怪しむ者が流した、たちの悪い噂にすぎません。ですがわたしは、そんな噂に心が揺らぐことがあって……。しかし鹿野子さんはわたしの身元を調べて正式なこの家の娘と認め、今回の縁談を持ちかけてくださいました。それが嬉うれしくて、わたしはセンパイの気持ちを知りながらも、縁談を断りきれなかったのです」

　聞いて、将しよう悟ごはふと心に引っかかるものを感じた。

　なんだか鹿野子は、家柄を重視して凜りん香かを選んだように思えたのだ。

　それは、愛する女性を見つけることという熊くま五ご郎ろうの遺言に反してないか？　もちろん、お見合いの相手について調べることは不自然じゃないけど……。

「ところでセンパイ……。あの、いつまで握ってるのでしょうか……？」

　凜香がほおを赤く染めながらうつむいた。

　言われて、将悟は彼女の胸元を見た。バスタオルをつかむ凜香の手を、さっきからずっと両手で握ったままだ。

「ごめん、つい……」

　将悟はあわてて手を離した。

　急いで動かしたせいか、小指がバスタオルの端に引っかかった。それでも気づかずに手を引っ込めようとして……バスタオルの端が引っ張られ……

「え……？」

　力を緩めていた凜香の手から、バスタオルが抜け落ちた。

　タオルは花が咲くように広がり、お湯の中に漂った。

　すぐ目の前に、何一つ身につけていない凜香の胸が現れた。芸術的な彫刻かと思えるほどに美しかった。

「ひ……」

　たちまち凜香の全身が、血管が煮立ったように赤く染まっていく。

「ひあぁっ!?」

　悲鳴を上げて両腕で胸を隠し、ザブンとお湯の中に頭まで沈めた。

「ごごご、ごめんっ!!」

　将しよう悟ごはあわてて体をひねり、凜りん香かに背を向ける。

　すぐ後ろに、押し殺した凜香の気配が近づいた。

「センパイ……。見ましたわね……」

「み、み、見て……いや、見た……っていうか……」

「ただ見、しましたわね……」

　スッと近づいて、凜香の体温が背中に感じられた。すぐ後ろから、凜香が両手を将悟の肩に乗せた。

「……いいですわ。今回だけは貸しにしてあげます」

「あ、ありがとう……。って、貸し……？」

「いつか返してもらいますからね。利子つきで」

「り、利子!?　利子って!?」

　いったい何を返さなきゃいけないのか、頭から血の気が引く将悟である。

「センパイ、誤解なきように言っておきますが、わたしは諦あきらめたわけではありません」

　耳元で、凜香の声が挑戦的にささやいた。

「あくまで今回の縁談をお断りするだけです」



    

  
    
      



    

  
    
      「まま、待って!?　それってどういう……」

「わたし、センパイを見て自信がつきましたの。本気を出せば、センパイくらいすぐに骨抜きにして差し上げられるって」

「いやいやいや、俺おれ、骨抜きとかされたくないから！」

　思わず凜りん香かのほうを振り返ろうとした瞬間……

　ふにゅっ。

　と、背中に柔らかいものが触れた。

「わっ、悪いっ……」

　将しよう悟ごは隠れるように、お湯の中で膝ひざを抱えた。

　すると背後から、凜香の細い両腕が首筋を抱いてくる。

「どうしたのですか、帝みかど野のセンパイ？」

「ど、どうしたって……。た、頼むから国くに立たちさん、もうちょっと、離れて……」

「あら？　センパイは一途ですもの」

　凜香がより強く抱き寄せると、背中に彼女の体が密着する。

　ぽにょぽにょっ、と二つの弾力が押しつけられた。

「こ～んなことで動じるはず、ありませんわよね」

「くくく、国立さんっ!!　当たってる、当たってるから！」

「あ・り・ま・せんわよねぇ～」

　凜香が体をくねらせるたび、将悟の背中で柔らかな胸の弾力が円を描く。

　ぞわぞわぞわっと、気持ちのいい感覚が背中を駆け巡った。

「ひ……ひいっ！」

　――い、いぢめてる？　俺のこといぢめてるうっっ!?

　骨抜きにされそうな感触に、将悟は必死で耐えた。

　さ、逆らっちゃダメだ。国立さんにだけは、逆らっちゃダメだ……。

　お風ふ呂ろの白い湯気に包まれながら、将悟は声にならない悲鳴を上げ続けるのだった。
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　夕方になって、やっと縁談の席は終了した。

　将悟と凜香は女将おかみや仲居たちに見送られ、それぞれの親と一緒に料亭の建物から出た。

　外に出ると、庭を夕日が照らしている。濡ぬれた着物も乾いて、将悟たちは元の服に着替え直している。門の前まで戻ると、二台のハイヤーが停車していた。

「本日は大変ありがとうございました。縁談が成就するよう、お祈りいたします」

　料亭の門の前で、鹿か野の子こは凜香の父に向かって深々とおじぎをした。

「あの、鹿か野の子こさん」

　凜りん香かが鹿野子の前に進み出た。

「今回の縁談は、なかったことにしていただけないでしょうか？」

　鹿野子が戸惑った目で凜香を見た。

「まぁ……。将しよう悟ごとお気が合いませんでしたか？　粗そ相そうがあったのでしたら、遠慮なく聞かせてくださいね。悪い点はあらためるよう、よく言い聞かせて……」

「いえ。帝みかど野のセンパイは、とても尊敬できる方です。ですからこそ、今は夫婦としてではなく、ご学友として接して、自らの成長の目標としたいのです」

　続いて将悟も、凜香の父に向かって口を開いた。

「俺おれも、凜香さんとの婚約は早いと思うんです。凜香さんは毎日学業や生徒会活動に精せい一いつ杯ぱいなんです。俺と婚約なんかするより、もっと学校で活躍してほしい。学校のみんなも、そう考えるはずです」

　将悟と凜香はこっそりと視線を交わしあった。

　事前の約束どおりだ。こうして二人で断れば、今回の縁談騒動は何事もなく終わる。無理に結婚させられるわけじゃないのだから。

　だが……。

「凜香。お前は自分がどういう立場か、わかっているのか？」

　凜香の父の声が苦々しげに響いた。

「お父さま？　どういう立場と申しますと……？」

「お前は国くに立たち家の娘だ。これほどの良縁を勝手な一存で反ほ故ごにすることが許されると思うのか？」

「か、勝手だなんて……！」

　凜香の父は娘を無視して鹿野子に向き直った。

「申し訳ない。凜香はまだ、決意できないでいるようです。私からもよく言い聞かせますので、しばしお返事をお待ち願えますかな」

「お父さま！　やめてください！」

　凜香は悲痛な叫びを上げて父の着物の袖そでを引いた。

　助け舟を出すべく、将悟も母に向かって叫んだ。

「母さん！　俺には好きな人がいるんだ！」

「好きな人ですって？」

「俺は、心に決めた人がいる。だから……国立さんとは結婚できないんだよ」

「その方とは、お付き合いしてるのですか？」

「いや……。事情があって、今は恋人じゃない。だけど近いうちに必ず……」

「そんな片思いばかりしているから、いつまでも相手が見つからないのです」

「片思いじゃねぇって！」

　しかし鹿か野の子こは聞く耳持たない様子で、凜りん香かの父を見た。

「親の心子知らずとは、よく言ったものですわねぇ。勝手なことばかり言って。わたしからも、将しよう悟ごによく言い聞かせます。凜香さんは将悟にピッタリのお嬢さま。両家の未来にとってこれ以上ない良縁ですわ」

　おほほ、と口に手を当てて愛あい想そ笑いを浮かべる。

「ま……待ってください！」

　突然叫び声が響き、その場の皆が声のほうを振り返った。

　料亭の塀の角から、一人の少女が長い髪を振り乱しながら走ってくる。

「心こ乃の枝え!?　どうしてここに……」

　心乃枝は息を切らせながら将悟たちのそばに駆け寄った。その向こうには、雅みやびと愛ま菜なも顔を覗のぞかせている。

「待って……ください……」

　心乃枝は膝ひざに手をつきながら訴えた。

「お願いです……。将悟さんを、連れて行かないで……ください……。わたしは……わたしは、将悟さんが好きです……。好き……なんです……」

　将悟が心乃枝の前に駆け寄ると、心乃枝の体が力を失い、ふらりと倒れかかった。

　とっさに腕を伸ばし、崩れ落ちそうな彼女を支えた。

「わたし、やり直したいです……。あの日の……楽しかった遊園地の思い出から……やり直したいんです……」

　心乃枝は息苦しそうに肩を大きく上下させている。

　胸の奥から声を絞り出そうとしていた。

　そして彼女は、あの事故の日の一歩先へと足を踏み出した。

「将悟さん……。わたしと、お付き合いして……ください……」

　泣き出しそうに彼女の表情が歪ゆがむ。涙を隠し、顔を将悟の胸に埋めた。

「……俺おれは、心乃枝と恋人になりたい」

　ひくっ、と心乃枝が胸の中でしゃくり上げる。

「付き合おう。心乃枝」

「はい……」

　心乃枝の声は、小さな幸せに満ちていた。

　今、将悟と心乃枝は恋人になったのだ――。



　料亭の塀の角から出て、雅は抱き合う将悟と心乃枝を見つめていた。

「まったく、世話を焼かせるんだから」

　やれやれ、と肩をすくめる。

　……これでよかったんだ、と雅みやびは思った。

　きっと将しよう悟ごと心こ乃の枝えは、最初からこうなる運命だったんだ。

　運命は変えられない。

　自分が妹であることを変えられなかったように。恋人にはなれなかったように。

　だから、今目の前にいる将悟と心乃枝は、運命のあるべき姿なんだ。

　二人を見守っていると、背後からそっと二つの手が差し出された。

「天てん導どう会長……？」

　愛ま菜ながピッタリ寄り添うように、雅の小さな体を抱きしめている。目を閉じ、頭をそっとすり寄せていた。愛菜の柔らかな髪がほおに当たってくすぐったい。

「雅ちゃん、寂しそうな顔してる……」

　慈しむような声で言われたとたん……急に胸の奥から嗚お咽えつがこみ上げそうになった。

「さ、寂しくないもん！」

　あわてて、ぶんぶんと首を横に振った。

　でも……愛菜の言うとおりだった。寂しかった。

　兄妹という家族になれたのに、また、将悟がどこかへ行ってしまう気がして。

　それでも、家族だからこそ……雅は寂しさを振り払った。

「あたしが、ダメ兄貴を支えてあげないとね」

「支える？」

「それが兄妹ってものじゃない。鶴つる眞まさんとケンカしたり、うまくいかなかったりしても、あたしがそばにいて、見守ってあげなきゃ。それができるのって、家族だけだもん」

　妹であること。それが……雅の希望だった。



　将悟たちの姿を前にして、凜りん香かは父を見上げた。

「お父さま、見てのとおりですわ。帝みかど野のセンパイには恋人がいるようです。それなのに強引に婚約などしては、国くに立たち家に悪評が立つばかりですわよ」

　凜香の父は渋い顔で、抱き合う将悟と心乃枝を見つめている。

「どうやら今のまま凜香を嫁がせても、幸福な家庭生活は持てそうにありませんな」

「い、いえ、これは……その……」

　鹿か野の子こはうろたえ、やがて観念したのか、頭を腰より低く下げた。

「申し訳ございません！　息子の身上も把握せぬまま縁談の話など……。凜香お嬢さまには、お詫わびのしようもありません……」

「お気になさらないでください。帝野センパイの気持ちは、わかっておりました。――本日はおいしいお食事もいただけて、楽しかったですわ」

　そして国くに立たち親子は、最後に鹿か野の子こと挨あい拶さつを交わしてハイヤーに乗り込んだ。

　車に乗る直前、凜りん香かは将しよう悟ごに向かって軽く手を振った。

　――国立さん、ありがとう。

　心の中で礼を言う将悟の前で、ハイヤーは走り出して夕暮れの街まち中なかへと消えていく。

　将悟と心こ乃の枝え、そして鹿野子がその場に残っていた。

　鹿野子は意気消沈した表情で立ち尽くしている。

「紹介するよ。――鶴つる眞ま心乃枝。俺おれの父さんと心乃枝のお父さんが親友どうしで、子供のころ俺と一緒に、遊園地で遊んだりしてたんだ」

　鹿野子は黙って、じっと心乃枝を見ている。

　心乃枝は緊張した顔でペコリとおじぎをした。

「よ、よろしくお願いしますっ」

「心乃枝が俺の好きな人――恋人なんだ。もっと早く紹介できればよかったけど……」

　ちょっと照れくさい気分で将悟は話した。心乃枝も恥ずかしいのか、隣に立ってほおを赤く染め、モジモジとうつむいている。

「なりません」

　突然、二人の間に突き刺さる針のような声がした。

「え……？　なんて？」

「あなた方のお付き合いを認めることはできません」

「な、何言ってるんだよ？　縁談を台無しにされて怒ってる？　それなら謝るから……」

　しかし鹿野子は将悟の言葉を無視して、心乃枝に向き直った。

　取り繕ったような優しい笑顔を見せ、言い聞かせるように話し始めた。

「心乃枝さんね。深み流りゆう院いん学園では、将悟がお世話になっています」

「は、はい……」

「でも、ごめんなさいね。将悟と恋人としてお付き合いすることは、認めてあげられないの。どうか、友だちとして仲良くしてもらえるかしら」

「あ、あの……わたし、何か悪いことをしたでしょうか？」

　しかし鹿野子は首を横に振った。

「聞いています。……本当のご両親がわからないんですってね」

　ハッ……と心乃枝は息をのみ、大きく目を見開いた。

　半開きになった口がわなないている。何も言えないまま、一歩、二歩と後ずさった。

「あなたが悪いわけじゃないの。だけど、産みのご両親がわからない方を、将悟と付き合わせるわけにはいかないんです。どうか理解してくださるかしら……」

　将悟も唖あ然ぜんとしたまま言葉が出なかった。

　確かに心乃枝はみなしごだ。産みの両親に捨てられ、鶴眞夫妻に拾われて養子となり育てられた……将しよう悟ごも確かにそう聞いている。

「わたしはやっぱり、将悟さんに不釣り合いなんでしょうか……」

　心こ乃の枝えの言葉に、鹿か野の子こは申し訳なさそうに目を反らした。

「あなた方がお付き合いすることを、認めるわけにはいきません」

　穏やかな口調ながら、冷たく言い放った。

「ひ……」

　心乃枝は言葉を失い、泣き崩れそうになるのを必死で耐えていた。

「すみません……。わたし、もう、将悟さんに近づいたりしません……」

　まるで罪をかぶるかのように、声を震わせていた。

「最初から……わたしと将悟さんが出会ったのが、間違いだったんです……」

　将悟の拳こぶしが震えていた。母を睨にらみつけていた。

　胸の奥底から怒りがわき上がるのを抑えられなかった。

「母さん！　なんでだよ!?　家柄がそんなに重要なのか!?」

「今日の縁談は残念です。別のよい人を探しますから、次の縁談に備えておきなさい」

「何をしてるかわかってるのか!?　心乃枝も国くに立たちさんも傷つけてるんだぞ！」

　しかし鹿野子は答えず、ハイヤーに向かって歩き出した。

「答えろよっ!!」

　将悟は鹿野子の背に向かって手を伸ばした。

　このまま……帰らせたりできない！　心乃枝に謝らせるまでは！

　将悟の手が鹿野子の腕をつかもうとしたとき、空を切る早さで影のような何者かが駆けつけ、二人の間に割り込んだ。近くに隠れていたらしい。

「将悟くん、冷静になりたまえ」

　黒装束に身を包み大きなサングラスで顔を隠した、少年のような姿。

　突き出した将悟の手首を、衣い楠くすがつかんでいた。

「どいてくれ！　母さんに話があるんだ！」

「落ち着きたまえと言っている！　いいか、これは鹿野子氏の考えあっての判断だ」

「衣楠……やっぱり母さんの味方なのかよ……」

「ボクは何なに人びとであろうと個人の味方ではない。帝みかど野のグループを守ることが役目だ」

「母さんのあんな態度が、帝野グループのためなのか？」

「将悟くん、キミは誤解している。鹿野子氏はキミのことを思っている」

「どう思ってるんだよ!?」

　衣楠は将悟の耳元に口を寄せ、声を潜めた。

「キミはなぜ妹を捜していた？　妹と結婚してしまうことを恐れたためではないか。ならば身元の明確な娘と結婚すれば、もう妹捜しをする必要はない。そうだろう？」

「また妹捜しの妨害か……？」

　将しよう悟ごはハイヤーの後部座席に座る鹿か野の子こに向かって叫んだ。

「母さん！　そんなに認めたくないのかよ!?」

「Ｘ。放ほうっておきなさい」

　鹿野子に言われると、衣い楠くすは将悟から離れて助手席に乗り込んだ。まるで護衛だ。

　車のエンジンがかかり、ハイヤーは走り出した。角を曲がり、すぐに見えなくなる。

　将悟は振り返り、心こ乃の枝えの姿を見つめた。

　心乃枝は背中を夕日に照らされ、ぽつんと立っていた。

「う……うぅ……う……」

　うつむいた目から、涙がぽろぽろとこぼれていた。

　彼女の前に立ち、将悟は慰める言葉もなかった。地面に膝ひざをつき、頭を垂れた。

「ごめんな……。心乃枝……」

　ただそれだけを言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。



    

  
    
      ４章　妹が妹であるために！





　あれから心乃枝は学校を休んでいた。

　昼休み、将悟は職員室にいる小こ都と里り先生のところに向かった。心乃枝の様子を聞こうとしたのだ。

「失礼しまーす」

　職員室に入ると、小都里先生は自分の席に座って、札束の絵が描かれたサバ寿ず司しをピラミッド状に積み重ねた、妙なお弁当を食べていた。

「おー、どうした、帝みかど野の？　昼メシ代を持ってくんの忘れて空すきっ腹ぱらかかえてもなー、せんせーの『大人のお子さまランチ』はわけてやんねーぞ」

　と言いながら、札束……ではなくサバ寿司を一つ、ぽいっと口に放り込んだ。

「……い、いえ、お構いなく。――それより心乃枝の様子、どうですか？」

「体調不良って言ってたぞ。電話の声を聞く限りじゃ、そこまでひどくなさそうだし、バイトで疲れが出たんじゃないか？　明日には登校できそうだってよ」

　とりあえず、深刻なほど落ち込んでるわけじゃないらしい。少しホッとした。

「なんだー？　帝みかど野の、カノジョが心配なんだろー」

　ニターって笑いながら、小こ都と里り先生は箸はしで将しよう悟ごの脇わき腹ばらをつんつんと突っついた。

「痛いですって。箸で突っつかないでください。……ごはんつぶがくっつきますから」

「心配だったら、あとで電話でもしてやれ」

「そうですね。平気そうなら、ちょっと話してみます」

　小都里先生の前から立ち去ろうとしたとき、ふと聞かれた。

「そういえば、瀬せ利りっち元気か？」

「瀬利っち……？　瀬利さんのことですか？」

「前はよく学校に帝野の入学願書とか持って来ただろ。なのに最近は顔を見なくてさ」

「瀬利さんでしたら、母さんの秘書を辞めたみたいですよ。まだ帝野グループ内で働いてるそうですけど」

　さすがに、瀬利が鹿か野の子こや将悟に対する裏切り者であることなどは黙っていた。小都里先生に話しても意味のないことだ。

「異動か。大企業勤めも大変だよなー」

「にしても瀬利っちって……。あ、そういえば……瀬利さんって、小都里先生の学生時代の知り合いなんでしたっけ！」

　ずっと前、深み流りゆう院いん学園に編入したばかりのころ、そんな話を聞いたのを思い出した。

　確か瀬利は、大学時代の小都里先生の後輩なのだ。

「同じゼミを受けてた程度で、特に親しかったわけじゃないけどな」

　ふと将悟は、瀬利の過去に興味を持った。

「学生時代の瀬利さんって、どんな人だったんですか？」

「んー？　なんだ帝野。瀬利っちが美人だからって気になんのか？」

「い、いやまぁ……そんなとこっすかね」

「そうだなぁ。学生時代から無表情で無口で、何を考えてるかイマイチわからなかったよなぁ……。そういえばさ、一度ゼミのセンパイに誘われて、瀬利っちも一緒に合コン行ったんだぜ。合コンだぞ、合コン。すげーだろー。せんせーリア充だろー！」

「はぁ……」

「なのによー、あんときの男ども、せんせーを子供扱いしやがってよー！　小学生が合コンに来ちゃダメとか真顔で説教始めるんだぜ！　マジムカツクだろ!?　え!?」

　小都里先生がプンプンと怒りながら、どうでもいいリア充話を長々と始めたので、将悟は適当に相づちを打ちながらこっそり退散した。

　職員室から出ると、将悟は携帯電話を取り出して心こ乃の枝えにかけた。

　少し長く呼び出し音が続いたあと、通話がつながって心乃枝の声が聞こえた。

『もしもし……将しよう悟ごさん？』

「ごめん、急にかけて。用事ってほどじゃないけど、どうしてるかなって思ってさ」

『すみません、心配させちゃって……。ちょっと落ち込んじゃったけど、もう大丈夫です。明日は学校に行きますから』

　小こ都と里り先生が言ってたとおり、心こ乃の枝えの声は意外と元気そうだった。

「よかった……。本当にすまなかった。母さん、あんなひどいこと言って……」

『ううん。わたしは、何も気にしてません』

「ありがとう。――そうだ、心乃枝。放課後どこかで会わない？　ごはんでも食べよう」

『え、今日ですか？　わたし学校を休んだのに』

「今日じゃないとダメなんだよ。だって今日は……」

　将悟は頭に刻みこんだ今日という日付を思い浮かべながら、言った。

「心乃枝の誕生日じゃないか」
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　心乃枝との電話を終えた将悟は、雅みやびと二人で学校の屋上に来た。

「鶴つる眞まさん、どうだった？」

「思ったよりは元気そうだったよ。今日は心乃枝の誕生日だからさ、夜、お祝いしようって約束したんだ」

「へー、将悟にしちゃやるじゃん！」

「雅も、一緒にお祝いするか？」

　すると雅は目を細めて、ちょっと白い目で見た。

「将悟ってば全然女心わかってない！　二人っきりじゃなきゃ！」

「そ……そうか……」

「ケーキ買って、ちゃんとお祝いしてあげるの。あたしは明日、お弁当のポテトわけてあげるわよ。女どうしなんてそれで充分だから」

「そ、そう？」

　そのくらいなら、むしろお祝いしてほしくない気がする将悟である。

「鹿か野の子こさん、どうして鶴眞さんと付き合うな……なんて言ったんだろ」

　将悟は衣い楠くすとのやりとりを思い返した。

　鹿野子を護衛しながら、衣楠は言っていた。『身元の明確な娘と結婚すれば、もう妹捜しをする必要はない』と。

「おそらく母さんは、俺おれの妹が誰だれか知らない。心乃枝が帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの隠し子である可能性を疑ってるのかもしれないな」

「しかも隠し子の存在は絶対に認めたくない。そのせいで誰だれが本当の妹か調べることもできない……ってわけね」

「それで国くに立たちさんみたいに、身元の明確な人と結婚させようなんて画策し始めたんだ」

　母の強引さに、呆あきれながらため息をつく。

「けどなぁ……、そんなに隠し子って認めたくないもんかな。現実に向き合って事実を認識するべきだろ。父さんも、一年半も前に死んじまったんだし」

「……鹿か野の子こさんってそれだけ、熊くま五ご郎ろうさんのこと愛してたのかも」

「愛してたから隠し子なんか認めたくないってこと？」

「うん。愛してる人が他人との間に子供を作ったら、やっぱショックだよ……」

「そうだろうけどさぁ」

　だとしても、心こ乃の枝えや雅みやびに対する言動を許す気にはなれなかった。

　自分が傷ついたからと言って、他人を傷つけていい理由にはならないはずだ。

「ともかく、早く例の作戦で俺おれたちが兄妹だって証拠を突きつけないと……」

　言いながら、将しよう悟ごは頭を抱えた。

「けど衣い楠くすのやつ、母さんの味方になってるし。素直に実行させてくれるかな……」

　今の状況では、ＤＮＡ鑑定を実行しようにも衣楠の妨害が入ることは明白だ。うまく鑑定を終えて母を説得できるか、不安だった。

「ね、将悟。あたしのお父さんに証言してもらうのはどう？」

「証言って？」

「あたしのお父さんって、熊五郎さんから養育費を渡されてたじゃない。その事実を証言してもらって、鹿野子さんにあたしが妹だって認めてもらうの。――せめて作戦実行くらいなら、させてもらえるんじゃない？」

「なるほど……。雅のお父さんって、会社を経営してるんだよな？」

「社員十人くらいのちっちゃい会社だけど……」

「でも経済誌の取材を受けてたの、読んだことあるぞ。そんな人の言葉なら、母さんでも無視できないはずだ。……けど、説得できるかな」

「養育費受け渡しの証拠になる、銀行取り引きの記録があるじゃない。あれを見せて、お父さんに『このお金は何!?』って追求するの。鹿野子さんみたいに気の強い人じゃないから、すぐ折れちゃうわ」

「いいのか？　雅を実の娘として、ずっと育ててくれたお父さんだろ？　本当は他人の子供だって証言させるなんて……親子関係が悪くならないかな？」

　雅はうつむいて、小さくうなずいた。

「あたしも、恐こわい。何も知らないふりしてたほうが幸せかもしれないけど……でもそれじゃあ、あたしはいつまで経たっても将悟の妹だって認めてもらえない！」

　そうだ。雅みやびの父が、雅を熊くま五ご郎ろうの子だと証言してくれれば、鹿か野の子こだってあんな強引に否定し続けることはできないはず。

　雅の父が秘密を認めてくれれば、強力な援軍になる。

「ちょうど今日はバイトも休みだし、あたし放課後に実家まで戻って、お父さんが帰ってきたらすぐ追求するから」

「俺おれも一緒に行こうか？」

「ううん。一人で平気」

「でも……」

　言いかけて、将しよう悟ごは思い止まった。

　雅一人だとなんとなく不安だけど……考えてみれば、もし将悟が同行すれば、また衣い楠くすの妨害が入る可能性がある。別行動のほうがよさそうだ。

「それじゃ雅、頼めるかな」

　将悟は制服の内ポケットに入れてあった白封筒を取り出した。例の口座記録だ。

「これ、預けておく。コピーだけど、一応なくさないように注意してな」

「平気よ。あたしに任せなさい！　将悟は果報を寝て待ってて」

「そうだ、俺も実家に戻って証拠を探してみるよ。父さんの遺品から、この記録みたいな新たな証拠が見つかるかもしれない」

　平日の夕方なら、鹿野子は仕事で家を留守にしている。帝みかど野の家ではハウスキーパーを雇っているけど、今日はその人も来ない曜日だ。今なら将悟の実家は確実に留守だ。

　そして芽め依いのカフェも定休日でアルバイトは休み。うってつけのチャンスである。

　将悟と雅は、お互いの意志を確認するようにうなずきあった。

　妹を認めさせる戦いは、まだ終わっていない。



　そのころ、学校の屋上に出る階段室の扉の陰に、衣楠がじっと隠れていた。小型の望遠鏡で覗のぞき、将悟と雅の様子を監視している。二人の会話は聞こえないけれど、口の動きから話している内容は大ざっぱに推測できた。

　そして、将悟が雅にあの口座記録を手渡す様子がはっきり見えた。

「神かん凪なぎくんに証拠を預けた……？　ということは、彼女の父親に兄妹の証明を求めるつもりか。おそらく彼女が単独で父親と面会する気だね……」

　衣楠は小さく鼻を鳴らした。将悟くんの考えなどお見通しだ、という顔で。

　しかし、衣楠は困った。

　彼女に与えられた任務は、将悟の妹捜しを阻止すること。だが今、証拠は雅の手に渡っている。二人が別行動を取れば、同時に監視するのは無理だ。

　しばらく考えたのち、スマートフォンを取り出してメールを打った。

『Ｍｒ．Ｊ。応援を要請したい。神かん凪なぎ雅みやびの監視だ。彼女は今日以降、父親と面会する可能性が高い。彼女が妹であると証言された場合、その情報をもみ消すよう工作を頼む』

　書き終わると送信ボタンを押した。このメールアプリは特製のもので、送信した文書が即座に暗号化される。第三者に傍受される心配はない。

　一分ほどして、Ｍｒ．Ｊから返信があった。

『Ｍｒ．Ｘ、応援要請を了解した。至急人員を配備し、秘密裏に神凪邸を張り込ませる』

　一安心して、衣い楠くすはスマートフォンをポケットにしまった。

「……何をしてるのだ？」

　突然聞かれて、衣楠はギクリとした。

　振り返ると、階段の下に芽め依いが立って見上げている。

「嵯さ峨が良らくんか。別に何もしてないよ。日陰で昼休みを堪能してただけさ」

　衣楠は階段を下り、芽依の脇わきを通り抜けようとした。

　二人が横に並んだとき、芽依は横目で見つめながら言った。

「水みず谷たに。お前に話がある」

「……何かな？」

　衣楠は足を止め、振り返りもせず聞き返した。

「重要な話だ。人に聞かれたくないなら、場所を変えてもいい」

「ここでいいさ。言ってみたまえ」

　芽依は真剣な表情でうなずき、衣楠のほうに体を向けた。

「悪いことは言わん。今すぐ、現在の仕事を辞めるんだ」

　衣楠は静かに微笑し、芽依を少し威嚇するように睨にらみつけた。

「面白いね。ボクに対する警告かな？」

「そうだ」

「辞めさせたいのなら、力ずくで辞めさせるかい？」

　芽依はうろたえた様子もなく見返している。

「水谷衣楠。お前は……実に損をしている」

　芽依は衣楠に向かって、ビシッと人差し指を突きつけた。

「今すぐわたしのカフェに転職し『しすたぁず』として働けば、たちまち人気者間違いなし！　カフェの売り上げもがっぽがっぽ!!　現在の数倍の年収も夢じゃないぞっ!!」

「…………」

「どうだ？　ウチの専属しすたぁずになる気はないか？　悪くはしないぞぉ～」

　アヤしいスカウトマンの顔でヘラヘラ笑いながら、ゴマすりみたいに両手をスリスリさせる芽依である。

「は、はは……。考えておくよ。考えるだけ、ね」

　衣い楠くすは苦笑いを浮かべながら階段を下りた。

「う、ウチのカフェは完全週休二日制だぞ～」

　ちょっと情けない芽め依いの声が追いかけてきた。

　――やれやれ、ボクもピリピリしているね。

　衣楠は、なぜか自分の気持ちに余裕がないことを感じていた。



　　　　§



　放課後になると、将しよう悟ごと雅みやびはすぐに帰宅の準備をして校舎から出た。

　グラウンドのほうから、運動部が準備を始める声が聞こえている。鞄かばんを持って帰宅する生徒たちの姿も見える。いつもと変わらない、放課後の光景だ。

　将悟と雅はグラウンドを横切り、正門に向かって歩いた。

「それじゃ、あたしはお父さんが帰るのを待って、説得するから」

「頼んだ。俺おれも実家で証拠を探してみるよ」

　お互いの行動を確認し、二人でうなずきあう。

「どこへ行くつもりだい？」

　校舎の玄関から、二人のあとを追うように衣楠が近づいてきた。

「雅！　走れ！」

　将悟は雅の手を引き、正門に向かって駆け出した。

　ザッ、と背後でグラウンドを蹴ける音がした。

　一陣の風が将悟たちを追い越し、前方に向かって吹き抜ける。

　直後、将悟の胸に重い衝撃が打ち付けられた。体が押し返され、一瞬、紙切れのように軽くふわりと浮く。

　すぐに体が重くなり、将悟は地面に尻しりもちをついた。

「うっ……く……」

「将悟！」

　雅が手を握ったまま叫んだ。

　目の前に立った衣楠が見下ろし、まっすぐ右手を突き出している。

「頼む、衣楠……。お前と敵になんて、なりたくない……」

　しかし衣楠は冷徹な表情を崩すこともなく、制服のポケットから赤紫色の液体が入った小こ瓶びんを取り出した。

「どうしても行くというのなら、無理にでもこの薬を飲んでもらおう。一定期間、思うように舌がまわらなくなる薬だ」

「お……おい、冗談だろ……？」

　衣い楠くすは小こ瓶びんのふたを開けながらにじり寄ってくる。将しよう悟ごは尻しりもちをついたまま後ずさりした。雅みやびは腰をかがめて、怯おびえた様子で寄り添っている。

　将悟と雅の前に立ち、衣楠が見下ろした。

　無表情で、任務をこなす忠犬のような目だ。

「お待ちなさいませ」

　振り返ると、凜りん香かが腰に手を当て厳しい目つきで睨にらんでいる。

「校内での暴力行為は断固厳禁。生徒会として見逃せません！」

「ひ～ん、二人とも、仲良くしなきゃダメだよ～！」

　後ろでは愛ま菜ながおろおろした顔でうろたえている。

　衣楠は無表情のまま凜香を見た。

「任務のジャマはさせない。この薬を飲ませるまで、黙っていてもらえるかな」

「深み流りゆう院いん学園校則にも明記されております。『生徒間のトラブルが起きた場合、教員のみならず、生徒自身も自主性を持って解決に努力すること』と！　見逃すなど言語道断!!」

「そうか。ならば……」

　衣楠は小瓶をポケットに戻し、凜香を睨みながら右手で手刀を構えた。

「しばらく眠っててもらうよ！」

「国くに立たちさん！　逃げろっ！」

　将悟が叫ぶと同時に、衣楠は風のように地面を蹴けった。

　一瞬のうちに衣楠は凜香の正面に立ち、手刀を彼女の首筋めがけて打ち下ろす。

　ガッ……と、骨と骨が衝突するような音が響いた。

「な……？」

　衣楠は制止したまま、呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　振り下ろされた衣楠の手首を、凜香が片手でつかんでいる。

「こう見えても、幼いころより厳しくしつけられておりますので」

　衣楠はフッ、と笑みを浮かべた。

　つかまれた手をふりほどき、飛とび退のいて間合いを取る。

「少しは腕に覚えがあるようだね。ならばボクも遠慮する必要はなさそうだ」

　凜香と衣楠は正面から向かい合い、視線を激突させた。

　どちらも一歩も動かない。無言のまま、相手の隙すきを見極めている。

「なんだ、ケンカか？」

「先生呼んだほうがよくない？」

　いつの間にか周囲に人が集まって、屹きつ立りつした両者を不安そうに眺めていた。

「ご心配なく、ちょっとしたお手合わせです」

　凜香が振り向き、周りの生徒たちに笑顔を向けた。

　その隙すきをついて……衣い楠くすが風のように動いた。

「国くに立たちさん、危ない！」

　将しよう悟ごの声に気づき、凜りん香かは視線で衣楠を捜した。

　だがすでに遅かった。衣楠は凜香の背後にまわり込んでいる。

「やめてくれっ！　衣楠!!」

　ザアッと砂煙を立てながら地を踏みしめ、背後から凜香の首筋に向けて、構えた手刀を大きく振り下ろした――。

　次の瞬間、凜香の立ち位置からブワッと噴火のような砂煙が舞い広がった。

　塵ちりが目に入りそうになって、思わず目を閉じる。周囲の生徒たちが口に手を当てゲホゲホと咳せきこんだ。

　しばらくして、徐々に砂煙が収まっていく。将悟はおそるおそる目を開けた。

　シンと静まりかえっていた。何も動かなかった。

　目を開けたとき、砂煙の中から現れたのは……仰向けに倒れた衣楠の姿だった。

　彼女の右腕を凜香ががっしりと捕らえ、見下ろしている。

　倒れた衣楠は、信じられない顔で呆ぼう然ぜんと空を見上げていた。

「このボクが……押さえ込まれた……？」

「みなさん。これが国立家に伝わる護身術の一つ、国立流背面背追いですわ。覚えておけば、きっと痴漢撃退に役立ちますわよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　凜りん香かは周りの生徒たちに向かってニコッと笑いかけた。

　たちまち「おぉーっ」という歓声と拍手がわき上がる。

　――いやいやいや、護身術ってレベルじゃねーだろ……。

　汗一つかいてない凜香に、空恐ろしさすら感じる。

　敵にしちゃいけない……。未み来らい永えい劫ごう、国くに立たちさんだけは敵にしちゃいけないぜ……。

「神かん凪なぎ！」

　集まっていた生徒たちの中から声がした。

　芽め依いだ。いつの間にか来ていたらしい。

「行くところがあるんだろ!?　今のうちだぞ！」

　衣い楠くすは倒れたまま、芽依を見上げた。

「気づいてたのか……？　ボクが神凪くんたちを監視していたと……」

「む？　なんのことだ？」

　芽依はすっとぼけた声で衣楠の横にかがみ込んだ。

「それより相談だ。わたしのカフェで働けばな、福利厚生として安価でコスプレ衣装のレンタルサービスが……」

　ペラペラしゃべり始める芽依に、げんなりした表情の衣楠である。

「センパイ、ありがと！　ほら座ってないで走るわよ、将しよう悟ご！」

　雅みやびに腕を引っ張られ、将悟は立ち上がった。

　そのまま一気に校門の外へ走り出る。

「なんとか衣楠から逃げられたな」

　呼吸を整え、二人で顔を見合わせた。

「ここからは二手だ。何か進展があったら連絡しよう」

「わかった。――あたし、絶対に将悟の妹だって認めてもらうから」

　そうして二人は、それぞれの実家へ向かって駆け出した。



　雅と別れた将悟は、一時間以上電車を乗り継ぎ、実家の前へとやって来た。

　都心から離れた閑静な高級住宅街の一角に、三階建ての一軒家がある。角砂糖を組み合わせたようなキューブ型のデザインに、小さな庭のついた家だ。

「意外といいセンスしてるじゃない。社長の住む家としてはまぁまぁね」

　将悟の隣で、柚ゆず璃り奈なが家屋を見上げながら言った。

　準備を整えるためいったん家に戻った将悟は、玄関前で学校帰りの柚璃奈と出くわした。そこで頼み込んで、一緒に来てもらったのだ。

「……で、わたくしをどうするつもり？　家に連れ込んで辱はずかしめようと言うのかしら。このヘンタイロリコン」

「辱はずかしめないって。――言っただろ？　父さんの遺品を調べる手伝いを頼みたいんだ。ほら、柚ゆず璃り奈なは探偵事務所に出入りしてるし、こういうの得意そうだから」

「ま、いいわ。帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの遺品から『ふうちゃん』の手がかりも発見できる可能性があるし。手を貸してあげる」

「助かるぜ。……母さんが一通り整理してるはずだから、どれだけ証拠が残ってるかわからないけどな」

「現場百回。それが調査の基本よ」

　探偵みたいな顔つきの柚璃奈だ。母親が興信所を経営しているだけのことはある。

　将しよう悟ごと柚璃奈は玄関から中に入った。靴を脱ぎ、廊下をまっすぐ進む。

　鹿か野の子こは仕事で留守だから、人の気配はない。

　久しぶりの実家で、自分の部屋が気になった。けど、今は時間が惜しい。突き当たりの階段を上り、まっすぐ三階へ上がった。

　三階には広めの部屋が一つある。生前の熊五郎が使っていた書斎だ。

　ドアを開けて中に入ると、当時の家具が今も残されている。木製のデスクには電話機やパソコンが置かれ、本棚には分厚い本がぎっしり詰まっている。ビジネス書や経済書など、どれもお堅い本ばかりだ。

　戸棚にはカラーファイルが何十冊も並び、コピー機やファックスもある。まさしく仕事のために用意された書斎だった。

「さて、始めるか。柚璃奈も気になる場所があったら、遠慮なく調べてくれ」

「そうね。まずはパソコンを見させてもらうわ」

　将悟は熊五郎の書斎を見まわし、手始めに戸棚の前へと歩いた。

　書類の挟まってそうなファイルを取り出し、中を開けてみる。

　……空だった。そのファイルには書類の一枚も挟まれていなかった。

　肩すかしを食った気分で、次のファイルを手に取った。それもまた、空だった。

　そうして部屋を調べ始めて十分後。

「なんにも残ってねぇな……」

　将悟はガッカリした声を出した。

　足元には調べたカラーファイルの山が積み重なっている。ファイルの中身は……すべて空だ。紙切れ一枚すら挟まっていない。あらかた鹿野子が整理したあとのようだ。

　すると、デスクに座ってパソコンモニターに向かっていた柚璃奈が言った。

「こっちもよ。見なさい、これを」

　将悟はデスクの前に歩き、パソコンの画面を覗のぞき込んだ。デスクトップ画面が映し出されている。旗のようなＯＳのロゴが描かれた壁紙だ。

「壁紙すら変更してないわ。アプリケーションもプリインストールされたものばかり。新品のＰＣみたいにね。どういうことかわかる？」

「父さん、パソコンを使ってなかったとか？」

「キーボードを見て。指紋や手て垢あかで汚れてる。数年は使用してるはず」

「え……。ということは……」

「おそらく帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの死後、誰だれかがＰＣを初期化したのよ」

　ＰＣの初期化。リカバリディスクを使って、パソコンを購入時の状態に戻したらしい。

「データを消去したのね。おかげでメールもアドレス帳のデータも一切残ってないわ」

　うぅむ……と将しよう悟ごは考え込んだ。

　熊五郎の死後にこの書斎に入ってパソコンを初期化できる人物と言えば……鹿か野の子こだ。

「戸棚のファイルと同じだな」

　将悟は空っぽのカラーファイルを一つ手に取り、振って見せた。

「こんなにファイルはあるのに、中身は全部空っぽ。これも母さんが中身だけ捨てたか、別の場所に移したんだ」

　パソコンや戸棚のファイルだけじゃない。この書斎からは、生前の熊五郎の書類など一枚も見つからなかった。あるものは、家具も書籍も文房具も、どれも一般的に売られているものばかり。

　まるでモデルルームのように、形ばかりの書斎と化していた。

「母さん、何も残さず整理したのかよ。まぁ、父さんが死んで一年半も経たってりゃ無理もないか。……これじゃ証拠なんか見つかりゃしないぜ」

「そうかしら？　家具などの遺品は処分されてないのに、生前の書類だけは徹底的に消している。死後に必要な書類だってあるでしょう？　少し不自然じゃない？」

「というと？」

「むしろ何もない事実が、何者かの存在を物語っているわ。帝野鹿野子は夫の隠し子を誰にも知られたくない。そこで手かがりとなる書類が残らないよう、証拠隠滅したのよ」

「その行動が皮肉にも、隠し子は確かに存在すると証明してるのか」

「そして事実が物語ることはもう一つ。帝野鹿野子は、本当に隠し子が誰なのか知らないでいる。――もし知っているのなら、その娘に関する情報だけを破棄すればいい。なのに根こそぎ消去した理由は一つ」

「どれが隠し子の手がかりとなる情報か、判断がつかないから……」

　柚ゆず璃り奈なはうなずいた。

　鹿野子は隠し子を許せないかもしれない。隠し子の存在はスキャンダルになるかもしれない。だからといって、さすがに執念深すぎないか？

　尋常じゃない。執しつ拗ようなまでに隠し子の存在を消そうとする母に、身震いすら感じる。

「けれど人間のすることである以上、ミスはつきもの。灯台もと暗し。意外なところに証拠が残されているかもしれないわ」

　柚ゆず璃り奈なに言われて、将しよう悟ごたちはまた書斎の中を丹念に調べまわった。

　デスクの引き出しにクローゼット。留守番電話の録音テープからコピー機のトレイまで調べてみたけど、生前の熊くま五ご郎ろうを示すものは何一つない。

「こりゃ無駄骨か……」

　これ以上いくら探しても、何も見つけられなさそうだ。これだけ念入りに消されているのなら、家中探しても結果は同じだろう。

「落胆する必要はないわ。帝みかど野のグループ社内、役所、銀行……外には帝野熊五郎の行動を示す書類がいくらでも残ってる」

「そうなると調べるのも大変だよなぁ。衣い楠くすさえ協力してくれたら……」

　つくづく、衣楠と対立している現状が残念でしょうがない。

　突然、ピンポーンと家のインターホンが鳴り、将悟はビクリと背筋をこわばらせた。

　しばらくして玄関のほうから、ガチャッと鍵かぎを開ける音が響く。

「母さん、もう帰ったのか!?」

「落ち着きなさい。あなたの母親は自宅へ入るのにインターホンを鳴らすの？」

「言われてみりゃそうだな……。じゃあ誰だれが……？」

　書斎のドアに近づいて階下の気配をうかがうと、階段を上ってくる足音が響いた。あちこちの部屋のドアを開けている。まるで、将悟がいると知って探しまわっている様子だ。

「衣楠が追ってきたのか!?　マズい、柚璃奈、隠れろっ!!」

「隠れるってどこに!?」

「あそこだ！　デスクの下に！」

　将悟は部屋の明かりを消すと、柚璃奈の背を押してデスクの下に潜り込んだ。椅い子すを手前に寄せてカムフラージュし、じっと息を押し殺す。ここなら書斎のドアから死角になって見えないはずだ。

「ち……ちょっと、帝野将悟、もっと離れなさいっ」

　耳元で柚璃奈が苦しそうな声を出した。

　柚璃奈は将悟に重なるように仰向けになり、足を折り曲げている。スカートがまくれ上がり、ほっそりした太ももが丸見えだ。

「見るなっ！」

　柚璃奈は足の裏で将悟の胸を押し返そうとした。

「こ、こら、動くなっ。これ以上離れられないって」

「うるさい離れろっ！　ゲス！」

　両足で胸を蹴けられ、ガゴッ！　と将悟の頭がデスクの天板に激突した。

「いってぇっ!!」

　脳天が割れるような痛く、頭を抱えてうずくまる。

　倒れた将しよう悟ごの体に割り込まれ、柚ゆず璃り奈なは大きく股またを広げた。

「ひっ」

　柚璃奈は涙目になって悲鳴を上げた。

「よっ、寄るなっ！　散れっ！　死ねっ!!　今すぐ失うせろっ！　このケダモノっ!!」

　両足で挟んだ将悟の脇わき腹ばらや背中を何度も蹴けり、両手で彼の髪をわしづかみにして激しく上下に引っ張った。後頭部がガンガンと天板に打ち付けられ、顔面はボフッ、ボフッと柚璃奈の胸に押しつけられる。

「いっ、痛いっ、痛いって！　髪を引っ張るな、これじゃ離れられないから！」

「黙れええっ！　殺す、絶対殺すっ!!」

　柚璃奈はスカートがまくれ上がるのも構わず、繰り返し将悟の体を蹴りつけた。

　次の瞬間、ガラッと書斎のドアが開き……将悟と柚璃奈は思わず息を止めた。

　誰だれかが立って、中を覗のぞいていた。



　そのころ、雅みやびは電車を乗り継いだ先の駅で下り、実家への道を小走りに駆けていた。通りに沿ってマンションや雑居ビルが並び、やがてコンビニの看板が見えてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　陽ひが傾き、道に落ちる影が少しずつ長くなっていた。

「早く……早く行かなくちゃ」

　はぁはぁと息を切らしながらつぶやく。

　早くお父さんに証拠を突きつけて、説得しなくちゃ。

　雅みやびは焦っていた。一刻も早く将しよう悟ごの妹だって認めてほしかった。

　なんでこんなに焦るのか、自分でもわからない。

　悪い予感がしていた。何か、よくないことが近づいてる気がした。

　そんな予感が、ますます雅の足を速めさせている。

　一台の黒塗りの車が雅を追い越した。続いてもう一台……。

　雅は思わず、二台連なった黒い車を見つめた。どちらにもスーツを着た男たちが三、四人乗っている。

　そして二台目のバックガラスの中を見たとき……

「あの人……!!」

　雅は見覚えある後ろ姿を見つけた。

　瀬せ利り吏り沙さ。将悟の敵である女がそこにいた。



　将悟と柚ゆず璃り奈なは一階にあるリビングのソファに座っていた。

　Ｌ字型のソファの前にはテーブルがあり、その向こうに大型の液晶テレビの設置されたテレビラックがある。

「ほんとお久しぶりねぇ。将悟お坊ぼつちゃまったら、こんなにたくましくなって」

　エプロンをつけた六十歳くらいの女性が、嬉うれしそうにニコニコ笑顔を浮かべながらお茶を出してくれた。

　書斎に入ってきた人物は、ハウスキーパーの守もり本もとさんだった。もう五年くらい帝みかど野の家の家事を手伝ってくれている人で、将悟もすっかり顔なじみだ。

「あの、どうして俺おれたちがいるって気づいたんですか？」

「そりゃ、玄関に靴がありましたもの」

「あ……そうか……。でも守本さんが来る日って今日でしたっけ？」

「最近、お手伝いする曜日が変わったんですよ」

「そうだったんですか……。俺がいたこと、母さんに内緒にしてもらっていいですか？」

「やーねぇ、言われなくてもわかってますよぉ」

　守本さんは「ほほほ」と笑いながら、将悟と柚璃奈を交互に見た。

「こんなかわいいお嬢ちゃんですもの、恥ずかしいわよねぇ。どうぞ、ゆっくりしてね」

　いろいろ誤解した言葉を残し、守本さんはキッチンへ戻っていった。

　ソファに座る柚璃奈が、さっきから白ーい目で睨にらんでいる。

「わざとだわ。絶対わざとよ……。わたくしを手て篭ごめにする気だわ……」

　ぶつぶつ恨みがましい声でつぶやいていた。

　守もり本もとさんもいるし、これ以上証拠探しを続けるのも無理そうだ。

　お茶を飲み終わると、将しよう悟ごはガラス戸の外を見た。ガラス戸の向こうは小さな庭で、傾きかけた陽ひ射ざしに照らされて明るく輝いている。

「そろそろ帰るか。悪かったな、柚ゆず璃り奈な。せっかく来てもらったのに」

「別にいいわ。帝みかど野の鹿か野の子この執念がわかって興味深かったし」

　立ち上がりかけたとき、また守本さんがリビングに入ってきた。

「そうそう、将悟お坊ぼつちゃま。これ……処分していいのかしらねぇ」

　言いながら、大きめの黒いポーチを差し出した。受け取るとどっしり手応えがある。

　ファスナーを開けて中を見ると、ハンディサイズのビデオカメラが入っていた。

「どうしたんですか、これ？」

「こないだ、物置を整理してたら出てきたんです。熊くま五ご郎ろうさんの持ち物らしいけど、壊れてるのか、よくわからなくって。お坊ちゃまなら機械にお詳しいでしょう？」

　スイッチを押しても電源は入らない。壊れたか、バッテリー切れのようだ。

「電源ケーブルみたいなの、ありませんでした？」

「見ませんでしたけどねぇ。古い荷物の中に交ざってましたから……」

　ボディーには『miniDV』というマークが印刷されている。デジタルビデオテープに録画する形式で、十年ほど前に標準的に使われていたものだ。

　熊五郎が昔使っていたビデオカメラ。何を撮ったんだろう……。

「カメラで撮ったビデオテープ、残ってませんか？」

「ビデオは押し入れに何本もありましたけど、熊五郎さんがお亡くなりになったあと、鹿野子さんが全部処分されたんです。お止めしたんですけど、どうせ再生できないからとおっしゃって……」

　カメラを調べてみます、と答えると、守本さんはまたキッチンのほうへ姿を消した。

　ビデオカメラを見つめながら、将悟は考え込んだ。

「これも証拠隠滅……だよな」

「そうね。思い出の記録をあっさり捨てるとも思えない。ファイルやＰＣのデータ同様、根こそぎ抹消したんだわ」

「カメラだけ残ってても意味ないしなぁ……」

　将悟はやるせない思いで、ビデオカメラをテーブルに置いた。

　柚璃奈が手に取り、興味深そうな目であちこち眺め回している。

　両手で持ち、パカッと本体側面のふたを開けた。

「あ……」

　将しよう悟ごは思わず声を出した。

　ふたの中から、小さな四角いカセットが飛び出している。

　ビデオテープが一本、入ったままだったのだ。

「帝みかど野の鹿か野の子こは保存されたテープを処分したことで安心し、本体にテープが入れっぱなしになっている可能性に気づかなかったようね。灯台もと暗しだわ」

　柚ゆず璃り奈ながニヤリと笑う。

　将悟は小型のビデオカセットを手に取った。

　何が映っているのかわからない。空のテープかもしれない。

　しかし何か映っていれば、それは生前の熊くま五ご郎ろうが残した痕こん跡せきの一つ……。

「学校の視聴覚室なら再生できるかもしれないな。念のため調べてみるよ」

　カセットをポケットに入れたとき、携帯電話が鳴った。電話の相手は雅みやびだ。

「もしもし、雅か？　こっちはそろそろ切り上げようと……」

『助けて……』

　電話の向こうから、怯おびえる雅の声が聞こえた。

「雅!?　どうした、今、どこにいる!?」

『今……お父さんの会社の近く……。会社に瀬せ利りって人が来て……。周りに黒いスーツ着た男の人がたくさんいるし、あたし……どうしていいかわかんなくて……』

「雅！　雅っ!!　すぐに行く、待ってろ!!」



　　　　§



　将悟は柚璃奈と別れ、電車を乗り継ぎ、大急ぎで雅の実家のある街へとやって来た。

　着いたときには、もう陽ひが暮れかかっていた。空は薄暗く、一番星が輝き、西空だけが赤々と燃えている。

　雅の父の経営する会社は、彼女の実家の近くにあるらしい。

　携帯電話で地図を確認しながら、雑居ビルの立ち並ぶ細い通りを歩いていた。

「この辺りのはずだけどな……。誰だれかに聞いてみるか」

　周囲を見まわすものの、あいにく人の姿はない。

　電柱に書かれた番地を見ながら地図と照らし合わせた。

「この先の道を曲がればいいのか……」

　確認して歩き出そうとしたとき……いつの間にか目の前に、二人の男が立っていた。体格のいい若い男たちだ。髪をオールバックになでつけている。真っ黒なスーツを着て、じっと将悟を見つめていた。

「…………？」

　けげんな思いをしながら、彼らの横を通って進もうとした。

　ところが、二人の男が行く手をさえぎるように立ちふさがる。

　さらに脇わき道みちから同じ格好をした男たちが現れた。三人、四人と次々に現れ、七人もの男たちが無言で将しよう悟ごの周囲を取り囲んだ。

「何か用ですか？」

　聞いても答えない。正面の男たちの間を突破しようと走り出した。

　すると男たちは素早く将悟の腕をつかみ、後ろ手にひねりあげた。

「くっ……は、離せっ!!　なんなんだ、あんたら!?」

「ご無礼、申し訳ありません。この先へはお通しするなとの命令ですので」

　なんで彼らが敬語口調なのかわからない。

　彼らの姿をよく見て、将悟はスーツのデザインに見覚えがあるのに気がついた。

「……帝みかど野のグループのＳＰか!?」

　間違いない。重役クラスの社員の警護を担当する私設警備員だ。

　やがて曲がり角の向こうから、一人の女性が現れた。

　モデルのように背が高く、細いメガネをかけ、黒いハイヒールの靴音を響かせる女……。

「将悟さま。神かん凪なぎさまを追って来るかと、お待ちしておりました」

　瀬せ利り吏り沙さは将悟の前に立ち、無表情の中に潜む冷酷な視線を向けた。

「ど、どうして俺おれたちが来るって……」

「わたくしどもの情報網を甘く見ないでください。常にあらゆる情報を得なければ、秘書は務まりませんから」

「雅みやびのお父さんの会社に行ってたんだってな！　なんの用だ!!」

「むろん商談です。取り引きさせていただくため、ご挨あい拶さつにうかがったのです」

　瀬利は黒スーツの男に命令した。

「お連れしなさい」

　口を押さえられ、将悟は男たちに引きずられるようにして、小さなビルに挟まれた路地裏に連れ込まれた。

　将悟はビルの外壁に背を押しつけられた。正面に瀬利が立ち、逃げ場をふさぐように両手をつき、まっすぐ将悟を見つめる。

　蛇のような目だった。動けばすぐにも毒どく牙がで噛かみつくような気配を漂わせていた。

「将悟さまとお話があります」

　瀬利を残し、男たちは路地裏から出て姿を消した。

　薄暗いビルの谷間で二人きりになると、瀬利は口元を歪ゆがめ、邪悪めいた笑みを浮かべた。背筋に悪寒を呼び起こす微笑。氷の刃を突きつけられた冷たさだ。

「どうして雅を嗅かぎまわる？　瀬利さん、何が目的なんだ？　俺が社長になるのを妨害したいのか!?」

「なぜ社長になりたがるのですか？　社長など、駒こまの一つにすぎませんのに」

「駒だって……？　適当なこと言わないでくれ。父さんがいなかったら、今の帝みかど野のグループは存在しなかっただろ」

「では一つ、面白い話を教えて差し上げましょう」

　ふふ、と笑って、瀬せ利りは話し始めた。

「今から二十年以上前、帝野グループ……いえ、当時の帝野商事は、苦境に立たされておりました。それまで順調だった成長が下降し、経営が傾き始めていたのです。当時の社長であった帝野虎とら之の助すけさまは、帝野商事再建のため苦闘されました。この社会で生き残るため、帝野商事はいくつもの企業と合併し始めました。それが現在における帝野グループの経営多角化戦略の礎いしずえとなったのです」

「だ、だからなんだ。そのくらい俺おれだって知っている」

「やがて帝野商事の将来を左右する大きな合併話が持ち上がりました。成功すれば帝野商事は一段と大きな企業となり、経営を安定させられるでしょう。決して失敗は許されないものでした。――そのようなある日、虎之助さまは息子の熊くま五ご郎ろうさまに、一つの縁談を持ちかけたのです。相手は合併相手として狙ねらう企業の社長の娘でした。――彼女のお名前を、鹿か野の子こさまと申します」

　いつの間にか、のどがカラカラに乾いていた。声を振り絞るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「そ……それって……」

「そうです。熊五郎さまと鹿野子さまは、政略結婚で結ばれた、愛のない夫婦なのです」

　瀬利は怯おびえる子猫を見る目で微笑した。

「企業において、社長などただの駒。チェスのキングにすぎません。いくらでも取り替えのきくキングです」

　将しよう悟ごは何も答えられなかった。

　――父さんと母さんが……政略結婚？　愛のない夫婦……？

　俺は、愛もない二人の間に生まれたのか……？

「もしそれでも社長になりたいと言うのでしたら……わたくしと協力しませんか？」

　瀬利は耳元に顔を近づけ、甘くささやく声になった。

「協……力……？」

「将悟さまが社長となった暁には、わたくしを秘書としてください。手取り足取り、一心同体となって将悟さまをサポートいたしましょう。……こんなふうに」

　彼女の冷たい指先がほおをなで、首筋を這はった。

「や、やめてくれっ！」

　将悟は叫び、瀬利の腕を振り払った。

　直後、瀬せ利りは片手で将しよう悟ごの首筋をつかみ、彼の頭を壁に押しつけた。

「政略結婚くらいで驚いてはいけません。社会とは、欲望にまみれた世界。一人前の社長になりたいのなら、女を知ることも大切ですよ」

　彼女の手首を引き離そうとしても、びくともしない。細腕からは想像もつかない恐ろしい力だった。

　――な、何者だ、この人……。

　瀬利はもう片方の手でスーツのボタンを二つほど外し、さらにシャツの胸元に指をかけ、ゆっくり引き下ろす。

「どうでしょうか、将悟さま。わたくしが女というものをお教えいたしましょう」

　裏路地の薄暗い空気の中で、瀬利の胸がぼんやり白く浮かび、谷間を作っていた。

「そ……そんなことをしても……瀬利さんと協力なんかしない……」

　瀬利の手に力が入り、将悟の首筋を締め上げる。キリキリと彼女の爪つめが食い込み、のどが圧迫されて息苦しい。

「ぐ……ぅっ……」

　視界がぼんやり霞かすみ、意識がもうろうとする。

　歪ゆがむ視界の中で、瀬利はぐいっと顔を寄せ間近で睨にらみつけた。

「ほう。女を抱く度胸もないのなら、おとなしく鹿か野の子こママのおっぱいでも吸っていなさいな、坊や」

　瀬利はポケットから小型のスプレーを取り出し、将悟の顔面に向けて噴射させた。

「ぅげほっ!?」

　たちまち顔の皮膚がピリピリと痛み、のどの奥がチクチク刺されるように咳せきこむ。催涙スプレーだ。

「少々、おとなしく願います」

　瀬利はスプレーを戻し、パチンと指先を鳴らした。

　待ち構えていたように、裏路地の入り口に黒スーツのＳＰが一人現れる。

「ホテル・ミカドノのスイートルームへ、将悟さまをご案内なさい」

　だが、返事はなかった。男は突っ立ったまま動かない。

「……聞こえないのですか？」

　直後、男の体が投げ出されるように、バタッと地面に倒れた。

　男の背後に、一人の人物が立っていた。薄暗い夕ゆう闇やみの中に、黒装束と大きなサングラスが溶け込んでいた。

「瀬利、やはりここにいたか。帝みかど野のグループのＳＰは弱すぎる。これでは深み流りゆう院いん学園の女子高校生にすら勝てないよ」

「い……くす……？」

　将しよう悟ごは薄目を開けて、近づいてくる彼女の姿を見つめた。

　瀬せ利りが憎々しげに鼻を鳴らし、つかんでいた将悟の体を放ほうり出した。

　将悟は地面に投げ出され、両手をついたままゲホゲホと咳せきをした。頭がふらつき、思考もままならない。

「将悟くん！　将悟くん、しっかりしたまえ!!」

　駆けてくる衣い楠くすの声が頭に響く。

　――俺おれを……助けてくれたのか……？

　苦しさの中で、ぼんやり彼女のことを考えた。



　ベンチに寝かされながら涼しい風に吹かれていると、ようやく顔の痛みも引いてきた。

　ここは住宅地の道路を走るバスの停留所だ。

　陽ひは落ちて、空が紫色に染まっている。周囲にある家々に明かりが灯ともっていた。

「調子はどうかな」

　ベンチの前に衣楠が立っている。歩けない将悟を、ここまで運んでくれたのだ。

　将悟は体を起こし、ベンチに座り直した。

「……のどが少し痛いけど、大丈夫そうだ。瀬利さん、追わなくていいのか？」

「キミを放り出していいのなら、ね」

「すまん。俺もふがいないよな。――瀬利さんって何者なんだ？」

「ボクにも正体は不明だ。少なくとも、単なる秘書でないことは確かだね。追っても追っても尾をつかませない。狐きつねのような人間だよ」

「衣楠が来てくれなかったら、俺、何をされてたか……」

「将悟くんを助けに来たわけじゃない。瀬利が神かん凪なぎ一かず馬ま氏の会社に向かったという情報を得て、追って来たんだ」

　助けたわけじゃないと言われて、少し残念な気持ちがした。やはり彼女は、将悟の味方になってくれたわけじゃないらしい。

「でも……助けられたのは事実だよな。ありがとう」

　礼を言うと、衣楠はちょっと照れたように目を伏せた。

「将悟くん。キミは、ボクが止めても妹捜しを止めないつもりかい？」

　しばらく黙って、将悟はうなずいた。

「止めないさ。衣楠を敵にしたいわけじゃない。母さんの命令に従わなきゃいけない立場もわかる。……だけど俺は何よりも、雅みやびの味方でいてやりたいんだ」

　衣楠は将悟の隣に座り、しばらくの間、暮れゆく空を見上げていた。

「Ｍｒ．Ｊは言っていた。『我々が仕える相手は帝みかど野のグループだ』とね」

「ミスタージェイ？」

「ボクたちのボスさ。彼の言葉どおり、ボクたちは帝みかど野のグループの発展のために活動している。誰だれか個人の味方になりはしない。たとえ相手が社長であろうともね」

「え、それじゃあ母さんの味方でもないのか？」

「ボクは最初、鹿か野の子こ氏の依頼を受けて将しよう悟ごくんを監視していた。だが、依頼をこなしながら疑問に感じていた。これが本当に帝野グループのためになるのか、とね。そこで鹿野子氏に説明を求めたんだ」

　　　　◇

「わたしの依頼に異論があるのですか？」

　夜の社長室。窓の前に立った鹿野子は、衣い楠くすに背を向けながら言った。

「異論ではありません。将悟くんが自分の妹を捜してはいけない理由を、お聞かせ願いたいのです」

「当然です。将悟に妹などおりません。よけいなことを考えず、生涯の伴はん侶りよを捜してほしいだけです」

「お言葉ですが、存在しないことを証明するためにこそ調査をするべきでは？」

　鹿野子は窓の外の夜景を見つめたまま、しばらく黙っていた。

「……衣楠。深み流りゆう院いん学園ではそう名乗っているのでしたね」

「Ｘで結構です」

「ではＸ。あなたは将悟が社長になることを望んでおりますね？」

「はい。将悟くんならきっと、帝野グループをよい方向に率いてくれるでしょう」

「でしたら――将悟を、『妹』に触れさせてはなりません」

　振り返った鹿野子の表情が、不安に揺れていた。

　こんな弱気な顔の彼女を、衣楠は見たことがない。

「将悟は……決して、あの秘密を知ってはなりません。彼がそれを知ったら、きっと失望するでしょう。帝野家を去るかもしれません。ですが何よりも……帝野グループの社長となる者が、あのような秘密を抱えていてはならないのです。これは……あの子を、将悟を守るために必要なことなのです」

　　　　◇

　聞いて、将悟は呆ぼう然ぜんとした。

「俺おれが知ってはいけない秘密……？　なんだ、それ」

「ボクにもわからない。しかし鹿野子氏は、その『秘密』が知られることを恐れていた」

　将悟は考えた。親が息子に教えられない秘密……。

　ふと、昔見たドラマを思い出す。主人公がひょんなことから、自分が両親の実子ではないと知る筋書きだ。

　将悟の額ひたいに冷や汗が流れ落ちた。

「まさか……俺おれが、本当は父さんや母さんの子じゃない……とか……？」

「将しよう悟ごくん、それはただの憶測だ」

　衣い楠くすがあわてた様子で将悟の言葉を止めた。

「そ、そうだよな。戸籍謄本にも俺は両親の実子って記載されてるし……」

「とにかく、ボクはどんな秘密であれ、将悟くんが知ることで手遅れになるのを恐れた。そこで『秘密』の正体が判明するまでは、キミが妹について調べるのを防ぐことが賢明だと判断したんだ」

「それで母さんの味方……って立場を取ってたのか」

　衣楠はうなずき、二人は無言になった。

　しばらくして衣楠は立ち上がり、将悟を見下ろした。

「キミは神かん凪なぎくんが妹だと突き止め、ＤＮＡ鑑定によって証明し、鹿か野の子こ氏に認めさせようとしている。――だけどそれは、開けてはならないパンドラの箱を開けようとする行為なのかもしれない」

　道路をバスが走ってきて、停留所で止まった。

　衣楠はバスの乗車口の前に立ち、将悟を振り返る。

「ボクは行くよ。鹿野子氏に今日の出来事を報告しなければ」

「あぁ。……衣楠、せめて学校では、仲良くやろうな」

　衣楠は将悟を見つめ、ほんの少し笑顔を見せた。

「つくづく、ボクは甘いな。どうやらキミの敵には、なりきれなさそうだ」

「俺も……かな。衣楠が敵だと思っても、やっぱりどこか、信頼していたいんだ」

「将悟くん。箱の底に何が隠されているのかわからない。だが、たとえ何を見つけても、決して挫くじけないでくれたまえ。――ボクに言えることは、それだけだ」

　衣楠が乗るとドアが閉まり、バスはエンジン音を立てて走り出した。

　しばらくの間、将悟は走り去るバスを見送っていた。

「将悟！」

　雅みやびの声がした。振り返ると、通りの先から雅が走ってくる。

「みや……」

　名前を呼ぼうとして、思わず口を閉じた。

　雅と一緒に、紺色のスーツを着た四十歳半ばの男性がいた。やせて気の弱そうな人だ。

「お友だちかな？」

　男性は将悟の前で立ち止まると、隣の雅に聞いた。

「彼が帝みかど野の将悟。面白い顔でしょ～」

　戸惑っている将悟に向かって、雅は言った。

「この人、あたしのお父さんなの」



    

  
    
      ５章　妹の家





　バス停から五分ほど歩いた場所に、雅みやびの実家はあった。住宅地の中ほどにある、二階建てのこぢんまりとした一軒家だ。

　雅の両親はずっと昔に離婚して、母親は家を出てしまっている。だから今この家には、雅と父の二人が暮らしている。

　将しよう悟ごは雅の父――神かん凪なぎ一かず馬まに案内されて、実家の客間に通された。中央のガラステーブルを挟んで、大きなソファが両側に置かれている。壁には日本画がかけられ、大皿の置物が飾られている。和洋折衷というか、イマイチ統一感のない部屋だった。

「娘から将悟くんの話は聞かされているよ。いつも困らせてばかりで申し訳ないね」

　一馬さんはにこやかに笑いながら、並んで座る将悟と雅に緑茶を出してくれた。

「聞かされてるって何!?　無理やり聞かせてるみたいじゃん！　それにあたし、将悟を困らせたりしてないもん！」

　ぷりぷりと雅が文句を言う。もっともそんな態度が、二人の仲のよさを感じさせた。

「あの……瀬せ利りさん、何をしに来てたんですか？」

「将悟くんは帝みかど野のグループ社長の息子さんだったね。――瀬利さんは夏ごろからウチの社に来て、商取引ができないかと提案してくれてたんだ。しかしウチは小さいから、これ以上業務を増やせなくてね。それでも瀬利さん、何度も熱心に足を運んでくれてねぇ」

「何度も来てたんですか？」

「今日で四回目かなぁ」

　すると、雅がテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「お父さん！　それ、なんで言ってくれないの!?」

「……雅、仕事の話なんて聞いてくれないじゃないか」

　不満そうな顔で雅はまたソファに座った。

「ご迷惑なこと、してませんでしたか？」

　将悟が聞くと、一馬さんは大きく手を振った。

「とんでもない。若いのに知識も豊富で、非常に礼儀正しい人だよ」

　そう言って、瀬利からもらったという名刺をテーブルに置いた。瀬利吏り沙さ、と簡素な書体で書かれている。

「毎回手みやげを持って来てくれてね。――今日もいただいたんだ。待ってなさい」

　一馬さんが客間から出て行くと、将悟と雅は顔を見合わせた。

「どういうこと、将しよう悟ご？」

「俺おれにもさっぱり……。どうせ何か裏があるはずだ。お父さんのこと調べてるとかさ」

　将悟は名刺を手に取って眺めた。

　瀬せ利りの所属は『ビジネスマーケティング部』。こんな名前の部署はないはずだ。

　なんとなく将悟は、雅みやびの父は嘘うそに弱い人という印象を持った。騙だまされやすいタイプかもしれない。けれど感じのいい、誠実そうな人だった。

　しばらくして、一かず馬まさんが小箱を持って戻ってきた。

「瀬利さんが『娘さんとご一緒にどうぞ』と言って渡してくれたんだ。せっかくだから、みんなで食べよう。雅、和菓子は好きだろう？」

　箱を開けると草くさ餅もちの串くし団だん子ごが六本入っている。

　まさかと思い、箱を見るふりをして盗聴器がないか確認した。……が、そんなものは仕掛けられていない。

　瀬利の土産みやげと聞くと気が引ける。しかし勧められて、将悟と雅は串団子を手に取った。

　一口食べてみると、確かにおいしい。ついもう一本食べた。一馬さんは遠慮したのか一本しか食べず、雅は気に入ったのか三本目も食べた。

　食べ終わってお茶を飲むと、ホッと一息ついた気分になってしまう。

　ちらと隣の雅を見ると、どこか憂ゆう鬱うつそうな顔をしていた。

　無理もない。これから目の前の父に、自分の出生について問い質ただすのだ。

　こんな団らんを壊したくない。けれど今は、確認しなければならない。

　将悟はテーブルに手をついて、雅の父を正面から見た。

　衣い楠くすは言っていた。将悟の妹とは、開けてはならないパンドラの箱だと。

　そうかもしれない。けれど、開けないわけにはいかない。

　世の中で認められる兄妹となるために。

「実は……お話があるんです」

　一馬さんは、真剣な将悟の表情に少し戸惑った顔をした。

「どうしたのかな？　話してみなさい」

「単刀直入に言います。彼女……神かん凪なぎ雅は、実の娘ではありませんよね？」

　しばらく、一馬さんはポカンと口を半開きにしていた。

「は……ははは、何を言うんだい？　あれかな、ドッキリカメラとかそういう……」

「ごまかさないで！」

　雅が叫んだ。

「育ててくれたお父さんには感謝してる。だけどあたし……知ってるもん。本当はあたし、お母さんと帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの娘なんだって！　帝野将悟の妹なんだって！」

「落ち着きなさい、雅。どこでそんなふうに考えたんだ。雅は私の一人娘じゃないか」

「じゃあ、あの札束は何!?」

「札束……？」

　一かず馬まさんは首をかしげて考え込んだ。

「あたし、十年前に見たの！　この部屋で、熊くま五ご郎ろうさんがお父さんに大金を渡しているのを！　熊五郎さん『娘を幸せにしてくれ』って、お父さんに土ど下げ座ざして頼んでた！」

　一馬さんは目を見開いて、ごくりとつばきを飲み込んだ。

「いや……あれは……。そうか……。やはり見られてたんだね……」

「お父さん、あの日のこと何も話してくれなかった。今、ちゃんと聞かせてよ！」

　一馬さんは黙り込み、苦渋の表情で額ひたいを抱えて黙り込んだ。

　その姿は哀れにすら見えた。過去の罪を責められる男のように見えてならなかった。

「お願いです。俺おれ、帝みかど野の熊五郎の息子として、真実が知りたいんです！」

　一馬さんは顔中に汗をかいていた。目を伏せ、将しよう悟ごや雅みやびを直視しようとしない。

「養育費……か。確かにそんな話もした覚えがある。雅が誤解しても、無理はなかったね。ずっと心配してたのか。すまなかったね……」

　雅を見て、父親は優しく笑った。

「誤解って……。まだ言ってるの？　今、養育費って認めたでしょ!?」

「あのとき、私は熊五郎さんから頼まれたんだよ。ある子供を養子にもらってほしいってね。その子はお母さんと二人で、海辺の町で暮らしていた。だけどお母さんが病弱で、子供を育てることが難しくなってしまったんだ」

　思いがけない話に、将悟は呆ぼう然ぜんと相手の顔を見た。

　――海辺の町？

　一瞬、修学旅行で行った先で見つけて、海辺にある熊五郎の別荘を思い浮かべた。

「そ、それはつまり、雅を正式な養子に……ってことですか？」

「そうじゃない。養子の話は断ったんだよ。ウチには雅という一人娘がいる。私は離婚していたし、会社経営も忙しく、二人も子供を育てられる自信がなかったからね」

「断ったのなら、その後も養育費を受け取るなんておかしいです」

「……どういうことかな？」

　雅は鞄かばんから白封筒を取り出し、中の用紙を広げてテーブルに置いた。

　熊五郎と雅の父の間で大金が取り引きされた記録だ。

　紙を持って一いち瞥べつするなり、一馬さんの手が震え出した。

「これは……。こんなことまで、調べたのかい……？」

「養子を断ったのなら、これだけのお金を受け取っていたことと矛盾しませんか？」

「ち……違う……。その、これは養育費というか……熊五郎さんを助けるため……」

「違うなら、なんのためのお金なんですか？　帝野熊五郎の何を助けたんですか!?」

「それは……」

　一かず馬まさんは沈黙した。視線があちこち泳いでいる。必死に言い訳を考えている表情だ。

「違うんだよ……。雅みやびは、将しよう悟ごくんの妹じゃない……」

「じゃ、誰だれが妹なのよ!?」

　雅の追求に、父親は何かに耐えるように強く目を閉じた。彼の額ひたいを、滝のような汗が流れ落ちている。歯を食いしばってひたすら沈黙していた。

　将悟は彼が気の毒になった。

　きっと嘘うそをつくことが下へ手たな人なんだ。

　そして誠実な人なんだ。

「お願いします！　どうか、本当のことを教えてください！」

　将悟はテーブルに手をつき、頭を下げて頼み込んだ。

　しかし一馬さんは、汗の光る顔を左右に振った。

「……申し訳ない、将悟くん。これ以上、話すわけにいかない」

「では、父さんから頼まれた養子の子は誰なんですか？　彼の隠し子なんですか!?」

　一馬さんはもう一度、首を左右に振った。『何も答えられない』と言うように。

「俺おれは何を聞かされても平気です！　父さんが隠し子を作ったことはわかってます！　だから……教えてください！」

「本当は、何も言いたくなかった。しかし雅が悩んでいるから……私の娘だと説明するために、なんとかここまで話したんだよ。もう、これ以上は聞かないでほしい」

　拒絶するような口調で言われて、将悟は何も聞けなくなってしまう。

「だったら……」

　うつむいていた雅が、ボソッと言った。

「なんで……今まで教えてくれなかったの……。養子の話なんて、聞いたことない……」

　泣きそうな娘の声に、父は苦しそうに返事をした。

「雅がこんなに悩んでるとは気づかなかった。それにこれは、誰にも言えない話なんだ」

　そして将悟の目を見て、穏やかに問いかけた。

「将悟くんは、熊くま五ご郎ろうさんの過去が気になるのかな？」

「はい……。もちろんです……」

「でもね……人は誰しも、知られたくない秘密を抱えているものだよ。亡くなった熊五郎さんのためにも、わかってあげてほしい」

「何が……何がわかってよ……」

　雅が声を震わせながら立ち上がる。

「何もわかんないわよっ!!」

「雅……」

　父親の声にも答えず、雅みやびは客間を飛び出した。
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　空は暗くなり、星がまたたいている。住宅地の外れにある小さな公園を、冷たい夜風が吹き抜けていた。

　あれから将しよう悟ごは、家を出た雅を追って走った。彼女は大通りに面したファーストフード店に座って、ちびちびとジュースを飲んでいた。

　今、雅は落ち着いた様子でブランコに座り、静かに揺らしている。

　長いこと将悟も雅も無言だった。キーッ、キーッと鎖のきしむ音が静かに響いていた。

「雅……。大丈夫か？」

　将悟はブランコの前の柵さくに座って、聞いた。

　雅はブランコを止め、小さくうなずいた。

「……うん」

「さっきの話、どう思う？」

「あんなんじゃ、わかんないよ。全然答えになってない」

「だよなぁ。養育費の証拠を見せたら黙り込まれたし……」

「あたしがお父さんの実の娘じゃないから、デタラメ言ってごまかしてるんだわ。追求されたらすぐボロが出て、答えられなくなっちゃうのよ」

　雅の父は熊くま五ご郎ろうとの過去について、何も真実を語っていない。鹿か野の子こと同様、頑かたくなに何かを隠している。直感的にそう感じた。

　けれど、それが何かはわからなかった。

「今日の話で、むしろお父さんは怪しいって思ったわ。もしあたしが妹じゃなかったら、あんな必死に隠す理由ない」

「しかしこれじゃ、雅のお父さんも説得できないな……」

「将悟、諦あきらめることないわよ。もうすぐバイト代がもらえるでしょ！　ＨＧ作戦ですべてはっきりするんだから！」

「……そうだな。少なくとも衣い楠くすは、俺おれたちの気持ちをわかってくれてる。協力までは無理かもしれないけど……決して敵にはならないさ。いや、敵にしちゃいけないんだ」

「また襲ってきたら、国くに立たちさんに投げ飛ばしてもらえばいいんだよ」

　雅の言葉に、将悟はちょっと笑った。

「はは、そうだな。ていうか国立さん、帝みかど野のグループのＳＰより強いってことかよ……」

「ＳＰって？」

「いや、なんでもない。――とにかくこうなったら、作戦ですべてのケリをつけるしかないな。失敗できないし、慎重に行動しないと」

「そだね！」

　雅みやびは元気を取り戻した声で、ブランコから飛び降りた。

「――それで将しよう悟ご。大丈夫なの？」

「何が？」

「鶴つる眞まさんよ、鶴眞さん！　誕生日祝い、忘れてるんじゃないでしょーね!?」

　将悟は時計を見た。午後八時を過ぎたところだ。雅の家に行ってから、二時間以上経過している。

「いけね！　もうこんな時間か。忘れてたわけじゃないけどさ……」

「こんなとこで油売ってないで、急いで帰らなきゃ。あたしは今夜は実家に泊まるから、気にしないで」

「そうだな。じゃあ雅を家まで送るから、俺おれはそのまま帰るよ。――お父さんに、失礼を謝っておいてくれな」

　二人が公園から出ようとしたとき、前の道を一台の高級外車が通り過ぎた。車は将悟たちの前を横切り、少し先で停車した。

「あれ……？　母さんの車だ」

　見ていると、後部座席の窓が開いて鹿か野の子こが顔を出した。

「将悟？　こんなところで何をしているのです？」

　将悟と雅は鹿野子のそばに歩いた。

「母さんこそ、なんでここにいるんだ？」

「瀬せ利りが神かん凪なぎさんのお父さまの会社へうかがっていたと知り、問い詰めたのです。そうしたら嘘うその商談をしていたと知り……急きゆう遽きよ、お父さまに謝罪を申し上げてきたのです」

　それから鹿野子は雅の顔を見た。

「神凪さん。あなたのお父さまは、実の娘じゃないと言われたことにショックを受けておられました。……どうか大切になさって」

　言って鹿野子は、指先で目の端をぬぐった。窓を閉めながら、運転手に出発を伝える。

　車は再び走り出し、夜道の先へと小さくなった。

「……鹿野子さん、泣いてたね」

　車を見送りながら、雅がポツリと言った。

「母さんも、辛つらいのかな……」

　鹿野子は、隠し子を認められないことに苦しんでいるんだろうか……。

　そんなにも思い詰めるような秘密が、そこにあるんだろうか……。

　そう思うと、将悟まで少し悲しい気分になった。



    

  
    
      ６章　妹と、秘密を抱えた大人たち





　将しよう悟ごが自分たちの住む街の駅前広場に戻ったときには、もう夜の九時前だった。

　改札口の前、サラリーマンたちが急ぎ足に帰宅する横で、心こ乃の枝えは駅舎の明かりに照らされながら、一人、ぽつんと立っていた。

「心乃枝！」

　改札口から飛び出すと、将悟は彼女の名前を呼びながら駆け寄った。

　心乃枝は振り返り、パッと表情に笑顔の花を咲かせた。

「将悟さん、お帰りなさい！」

「ごめん、すっかり遅くなっちまった……」

「いろいろ忙しかったんですよね。神かん凪なぎさんからメールが来ました」

「雅みやびから？」

「『あたしが引き留めちゃったから、将悟を怒らないで』って」

「気をつかってくれるなんて、雅らしくないぜ」

「そんなことないですよ。神凪さん、いつも将悟さんのこと気にしてますから」

「そうかなぁ。わがままばかり言われてる気がするけど……」

　うふふ、と心乃枝は声を立てて笑った。

「おなか空いただろ？　何か食べよう。――って言っても、店、開いてるかな」

　駅前にある商店街のほうを見た。まだ店や街頭の明かりで明るいけれど、ちらほらとシャッターの閉まった店も出始めている。

　ディナーの時間にはちょっと遅い。二人で誕生日を祝えそうなレストランは閉まってるだろう。ファーストフード店やファミレスなら開いてるけど、それじゃ味あじ気けない。

「わたし、どこでもいいですよ。その……将悟さんといられるとこでしたら……」

　心乃枝は、将悟に寄り添いながら言ってくれた。



　そうして二人がやって来たのは、将悟の部屋だった。

「いいの？　俺おれの部屋なんかで。散らかってるけど……」

「ここが一番、二人でお話しできますから。お金もかかりませんし」

　買ってきたのはコンビニのお総菜とシャンメリー。そして閉店間際の『マリー・ショコラ』で買った、ショートケーキとチョコレートケーキが一切れずつ。これしか売れ残ってなかった。

　部屋に入って座卓を出し、二人でお総菜を盛りつけながら夕食の準備をした。

　準備が終わると、二人で隣に並んで座り、乾杯をした。

「心こ乃の枝え。誕生日、おめでとう」

「ありがとう、ございます……」

　そうして二人で夕ごはんを食べた。

　いつも学校でしているのと同じような会話をして、いつも食べているのと同じようなお総菜を食べた。

　それでも二人で横に並んでいると、なんだか距離が近くなった気がする。

　ケーキを食べ終わると、将しよう悟ごは机に置いてあった紙袋を手に取り、中からリボンの結ばれた小箱を取り出した。

「これ、お祝いのプレゼント」

　両手で持って、心乃枝の前に差し出す。気に入ってもらえるか、ちょっとドキドキ緊張してしまった。

「え……いいんですか？　プレゼントまでもらっちゃって……」

「もちろん。誕生日だぞ？」

　心乃枝は小箱を受け取り、嬉うれしそうにしみじみと見つめた。

「開けても……いいですか？」

　うなずくと、心乃枝はそっとリボンを解き、破かないように慎重に包装紙を剥はがした。

　衣料品メーカーの化粧箱を開けると、中に入っていたのは、暖かいベージュ色の手袋だ。

「かわいい……！」

　心乃枝は手袋を両手に持ち、ほくほくと幸せそうな顔でほおに当てた。

「これから寒くなるし、あると便利だろ？　それに……こないだ遊園地に遊びに行ったとき、心乃枝の手、冷えてたから」

「そんなに冷えてましたか？」

「うん。ほら……」

　将悟が心乃枝の指先を握りしめた。

　心乃枝が恥ずかしそうに顔を伏せる。

「あれ、熱くなってきた」

「もう、将悟さんいじわるですっ」

　将悟は手を離さず、心乃枝も離れようとしない。

　心乃枝は握られていた手をひっくり返し、将悟の手を握り返そうとした。

　……ハッとして手を止め、心乃枝は申し訳なさそうに目を反らした。

「ご、ごめんなさい。わたしったら、調子に乗っちゃって……」

「謝ることないよ。俺おれたち……恋人、じゃないか」

「恋人……」

　心こ乃の枝えは確かめるような手つきで、もう片方の手を将しよう悟ごの手に重ねた。

　両手を握ったまま、二人で見つめあった。

　やがて、どちらからともなく顔と顔が引かれあい、手と手をつなぎあったまま……そっと唇を重ねた。

　ただ触れ合うだけのキス。

　静かなキスをして、またどちらからともなく唇を離した。

　余韻のように視線を交わし、それからようやく、将悟は握っていた手を離した。

「手を離すと……寒いですね……」

「それじゃずっと握ってようか」

　将悟は冗談めかして言った。

「そんなの、恥ずかしいですよぅ」

「でも握ってないと寒いんだろ？」

　む～っ、といじわるな将悟を軽く睨にらみながら、心乃枝は唇を尖とがらせる。

「お風ふ呂ろ……」

　心乃枝がボソッと言った。

「え？」

「お風呂に入れば、あったかくなります……」

「そ、そうだけど……。入りたいなら、沸かすけどさ」

　すると、心乃枝は不機嫌な顔でほおを膨らませた。

「将悟さん、わかってません」

「な、何？　心乃枝、なんか怒ってる？」

「国くに立たちさんに電話で聞きました。お見合いのとき、二人でお風呂に入ったって……」

「えっ……！」

　と、将悟は絶句した。

　あの、思い出すだけでも恥ずかしいことを、心乃枝に知られてるのか!?

「い、いやあれは……じ、事故って言うか、不可抗力でですね……」

「不公平です」

「決してわざとじゃなく……って、不公平？」

　心乃枝は真まっ赤かになって顔を伏せた。

「わ、わたしとも……お風呂に入ってくれなきゃ……不公平……です……。恋人……なんですから……」



　狭い浴槽からお湯があふれ出す。

　将しよう悟ごは浴槽に背をくっつけ、ギリギリまで端に寄った。

「な、なぁ心こ乃の枝え……、やっぱその、無理があるんじゃ……」

　同じ浴槽につかり、心乃枝は後ろから抱きかかえられる格好で膝ひざを曲げていた。将悟の胸に、彼女の背中が密着して押しつけられている。心乃枝の体と浴槽にサンドイッチにされて、身動きも満足に取れなかった。

「だ、大丈夫です……。ちゃんと、肩までつかってますから……」

　一応、心乃枝も将悟も体にバスタオルを巻いている。

　けれど薄い布地を隔てただけで、心乃枝の丸めた背中がすぐそこにあった。

　――こ、これが、心乃枝の体なんだ……。

　湿気のせいか緊張のせいか、額ひたいに汗がにじみ出る。しずくとなって垂れ落ち、目に入りそうになった。

　汗をぬぐおうと腕を上げた瞬間、指先が心乃枝の足をかすめた。

「ひゃうっ!?」

　小さな悲鳴を上げ、心乃枝がビクンと跳ねる。

「太もも、くすぐった……」

「ご、ごめん……。ていうか、くすぐってないと思うけど……」

「あの……将悟さん……」

「な、なに……？」

「もっと、こっち、来てください……」

「もっとって、これ以上くっついたら、その……」

「くっついて、いいんです。恋人、なんですから……」

　心乃枝の言葉に引き寄せられるように、将悟はそっと、彼女の背中に体を密着させた。

　彼女のおなかを抱きしめ、ゆっくりと引き寄せる。

「あ……」

　心乃枝の口から、吐息のような声が漏れた。

「心乃枝……ここに、いるんだな……」

　彼女の体を捕まえたくて、いとおしくて、ぎゅっと後ろから胸元を抱きしめた。

「んっ……。そ、そこ……」

　苦しそうで切なそうで、それでいて甘い声が風ふ呂ろ場ばの壁に反響する。

　手のひらの中に胸の弾力が広がり、つい、軽く揉もんでしまった。

「あ……んっ！」

「や……柔らかい……んだな……」

「や、し、将悟さんったら、え、エッチなんだから……」

　心乃枝の体が左右にくねり、お湯が跳ねる。

　さすがに、ちょっとやりすぎたかも。胸から手を離して彼女のおなかを抱きかかえ、ほおずりするように彼女の耳元に顔を寄せた。

「体、あったまってる？」

「はい……。あったかいです。お風ふ呂ろも、将しよう悟ごさんも……」

「もうちょっと広かったら、伸び伸びできるのにな」

「ううん、わたし伸び伸びしてますよ。……ほら」

　心こ乃の枝えは向きを変えようと体をひねった。

　両手を浴槽の端につき、膝ひざ立だちになって器用に反対側を向こうとする。

「む、無理だって。俺おれ、一度出るから……」

「へ……平気です。ほら、もうちょっと……」

　浴槽の中で半回転し、心乃枝は将悟のほうを向いた。

　無理して動いたせいか、バスタオルがずれてほどけ、お湯の中に沈んでいく。

「きゃうっ!?」

「こ、心乃枝っ!?」

　皮が剥むかれるように、湯面から出た心乃枝の胸が電灯の明かりにさらされた。

　丸く、シュークリームのように柔らかくて甘そうな二つの胸が、何ひとつ包み隠されることなく露あらわになっていた。

「き、きゃああっ!?」

　短い悲鳴を上げ、心乃枝は将悟の胸に抱きついた。

「こっ、心乃枝っ!?」

　柔らかな彼女の胸が押しつけられ、つぶれそうにひしゃげている。

「みっ、見ないで……ください……」

「見てないっ。ていうか、見えて……ない……」

「…………」

「…………」

　心乃枝は抱きついたまま、将悟の肩にあごを乗せていた。

　二人とも無言で、何を言っていいかわからない。

　嫌でも密着した胸を意識して、お互いの心臓の音が聞こえそうだった。

「心乃枝、きれいだ……」

　つぶやくと、心乃枝は「はうぅ……」と肩を縮こまらせる。

　彼女の背中を抱きかかえ、彼女の顔をもう少し近くに引き寄せた。

　心乃枝は抵抗もせず、寄せられるまま上気した顔で将悟を見つめた。

　顔と顔が近づいて、二人は唇を重ねた。

　一度重ね、少し離し、また求めるようにキスをした。心臓が張り裂けそうなほど高鳴って、少し苦しい。

　キスを繰り返し、心こ乃の枝えは軽く息を切らせた。

「将しよう悟ごさん、わたし……」

　絶え絶えな呼吸の中から、心乃枝の声が漏れた。

「ずっと……一緒に、いたい……。恋人になれたのがこんなに幸せだなんて……知らなかったです……」

　将悟は力いっぱい彼女の背を引き寄せ、そしてもう一度、長い時間かけて唇を重ねた。



　二人の時間は刻々と過ぎていき、あっという間に深夜近くになった。

「あ……もうこんな時間ですね」

　心乃枝は顔を上げ、卓上の時計を見た。

「ほんとだ。ついネットを見ちゃったな」

　将悟は携帯電話のキーを押し、ネットブラウザを終了させた。今まで二人で、今度どこでデートしようか相談し合っていたのだ。

　もっとも……小さな画面を見ながら肩を寄せて、お互いの体温を感じている時間のほうが長かったけど。

　将悟は携帯を机に置いて、心乃枝のほうを振り返った。

　素肌に学生服のワイシャツを着て、さらけ出された素足を曲げて座っている。

「寒くないか？　湯ゆ冷ざめしそうだけど……」

「大丈夫ですよ。将悟さんにあっためてもらいましたから」

「そう……？　ならよかった」

「また将悟さんの服、借りちゃいましたね」

　心乃枝は照れた顔でペロッと舌を出した。

「それで、その……」

　将悟は時計をチラチラ見ながら聞いた。

「もう遅いし……そろそろ、寮まで送ってくよ」

「…………」

　心乃枝は何か言いたそうに顔を伏せる。

「でもほら、門限とか……」

「とっくに超えちゃってます」

「そ、そう……だよな……」

　将悟はなんて言ったらいいかわからなかった。

　いや、言いたいことははっきりしてる。

　――心乃枝と、このままずっと過ごしたい……。

　だけどそれを口にするのが恥ずかしくて、いやらしい男だって思われそうで、嫌われるんじゃないかと不安だった。

　でも……想いは口にしなければ伝わらない。

　将しよう悟ごが生徒みんなの前で告白したように……。

　心こ乃の枝えが必死に、将悟への告白をしてくれたように……。

「俺おれ、ずっと……心乃枝と、いていいかな」

　言ってから、プロポーズの言葉みたいだと思った。そんなつもりじゃなかったけど。

　……でも、それでもいいとも思えてしまった。

　将悟は心乃枝の前に立ち、彼女の手を握った。引き上げられるように心乃枝は立ち上がり、そのまま見つめあう。

　心乃枝のワイシャツのボタンが、上から二つ外れていた。はだけたシャツの間に胸の谷間が見えている。

　たちまち、胸の中で何かが膨らんで、熱くてはち切れそうだった。

　苦しくて、息が詰まりそうだ。

「こ……この……え……」

　たまらなくなって、じっとしていられなくて、

「心乃枝っ!!」

　激情のおもむくまま、心乃枝の体をめいっぱい抱きしめた。

　両腕に、そして体全体にあふれるほど、彼女の存在感と女の子の柔らかさと、そして熱い体温が伝わってくる。

「きゃっ!?」

　心乃枝は驚いて小さな悲鳴を上げ、ビクリと背筋を伸ばした。

　彼女の足がふらつき、将悟に押されるように背中からベッドに倒れ込む。ボフッとベッドが大きく音を立て、キィッときしんだ。

「し……将悟……さん……」

　将悟はベッドに両手をついて、すぐ真下を見た。

　そこに仰向けの心乃枝がいて、まっすぐ見上げている。

　倒れた勢いでワイシャツのボタンが外れ、彼女の胸からおへそまで、蛍光灯の明かりにさらされていた。

　心乃枝の胸が大きく上下している。半開きの口で深い呼吸を繰り返している。

　目はシロップのように潤み、ほおがストロベリーのように赤い。期待と不安と羞しゆう恥ちの交じる彼女の表情が、甘いクリームのように蕩とろけていた。

　将悟はゆっくりと頭を下げ、心乃枝の顔に近づいた。

　彼女の大切なクリームを、一口食べてしまおうと。

　舐なめ取るように、心こ乃の枝えの唇に近づいたとき……

『違うんだよ……。雅みやびは、将しよう悟ごくんの妹じゃない……』

　ふいに、頭に声が響いた。

　唐突に冷や水を浴びせられた気分で、将悟の頭から甘い香りがかき消えた。

　言葉に串くし刺ざしにされたように、将悟は体の動きを止めた。

「……どう……したんですか……？」

　突然動きを止めた将悟を見て、心乃枝の表情が不安に陰る。

「いや……」

　将悟は言葉を振り払おうと頭を振った。

「なんでもないよ」

　笑みを浮かべ、気を取り直して心乃枝に唇を寄せる。

「恐こわい……」

　彼女の唇から、寒そうな吐息が漏れた。

「え……」

「恐い……です……」

「ご、ごめん！　俺おれ、心乃枝の気持ちも気づかないで……押し倒したりして……」

　将悟はあわてて彼女の体から離れようとした。

　しかし引き留めるように、心乃枝は両手で彼の首筋にしがみついた。

　そのまま引っ張られるようにして、将悟はドサッと彼女の隣に倒れ込む。

「心乃枝……？」

「お願い……ここに、いてください……」

　心乃枝は何かに怯おびえる子供みたいに強く目を閉じていた。隠れるように、頭を将悟の胸に埋めてきた。

　二人の甘い空間は、一瞬にしてかき消えていた。

　もう、心乃枝の顔に、蕩とろけるようなクリームの表情はなかった。

「わたし……わたしもう……将悟さんを傷つけたく……ない……」

「大丈夫。俺は、傷ついてなんかいないさ」

「恐いんです……。嫌な、予感がするんです……。わたし、また、あのときみたいに将悟さんを壊してしまうんじゃないかって……」

　戸惑いながら、小動物のように背を丸めて縮こまる彼女の頭をそっとなでた。

「俺は、傷ついてない。心乃枝と一緒なら、いつだって癒やされる」

　将悟は心乃枝のあごを寄せ、そっと口づけをした。

「将悟……さん……」

　それは恋人というより……泣いている家族を癒やすためのキスに思えた。

　まるで、妹にしてあげるみたいなキスの気がした。
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　翌早朝、まだ空気が青みがかっている時間に、心こ乃の枝えは女子寮へと帰っていった。

「朝帰りなんて見られたら、冷やかされちゃいますから」と言って。

　玄関から彼女を見送ったあと、将しよう悟ごはベッドに寝転びながら天井を見上げていた。

　シーツには、今も心乃枝のぬくもりが残っている。

　一晩中、彼はずっと、不安そうな心乃枝を抱きかかえて眠った。

　心乃枝と深い仲になったわけじゃない。

　それでも彼女の寝顔はかわいくて、胸を高鳴らせながら一晩を過ごすことができた。

　――でも……心乃枝、何に怯おびえてたんだろ……？

　それだけが気になった。

　二人きりで彼の部屋に泊まって、ナーバスになったのかもしれない。

　それなら、これから少しずつ、恋人の仲を深めていけばいいけど……。

　将悟は無意識のうちに手のひらを握っていた。

　触れた手に残る、心乃枝の体温を逃さないように。



　朝あさ靄もやの残る街まち中なかを歩いて、心乃枝は女子寮の前に戻ってきた。

「将悟さん、怒ってるかなぁ……。めんどくさい女って思われちゃったかも……」

　早朝で、寮全体がまだ眠りについている。オートロックの扉を開いて、誰だれもいない玄関ロビーを歩いた。

　彼と結ばれなかったことが、残念なようでもあり……ホッとした気分でもある。

「これで、いいのかも……」

　独り言に気づいて、思わず立ち止まってぶんぶんと首を横に振った。

「ち、違いますっ！　わ、わたし将悟さんのこと、全然嫌ってないのにっ！」

　でも、このままじゃまた……同じことが起きそうな気がする。

　せっかく、恋人になれたのに……。

　心乃枝は切なく息を吐きながら、自分の部屋に戻るため歩き始めた。



　雅みやびは女子寮の外で、玄関ロビーに入っていく心乃枝の後ろ姿を、曲がり角に立って見つめていた。

　昨夜は実家に泊まり、始発の電車で今戻ったところだった。

　心乃枝がどうしてこんな朝に帰ったのか……雅にはすぐわかった。

「誕生日、お祝いしてもらえたんだ……」

　心こ乃の枝えの姿が見えなくなっても、雅みやびは歩き出すことができなかった。

　おめでとうって言わなきゃ。

　将しよう悟ごと末永くお幸せに、って。

　頭ではわかってるのに、足が前に進まなかった。

　心乃枝を追いかけて声をかけることもできず、雅は苦しそうな表情で立ち尽くしたまま地面を見つめていた。

「あたしは……あたしは将悟の……」

　小さく、弱気な声が響いた。

「いもう……と……だよね……」

　ふいにその目から、涙がこぼれそうになった。



　同じころ、雅の実家の近くを一人の男が歩いていた。

　黒いスーツを着て、鞄かばんを持ち、サングラスで素顔を隠している。何かを探るように歩く姿は、早朝出勤のサラリーマンにしては異質な雰囲気だ。

　男は塀の前に積まれたポリ袋の山の前で足を止めた。

　住宅地のゴミ置き場だ。張り紙によれば、今日は燃えるゴミの日らしい。

　半透明のポリ袋を一つ一つ凝視して、やがて一つの袋を手に取った。

　しゃがみ込んで両手に手袋をする。縛られた袋をほどいて中に手を突っ込み、ゴミの中から小さな箱を取り出した。

　草くさ餅もちの串くし団だん子ごの写真が印刷された箱だ。箱を開けると、団子の串が六本入っていた。

　鞄からビニール袋を取り出し、慎重な手つきで六本の串を入れる。

　ビニール袋を鞄に戻し、ゴミ袋を縛って再びゴミ置き場に置いた。

　男はその場を立ち去り、近くにあった電柱の陰に身を隠す。

　携帯電話を取り出し、どこかへ電話をかけた。



　帝みかど野のグループ本社屋の玄関ロビー。大企業である帝野グループといえども、さすがに早朝のこの時間は人の姿もない。いつも案内嬢の座っている受付も空席だ。

　朝の青い光が入り込むロビーのソファに、一人の女性が座っていた。

　瀬せ利り吏り沙さだ。会社が眠るこんな時間でも、いつもと変わらずスーツを着こなし、携帯電話で誰だれかと話している。

「手に入れましたか。ご苦労さまです。今度こそ確実に手に入ることを期待しましょう。それと、神かん凪なぎ一かず馬まさまの身辺も引き続き調査をお願いします」

　通話を切ると、瀬利はガラス張りの壁から外の公園を見つめた。

　昨日渡した串くし団だん子ごをもう食べ終えたのなら、きっと神かん凪なぎ雅みやびも食べているはず。

　彼女の食した団子の串から手に入れられるだろう。

　神凪雅のＤＮＡサンプルを。

　そしてうまく行けば、帝みかど野の将しよう悟ごと、雅の父のサンプルも。

　瀬せ利りはスマートフォンのカレンダーを見つめ、珍しく少し焦った顔になった。

　――手間取りすぎていますね。早く将悟さまの妹を見つけねば。

　必ず……将悟さまが知るよりも先に。それが、わたくしの任務。

　わたくしは、与えられた使命を果たすために存在しているのですから……。

「我が、帝野グループのために」

　瀬利は静かにつぶやいた。



　朝、将悟が教室に行くと、心こ乃の枝えもいつもどおりに登校していた。

「おはようございます、将悟さん」

　彼の顔を見るなり、ニコッと笑った。

　そしてほんのり顔を赤らめ、

「き、昨日は……ありがとうございました……」

　恥ずかしさに消え入りそうな声で言った。

「俺おれも、楽しかったよ」

　一緒に入ったお風ふ呂ろや、はだけたワイシャツ姿を思い出し、つい緊張した声になる。

　二人とも何を言っていいかわからず、会話が続かない。

　モジモジして、チラチラと相手の顔を見つめて……

「ぷっ」

　と、心乃枝が吹き出した。

「もう、将悟さん、ヘンな顔してますよ」

「そう……かな。ははは……」

　なんだかおかしくなって、将悟も思わず笑ってしまった。

「あの……将悟さん。また今度、お部屋に遊びに行ってもいいですか？」

「う、うん……。いつでも」

「よかった。今度はパジャマも用意しとかなきゃ」

「へ、パジャマ？」

　すると心乃枝は顔を真まっ赤かにして、両手を激しく左右に振った。

「ちちっ、ち、違いますっ！　ほ、ほら、またワイシャツ借りたら悪いですし、その、あの格好……恥ずかしいし……」

　心乃枝はしどろもどろになって、きゅう～っと肩を縮こまらせた。

　かわいいなぁ……。今ここでめいっぱい抱きしめたい。

　でも、教室じゃさすがに無理だ。

「そういえば、神かん凪なぎさんはまだですね」

　気づいたように、心こ乃の枝えが窓際の雅みやびの席を見た。

　言われて将しよう悟ごも見た。もうすぐ予鈴が鳴るけど、まだ登校していないようだ。

「遅刻かな」

　――雅、あれからお父さんと仲が悪くなってないかな……。

　それが少し心配だ。

　登校したら聞いてみよう。そう思いながら、将悟は心乃枝と一緒に自分の席に座る。

　しかし、予鈴が鳴って小こ都と里り先生が教室に入り、朝のホームルームが始まっても、雅は姿を現さなかった。
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　結局、雅は欠席らしかった。体調がすぐれないらしい。心乃枝が寮に戻ってから様子を見てくれることになった。

　一方、心乃枝はいつもの彼女に戻っていた。

　それでもなんとなく、一晩一緒に過ごした余韻が二人の間に糸を引いている。

　授業中も気になって、将悟は何度も心乃枝のほうをチラチラと見た。

　すると心乃枝もチラッと目を向けていて、つい目と目が合ってしまう。

　ドキッとして視線を反らし……それからまた横目で見つめあって、くすくすと笑った。

　将悟の前にいる衣い楠くすは、首をかしげながらそんな二人を気にしている。どうやら昨夜の二人に気づいていないようだ。

　あの一晩は、まさに二人だけの秘密の夜だった。

　放課後になると、将悟はクラス委員である心乃枝と一緒に、職員室の小都里先生の席へ向かった。熊くま五ご郎ろうのビデオカメラに入っていたビデオテープを見るため、再生用の機材を借りたかったのだ。

「先生、将悟さ……じゃなかった、帝みかど野のくんが視聴覚室の鍵かぎを借りたいそうです」

「将悟さん……ね～え」

　小都里先生はニヤーっと冷やかす目で将悟と心乃枝を見た。

「おい帝野！　自分がリア充だからっていい気になってんじゃねーぞ！」

「なってませんって！　ていうか教師が生徒に言うセリフと思えないような……」

「だいたいなー、昨日せんせーがリア充話してる間に逃げやがっただろ！」

「べ、別に逃げたわけじゃ……」

「人の話は最後まで聞けっ！」

　そのまま将しよう悟ごは、心こ乃の枝えと一緒に小こ都と里り先生の合コン話の続きを聞かされるのだった。



　深み流りゆう院いん学園での一日が終わると、衣い楠くすは清せい流りゆう会かい本部に戻り、自分のブースに入ってＰＣの電源を入れた。

「まったく、今日の将悟くんと鶴つる眞まくんはなんだったんだ……？　授業中、二人でくすくす笑っていて……」

　なんだか少し腹が立つ。……理由は、よくわからないけど。

「ま、いいけどね。それより瀬せ利りの動きを追わねば……」

　モニターを見ると、Ｍｒ．Ｊからのメールが一通届いている。

　衣楠は気を取り直し、メールを開いて読んだ。

『Ｍｒ．Ｘ。至急確認事項がある。戻り次第コンタクトをくれたまえ』

　ステータス画面を見ると、Ｍｒ．Ｊはちょうどオンラインだ。

　衣楠はメッセンジャーを立ち上げ、メッセージを送った。

『Ｍｒ．Ｊ。今戻った。緊急事態かい？』

　画面の向こうでしばらく間があり、メッセージが返ってきた。

『キミに不穏な報告がなされている。Ｍｒ．Ｘ。キミは我々の任務の掟おきてを破ったのか？』

「……なんだって？」

　あわてた手つきでキーボードを打った。

『ボクが掟を破った？　どういうことか説明してほしい』

『神かん凪なぎ邸に張り込んでいた仲間からの報告があった。キミは昨日、瀬利氏の商談を妨害したそうではないか。護衛のＳＰにも暴行を加えたと聞く』

『妨害ではない。むしろ帝みかど野のグループを裏切っているのは瀬利のほうだ』

『Ｍｒ．Ｘ。キミは任務に逆らっているのではないか？　将悟氏に荷担し、彼の妹捜しを手助けしているのではないか？』

『違う！　確かに、将悟くんに甘い態度は取ったかもしれない。だが荷担などしていない！　理解してくれ！』

　つい、キーボードを叩たたく手が熱くなった。

『理由はどうあれ、キミが帝野グループの活動を阻害したことは事実だ』

　Ｍｒ．Ｊからの返信は冷たかった。

　聞く耳すら持ってもらえない。

　信じられなかった。Ｍｒ．Ｊは衣楠に仕事を教えてくれ、彼に任務をまわしてくれ、そして祝いのメッセージを送ってくれた。よき相談相手だと思っていたのに……。

『待ってくれ、Ｍｒ．Ｊ！　キミはボクの』



    

  
    
      



    

  
    
      　そこで衣い楠くすは手を止めた。こんなことを聞けば、確実に規則違反だ。

　だが、聞かずにはいられなかった。意を決して、続きを打ち込んだ。

『父親ではないのか!?』

　しばらくして、返信があった。

『なんのことだ？』

　それは、衣楠の希望を打ち砕くかのような一言だった。



「……でだな、せんせーは男どもにオンナとしての魅力を伝えてやろうとしてよ」

　もう三十分以上も学生時代の合コン話を聞かされ、将しよう悟ごも心こ乃の枝えもげんなりである。

「あの、先生……。そろそろ視聴覚室の鍵かぎを……」

「あ、それでな！」

　将悟の言葉も聞かず、小こ都と里り先生はポンと手を打った。

「帝みかど野の、瀬せ利りっちの話を聞きたがってただろ。それで思い出したんだけど、ヘンなエピソードがあってさ」

「瀬利さんにヘンなエピソード？」

「合コンの席で、みんなで最初に自己紹介したんだよ。で、将来の志望を言うことになったんだ。一人ずつ話していって、瀬利っちの番になった。瀬利っち、それまで全然しゃべってなくてさ、何を言うか、みんな注目してたよ。……瀬せ利りっち、将来はなんになりたいって言ったと思う？」

「さぁ……。秘書……ですか？」

　うんにゃ、と小こ都と里り先生は首を横に振った。

「『殺人鬼』だってよ」

「さ、殺人鬼!?」

　とっぴな言葉に、将しよう悟ごも心こ乃の枝えもぽかんと口を開けた。

「瀬利っちの冗談だったんだけど、あまりのハマりっぷりでさ。合コンの席が凍り付いたんだよ。――んで、しばらくの間、瀬利っちにあだ名がついたんだ。ほら、ホラー映画の殺人鬼でいるだろ。ホッケーマスクかぶったやつ。あれの名前を取って……」

　小都里先生は、両手に斧おのを持つ姿をモノマネしながら言った。

「『Ｊ』さんって」



『Ｍｒ．Ｘ。キミは少し疲れているようだ』

　Ｍｒ．Ｊからのメッセージに、衣い楠くすは必死になって反論した。

『違う！　ボクは疲れてなどいない！』

『無理はいけない。任務に失敗すれば、それは帝みかど野のグループ全体の不利益になる』

　衣楠は悔しげに奥歯を噛かみしめながら、表示されたメッセージを見つめた。

『どうだい、Ｍｒ．Ｘ。私はキミに、休暇を提案する。新しい職場が必要ならすぐに準備しよう。キミの年齢なら、深み流りゆう院いん学園で学業に専念するのも悪くない』

「休暇……だって？　ボクに、組織を離れろというのか……？」

　衣楠はガタッと椅い子すから立ち上がり、唖あ然ぜんとした思いでモニターを見下ろした。

『たとえキミが離れても、すぐに後任が配属され任務を引き継ぐ。誰だれにも知られることなく、新たなＭｒ．Ｘがキミの意志を継ぐだろう。何も心配はいらない』

　一方的に突きつけられるメッセージに、反論の言葉すら思いつかない。

『では可及的すみやかに手続きを開始する。次の職場での健闘を祈ろう。Good Luck!』

　そのメッセージを最後に通信は切れた。

　衣楠は立ち尽くしたまま、無言のモニターを見つめるしかできなかった。



　衣楠が勤務する清せい流りゆう会かい本部の最も地下深くにある階の奥に、床に『Ｊ』と大きく書かれた場所がある。そこにある扉が、組織のボスであるＭｒ．Ｊのブースだ。

　薄暗い室内は他ほかのブースの数倍の広さで、壁に沿ったデスクには五台ものパソコンモニターと、十台以上の電話機が並んでいる。

　壁一面の巨大な電子掲示板には、世界中の気温から株価の推移まで、無数のグラフやデータが表示され、絶えず変動していた。

　モニターの前に、顔を覆うほどの大きなサングラスをかけ、黒装束に身を包んだ人物が座っている。Ｍｒ．Ｊだ。黒装束の中の体は細身で、モデルのように背が高い。

「敵を欺くには味方から。――Ｘ。あなたはわたくしに近づこうとしすぎました」

　Ｍｒ．Ｊはサングラスを外し、黒装束を脱いでハンガーにかけた。黒装束の下には女性用のスーツを着こなし、足には黒いハイヒールを履いている。

　デスクに置いてあった細メガネをかけると、Ｍｒ．Ｊは小さく息をついた。

「やはり、この姿のほうが落ち着きますね。男のふりをするのも楽ではありません」

　Ｍｒ．Ｊ――瀬せ利り吏り沙さはきびすを返すと、ブースの奥にある専用エレベーターの中へと姿を消した。
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　視聴覚室の鍵かぎを開け、将しよう悟ごと心こ乃の枝えは中に入った。

「はぁ。やっと小こ都と里り先生の話から解放されたぜ……」

「永遠に終わらないかと思っちゃいましたね」

　気を取り直し、将悟は持ってきたビデオカセットを取り出した。

「心乃枝も一緒に見る？」

「いいんですか？　熊くま五ご郎ろうさんのプライベートビデオなんですよね？」

「偶然見つかっただけだから、何が映ってるかわからないけどさ」

「そうですね。せっかくですから見てみようかな。ちっちゃな将悟さんが映ってるかも。かわいいだろうなぁ……」

　ふふふっ、といたずらっぽく笑う。

　視聴覚室の隣に併設された準備室に入った。狭い部屋の棚には大小様々な映像機器が置かれ、段ボールにはビデオテープやＤＶＤディスクなどが詰め込まれている。

　奥の棚に、古いモニターや何種類ものビデオデッキが積まれていた。昔の学校行事の記録を見られるよう整備されているのだ。将悟の持つテープを再生できるデッキもあった。

「あ、この映画、見たかったんです！」

　心乃枝は段ボール箱に入っていた映画のＤＶＤを見つけて手に取った。白黒フィルム時代に撮られた恋愛映画の名作だ。

「俺おれもタイトルは知ってるけど、見たことないなぁ」

「今度、一緒に見ませんか？」

「いいかもな。でもどこで見よう」

「それじゃ……わたしの部屋……とか……」

　思わず、彼女の顔をじっと見つめた。

　心こ乃の枝えは照れた様子で目を伏せ、それから将しよう悟ごを見つめ返した。

　引き寄せられるようにお互いの顔が近づいて……唇を触れさせた。

　手と手を握り、求めるように指先を絡ませる。

「んっ……んん……」

　つい、強くキスをしてしまったらしい。

　心乃枝はちょっと息苦しそうな声を出して唇を離した。

「ひ、人が……来ちゃいますよぅ……」

「そ、そうだな。用事を済ませないと」

　将悟はデッキの前に歩くと、モニターとデッキの電源を入れた。

　テープを挿入すると、デッキの内部で静かなモーター音が響いてセットされる。

　再生ボタンを押すと、将悟と心乃枝は固かた唾ずをのんで青画面のモニターを見つめた。すぐに波打つようなノイズが走り、しばらくして画面が安定する。

　テープは途中まで巻かれていたらしい。モニターには、いきなり昼間の屋外の光景が映し出された。

「……これって！」

　映像を見て、将悟は感嘆の声を上げた。

　心乃枝も息が止まったように画面に見入っている。

「あの遊園地……ですよね……」

　大きな観覧車やメリーゴーラウンド。先日行ったときとは、変わった建物もあれば変わらない建物もある。

　古いビデオテープに記録されていたのは、十年前、将悟と心乃枝が熊くま五ご郎ろうに連れられて行った、あの遊園地の光景だった。そして右下に表示された日付は……まさに、将悟が事故に遭った日のものだ。

　心乃枝の横顔を見ると、懐かしそうな顔でモニターを見つめている。もう、事故の記憶に悩まされてはいないようだ。ホッとして再び映像に目を向けた。

　ビデオカメラを持っているのは熊五郎だ。姿は見えないけれど、時々「将悟！」「心乃枝ちゃん！」と呼んでいる声がする。

　やがて映像には、楽しそうに駆け寄る幼い将悟と心乃枝の姿が映し出された。

　おそろいの白いペアルックを来た、まるで兄妹みたいな男の子と女の子。

「あっ、見てください！　やっぱり将悟さん、かわいい～」

　心乃枝がはしゃいだ声を出す。

「昔の心乃枝って、こんな顔だったんだな」

「どういう意味ですかっ!?」

「い、いや今も面影あるな～ってさ」

　それから二人で、十年前の楽しい思い出を見続けた。遊具で遊び、レストランでごはんを食べ、広場を駆ける二人の姿が続いていた。

　ビデオを見ながら、いつの間にか将しよう悟ごと心こ乃の枝えは手を握っていた。

　幼いころ、遊園地で遊んだ仲のいい二人が、そのまま成長したみたいに。

　なんとなく将悟は、このテープが残されていた理由がわかった。

　きっと熊くま五ご郎ろうはあの事故が原因で、幼い将悟をビデオに記録しようと思わなくなった。

　ビデオカメラはほとんど使用されることなく、テープが入れっぱなしになったまま十年間も放置されていたのだ。

　ビデオの映像は、遊園地の出口の光景を最後に終わっていた。

「懐かしかったな」

　テープを取り出そうとしたとき、心乃枝が聞いた。

「これ、最初のほうには何が映ってたんでしょう？」

　言われてみれば、テープは途中から始まっていた。最初の場面は見てない。

「遊園地に到着したところでも映ってるんじゃないかな。……見る？」

　確かに懐かしい映像だけど、ずっと見続けても面白いもんじゃない。

「う～ん……。将悟さんにお任せします」

　言われて、将悟は考えた。見ても、将悟と雅みやびが兄妹だという手がかりはなさそうだ。

　けれど、これは熊五郎の生前の痕こん跡せきを残す貴重な資料の一つ。運良く手に入れたもの。

「せっかくだし、全部見とくか」

　デッキのボタンを押してテープを最初まで巻き戻し、再生ボタンを押した。

　しばらく白黒の砂すな嵐あらしが続いたのち、映像がスタートした。

　最初に映っていたのは、遊園地の光景ではなかった。どこかの駅前の広場だ。カメラの視点がずいぶんと低い。ビデオカメラを持っているのは将悟らしい。

「待ち合わせの場所かな？」

「みたいですね。ここで合流して、遊園地に向かったのかも」

　将悟の持つビデオカメラは、駅前周辺の光景を様々に捕らえた。面白がってあちこちレンズを向けているらしい。

　駅前のロータリーではタクシーが暇そうに停車している。画面を一組のカップルの足が横切る。休日の午前中らしく、のんびりした風景だった。

『将悟お兄さま～！』

　……画面の外から声がして、将悟の背に緊張が走った。

　――今、お兄さまって言わなかったか……？

　カメラが声のほうに向けられる。駅の切符売り場の前に幼い心乃枝が立って、カメラに向かって手を振っていた。

『こら、もう「お兄さま」はやめなさい』

　再び画面の外から声がして、カメラは声のほうを向いた。

　ビデオカメラは、すぐ近くに立つ二人の大人を見上げて止まった。

「父さん……」

　ジャンパーとジーンズというラフな服装で、肩から大きなバッグを抱えている。

　十年前の帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの後ろ姿が、そこに映っていた。

『は～い。将しよう悟ごさ～ん』

　ちょっと拗すねたような心こ乃の枝えの声が聞こえる。

　熊五郎は画面の向こう側に立っている同い年くらいの男性を振り返った。熊五郎よりも少し太っていて、少し子供っぽい雰囲気の人だ。

「わたしのパパです……」

　心乃枝がつぶやいた。彼女の育ての父である鶴つる眞ま誠せい二じだ。

『はは。心乃枝ちゃんはまるで、将悟くんの妹だなぁ』

　鶴眞誠二はからかうような口調で言う。

『君には本当に感謝している。心乃枝の面倒を見てくれて……』

　言いながら熊五郎はまた振り向いた。画面外にいる心乃枝のほうを見ているらしい。

　――え？　心乃枝の面倒を見る……？　なんで父さんが感謝してるんだ……？

　心乃枝は、実の両親もわからない捨て子だったはずじゃないか……？

　将悟は戸惑った。父の言葉の意味がわからない。

『構わないよ。短い期間だしね』

　そう言って、鶴眞誠二は熊五郎と同じ方向に目を向けた。

『見つかるといいな。大切に育ててくれる人が。僕がそうしてあげたいけれど……』

『誠二。君は早く今の彼女と結婚して、自分の家庭を築かないと』

『ははは、そうだ。しかし不思議なもんだ。あんな間違いさえ起きなければ……』

　そして心乃枝の父は、少し切なそうな顔をした。

『心乃枝ちゃんと将悟くんは本当に、兄妹でいられたのに』

『ねー、兄妹って何？』

　ビデオカメラを持つ将悟の声が聞こえる。

　熊五郎は気づいてレンズのほうを見て、ニコッと笑いながら顔を寄せた。

『ほら将悟。そんなにビデオをまわしたら、バッテリーがもったいないよ』

　直後、映像はプツリと途切れた。

　次に映し出された光景は、もう遊園地の中だった。

「な……なんですか……これ……」

　ガタッと戸棚の小箱が落ちる音がした。心こ乃の枝えが後ずさり、背を棚にぶつけている。

　青ざめていた。目を見開き、幽霊でも見た顔で怯おびえながら、画面を凝視している。

　心乃枝は飛びかかるようにデッキの前に立ち、停止ボタンを押し、続けて巻き戻しのボタンを押す。青い画面の下で、キュルキュルとテープの巻き戻される音が響いた。

　カチッとボタンの戻る音がして、テープは停止した。

「間違いです……こんなの、何かの間違い……です……」

　次の瞬間、心乃枝は震える人差し指の先で……赤い録画ボタンを押した。

　録画が開始され、テープの映像がゆっくりとノイズに上書きされていく。

「心乃枝!?　な、何を!?」

　将しよう悟ごはデッキを止めようと腕を伸ばした。

　心乃枝は振り返り、突進する勢いで将悟の胸に抱きついた。押されてバランスを崩し、床に尻しりもちをつく。心乃枝は混乱した様子で頭を左右に振っていた。

　将悟もまた、わけがわからなかった。

　――なんだったんだ？　なんなんだ、さっきの映像は……。

　心乃枝が……俺おれの、妹……？

　何を隠してる……？　母さんも、雅みやびのお父さんも、そして心乃枝のお父さんまで……みんな、何かを隠してる。秘密を抱えている。

　俺の妹の秘密を……！

「嘘うそ……です……。あんなの……」

　将悟は彼女を見つめ、そっと背中を叩たたいて落ち着かせた。

「きっと……何かの間違いだよ」

　そっとデッキに手を伸ばして停止ボタンを押した。タイマー表示を見ると、三分近く進んでいる。冒頭の駅前の場面は消去されてしまったようだ。

　心乃枝は立ち上がり、ふらふらと準備室の外へと出て行く。

　そして逃げ出すように走り出した。視聴覚室から出て、廊下を駆け去った。

「ま、待ってくれ!!」

　将悟はあわてて取り出しボタンを押した。もどかしいモーター音を響かせながらデッキからテープが飛び出す。ひったくるように回収すると、心乃枝を追いかけて走り出した。

　廊下を走り、階段を駆け下り、校舎の玄関から外へ出たところで……彼女の姿を完全に見失ってしまった。

「どこに行ったんだ……」

　見まわすと、グラウンドの向こう側にある正門の先に知っている姿を見つけた。

　雅だ。今ごろ登校したらしい。制服姿の雅が立っている。

　将悟は雅に向かって駆け出した。



　正門へと走り去っていく将しよう悟ごの背中を、校舎の陰から心こ乃の枝えが見つめていた。

「わたし……やり直したい……」

　いったん走り出した想いは、もう止められなかった。

　胸の中にある彼への情熱は、自分でも触れられないくらいに熱かった。

　昨夜の嫌な予感は、きっと、あのビデオのことだったんだ……。

　――もう、絶対に壊さない。将悟さんを守って、ずっと、愛していたい……。

「わたしは……将悟さんの……」

　涙を振り払い、決意した目で、冷たく彼を見据えた。

「恋人ですから……」



　将悟は正門から駆け出ると、立っていた雅みやびに声をかけた。

「雅！　来たんだ。休んだから心配してたぞ」

「今日、水泳部あるから……」

　雅は元気ない顔でうつむいている。

「体調、大丈夫なのか？」

「ね、将悟……。この学校でさ、あたしたちが出会ってからのこと、覚えてる？」



    

  
    
      



    

  
    
      「え？　もちろん覚えてるけど」

「あたしさ、将しよう悟ごのこと好きだったじゃん。いろいろアプローチしてたじゃん」

「あぁ。積極的すぎて大変だったぞ」

「だよね……。将悟、いつもあたしのこと、妹みたいな目でしか、見てくれなかったもんね……。全然恋愛対象じゃなかった」

「何を言ってるんだよ。雅みやびは俺おれの、妹じゃないか」

「そのほうが……都合よかったんだよね……。将悟が好きなのは、鶴つる眞まさんだから……。あたしは、妹でいてくれたほうが、よかったよね……」

「お、おい。どうしたんだよ、雅。なんかヘンだぞ？」

「あたしも……将悟の妹でよかった……。恋人になれなくて当たり前だもん……」

　ぽろっと、雅の目から大粒の涙がこぼれ出た。

「恋人じゃなくても、ずっと、一緒にいられるもん……」

「もちろんだよ。だから俺たち、家族としてずっと一緒にいよう」

「昨日、家に帰ってから……お父さん、あたしに言ったの」

「言った？　何を？」

「『雅は私の子供だよ』って。すごく優しい目で。こんなに優しいお父さん、見たことないくらい……そして……」

　えぐっ、と雅はしゃくり上げた。

「『実の子だと信じられないなら、二人でＤＮＡ鑑定しよう』って……」

「え……」

「これってさ、お父さん、あたしが実の子って自信があるんだよね……。あたし、ちゃんとお父さんの子なら、将悟と……」

　雅は声を詰まらせ、押し出すように言った。

「兄妹なわけ、ないよね……」

　将悟は足元が揺れるのを感じた。地面がひび割れている気がした。

「あたし……なんだったんだろ……。将悟の……恋人にもなれない……。家族にも……なれない……。あたしって……何……？」

　気づかなかったのだ。ずっと前から、足元に深い亀き裂れつが入っていることに。

　雅が、涙に濡ぬれる赤く腫はれた目で、将悟を見上げた。

　今、その亀裂は大きく地面を割って……将悟の足元で……

「教えて……」

　もろくも崩れ落ちたのだ。

「教えてよ、将悟おおぉ――――――――っっ!!」



    

  
    
      
エピローグ





　今から約二年前の秋。

　帝みかど野のグループ本社ビルを囲む公園にたたずみ、大きなガラス張りの建物を見上げている少女がいた。歳は中学生くらいで、水色のワンピースに白い肩掛けを羽織っている。頭にはうす桃色の帽子をかぶっていた。

　そして細い腕には、花束を入れたバスケットを持っている。

　可か憐れんで涼しそうなその姿は、遅れてきた夏の妖よう精せいのようだった。

「熊くま五ご郎ろう……お父さま……」

　少女の口からつぶやきが漏れた。

　そんなふうに彼を呼んでいた、遠い日のことを思い出す。

　海のさざ波が聞こえるあの家で、お父さまとお母さま、そして……将しよう悟ごお兄さまと過ごした奇跡のような日を。家族の愛に包まれた、きらめく一日を。

　あの一日は、もうどこにもない。遠い海の蜃しん気き楼ろうみたいなもの。

　少女は公園の時計を見上げた。

「そろそろ行かなくちゃ」

　本社ビルに背を向け、少女は歩き出した。

　向かう先は、熊五郎が入院している病院だ。

　彼は仕事中、会社の会議室で突然倒れ、病院に運ばれたらしい。希き代たいのカリスマ社長と称たたえられる帝野熊五郎の病状は、ニュースでも報道されていた。

　少女は不安だった。彼は――父は、娘の顔を覚えていてくれるだろうか。

「熊五郎お父さま。わたくしは、お父さまの娘です……」

　あの家で過ごした日みたいに自己紹介したら、思い出してくれるかな……。

　顔を見せたら、なんて呼んでくれるのかな。昔みたいに、呼んでくれるかな。

　今はもう、昔の名で呼んでくれる人はいない。

　あのころ……彼女は『ふうちゃん』と呼ばれていた。



    

  
    
      
あとがき



　みなさんは『カンヅメ』という言葉を聞いたことがあるでしょうか？　そうです「原稿を上げるまでホテルにカンヅメにされた」とかいうアレのことです。

　私は噂うわさには聞いていたものの、今まで『カンヅメ』を経験したことがなく、一種の憧れすら持っていました。『カンヅメ』とは、実際にはどんなものなんでしょう？

　やっぱりシャケ缶のような味がするのでしょうか？　それともツナ缶っぽいのでしょうか？　ネコもまっしぐらなのでしょうか？　謎なぞは深まるばかりです。あ、白いご飯にシャケ缶かけて食べるとおいしいですよね。

　そんな私もついに先日、原稿の大幅な遅れからついに、自主的に『カンヅメ』をすることを決断したのです！

　都心の超高層一流ホテルに部屋を借り、大浴場とフランス料理のフルコースを堪能したあとは夜景を眺めながら両りよう脇わきに美女をはべらせ、一杯のコーヒーを片手に優雅にキーボードを打ち文章をつづる……という計画を立てたのですが、ちょっとお値段が高そうなのでウィークリーマンションでカンヅメすることにしました。

　そして迎えたカンヅメ当日。ゲームやネットの誘惑もない部屋で、私は仕事に集中しました。疲れたときは、ベッドに横になって休むこともできます。……つい寝過ぎたりしますが気にしない！　気分転換したいときはテレビを見ることもできます。……なぜか面白い番組がやってて見ちゃっても気にしない！　おなかが空いたときは、近所のコンビニでおやつを買って来られます。……食べてばかりいても気にしない！

　そんなカンヅメのおかげで、なんとか今巻の原稿も上げることができたのです。カンヅメがこんなにも効果があるものだとは知りませんでした。きっと超高層一流ホテルでフランス料理を食べて美女と一緒にカンヅメすれば、原稿なんてパパッと終わるに違いありません。そうです。一流ホテルに泊まれば、パパッと終わるのです。パパッと終わらせるためにも、どうか高級ホテルの宿泊料（フランス料理代込み）を気前よくお願いしたいところなのですがどうでしょうか、編集部の皆さま。



　さて、今巻が発売されるころは、いよいよアニメの放映も間近。緊張しつつ楽しみに待つ毎日です。ぜひアニメ版「なかいも」をよろしくお願いいたします！

　イラストレーターのＣＵＴＥＧカムさま、担当の児こ玉だまさまを始め、本書に関かかわってくださった皆さま、今回も大変お世話になりました。

　そしてこの本をお読みくださった皆さまに感謝を込めつつ、また次巻でお会いできることを願っております。

二〇一二年五月　田た口ぐち　一はじめ



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　（前巻の続き）

　　「俺、この原稿が終わったら、あの娘（受付のお姉さん）に修理を申し込むんだ……」

　　そう決意した私はハタと気づきました。「これってもしかして死亡フラグ!?」。決死の思いでパソコンのサポートセンターに電話をかけました。なんと電話に出たのはお姉さんではなくお兄さんでした！　死亡フラグ全力で回避!!



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレータ。

　　ゲームのイラストや、ライトノベルのイラスト、漫画を描いたりしています。

　　最近の仕事では

　　『ひだまりスケッチ×☆☆☆（ほしみっつ）』提供パック『bitter smile.』の予約特典カレンダー（ＧＩＧＡ）などを作業しました。



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      この中に１人、妹がいる！７
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